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S48
S48
S48
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S48

S48

S48
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S48

第１号承水路（Ｓ４８）
Ｌ＝８８ｍ

第８号排水路（Ｓ４７）

Ｌ＝１１６ｍ

第１３号承水路（Ｓ４７）

Ｌ＝５６ｍ

第４号暗渠排水

第７号排水路（Ｓ４７）

Ｌ＝１９７ｍ

第４号水抜ボーリング

第１号排水トンネル

第３号暗渠排水

第１０号承水路（Ｓ４７）

Ｌ＝２９０ｍ

第５号排水路（Ｓ４７）

Ｌ＝２１６ｍ

第７号承水路（Ｓ４８）

Ｌ＝１５０ｍ

第４号排水路（Ｓ４８）

Ｌ＝１６９ｍ

第３号承水路（Ｓ４８）

Ｌ＝６７ｍ

第３号排水路（Ｓ４８）

Ｌ＝２１０ｍ

第１号排水路（Ｓ４８）

Ｌ＝２２５ｍ

第１号水抜ボーリング

第１号暗渠排水

第２号水抜ボーリング

第４号承水路（Ｓ４８）

Ｌ＝８６ｍ

第５号承水路（Ｓ４８）

Ｌ＝１０３ｍ

第３号水抜ボーリング

第８号承水路（Ｓ４８）

Ｌ＝１００ｍ

第９号承水路（Ｓ４８）

Ｌ＝７６ｍ

第２号暗渠排水

第１２号承水路（Ｓ４７）

Ｌ＝４７ｍ

号数

号数

水抜ボーリング工

その他工事

測線

測線

施工年度

施工年度

L=30.0m ｎ=6孔 ΣL=180.0m θ=
L= ｎ=6孔 ΣL=160.0m θ=
L=30.0m ｎ=6孔 ΣL=180.0m θ=
L= ｎ=4孔 ΣL=150.0m θ=

暗渠排水工
集水渠 L=54.0m 導水渠 L=7.0m

暗渠排水工
集水渠 L=54.0m 導水渠 L=9.0m

暗渠排水工
集水渠 L=26.0m 導水渠 L=6.0m

暗渠排水工
集水渠 L= 導水渠 L=

排水トンネル工
支保工・中詰栗石 L=122.0m

東郷第一期地区
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1
1-1
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1-1

1-2
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H15

H23
H23
H24

H24

H24

H241

第１号法枠工

Ｌ＝８２ｍ

第１－４号承水路（Ｈ２４）

Ｌ＝２７ｍ

第１－１号排水路（Ｈ２４）

第１号水抜ボーリング

第２号水抜ボーリング

第１号水抜ボーリング

第２号法枠工

第５号水抜ボーリング

第２号排水路（Ｈ２４）

Ｌ＝５１ｍ

第１－３号承水路（Ｈ２４）

Ｌ＝１７ｍ

第１号法面保護工

号数

号数

水抜ボーリング工

その他工事

測線

測線

施工年度

施工年度

L=19.0～23.0m ｎ=4孔 ΣL= 82.0m θ=＋3゜

L=14.0～21.0m ｎ=6孔 ΣL=104.0m θ=＋3゜

L=20.0～30.0m ｎ=9孔 ΣL=224.0m θ=＋3゜

L=12.5～13.1m ｎ=4孔 ΣL= 51.2m θ=＋3゜

法枠工

法枠工

法面保護工

現場吹付法枠（吹付枠300×300m/m）A=112.6㎡

現場吹付法枠（吹付枠300×300m/m）A=190.2㎡

植生マット A=180.5㎡ 木柵 L=103.9m

東郷第二期地区

災
害

県

単
3
4

1-2
1-2

S47

水抜ボーリング 災害（47災197/26）

第３号水抜ボーリング 県単

第４号水抜ボーリング 県単

号数

号数

水抜ボーリング工

水抜ボーリング工

工事番号

測線

施工年度

施工年度

47災197/26

H23県単県営
H23県単県営

L=20.0～25.0m ｎ=5孔 ΣL=115.0m θ=＋4゜～＋5゜

L=16.0～22.0m ｎ=3孔 ΣL=55.0m θ=＋3゜

L=13.0～17.0m ｎ=3孔 ΣL=47.0m θ=＋3゜

災害復旧事業

県単県営地すべり対策事業
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(建設中)
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滝

300.1

普通建物 堅ろう建物

堅ろう無壁舎
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人工斜面

病院職業安定所
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原図

複写

地すべり防止区域

揚排水ポンプ場

ガソリンスタンド

幼稚園・保育園

公会堂・公民館

役場支所及び出張所

｝
公
共
基
準
点

図化機測定
による標高点

独立樹(広葉樹)

独立樹(針葉樹)

起重機

記念碑

タンク

路傍祠

灯ろう

電波塔

水位観測所

油井・ガス井

灯台

灯標

煙突

輸送管(地上)

輸送管(空間)

立像

墓碑

鳥居

官公署

裁判所

検察庁

税務署 火薬庫

郵便局

営林署 変電所

保健所消防署

協同組合

倉庫

工場

神社

寺院
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銀行

キリスト教会

交番・駐在所

三角点

水準点

三角点

水準点
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材料置場

温泉・鉱泉

噴火口・噴気口
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分離帯

石段 並木

歩道

徒橋真幅道路

横断歩道橋

建設中の道路

道路のトンネル

道路の雪覆い等
庭園路

道路橋
地下街・地下鉄等出入口

停留所

プラットホーム

鉄道の雪覆い等

跨線橋

普通鉄道

特殊軌道

策動 鉄道のトンネル

建設中の鉄道

路面の鉄道

鉄道橋
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所属界

郡市・東京都の区界

町村・指定都市
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田
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湿地

針葉樹林

広葉樹林さとうきび畑
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岩がけ

雨裂

露岩

洞口
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隆起区・陥没区

湧水

地すべり方向

排水路工

承水路工

集水井工

水抜ボーリング工

暗渠排水工

排水トンネル工

床止工

杭工（鋼管）

護岸擁壁工

押え盛土工

堰堤工

調査ボーリング

ヒズミ計設置

電気探査

地下水検層

サウンディング

移動観測線

流量観測

自記移動計

雨量計

排土工

その他対策工

被害区域

杭工（コンクリート）
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行政区画
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出雲市

計画一般平面図

縮尺

東郷地区地すべり対策事業計画一般平面図

東郷地区地すべり対策事業

測図 昭和 年 月

修正 平成２６年 ３月

撮影 平成２５年１２月 座標系 等高線間隔 ５ｍ

計画機関

作業機関

島根県出雲県土整備事務所

承水路 災害（47災197/26）

Ｌ＝１０９ｍ

第１－２号承水路（Ｈ２３） 県単

Ｌ＝１４ｍ

第１－１号排水路（Ｈ２３） 県単

Ｌ＝１８ｍ

第１－３号承水路（Ｈ２３） 県単

Ｌ＝１４ｍ

R3-1ブロック

1
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当 初
令和5年度 県単県営緊急地すべり対策事業

平田地区 斜面復旧(その2)工事



令和５年度 県単県営緊急地すべり対策事業 平田地区 斜面復旧(その2)工事

対策工事平面図 東郷地区 R3-1測線
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製

図

原図

複写

図面番号

月 日終了年

東郷地区 R3-1ブロック

対策工事平面図
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13.75
13.53
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R3-1測線

縮 尺： 1/200(A1)，1/400(A3)

KP.R3-1-1

BP.R3-1-1

第1号水抜きボーリング工
L=9.0～13.0m×5本=55.0m
θ=+3°
孔口標高 H=18.9m
孔口保護板 5箇所

ネジ節鋼棒D19 L=3.5m×56本 2段
表面材 吹付法枠工 □300-1500 A=300.8m

2

掘削 V=311.8m
3

第1号地山補強土工

1

凡 例

滑動ブロック

踏査結果

地すべり方向

滑落段差，崩壊

湧 水

沈下･亀裂･小段差

亀 裂

解析測線

調査ボーリング
(パイプ歪計･地下水検層)

調査事項

写真撮影位置図

押し出し・隆起(＋)

簡易貫入試験

対 策 工 凡 例

水抜きボーリング工

水路工

切土工・植生工

地山補強土工
(吹付法枠工）

KP.1

第1号流末水路工
角フリューム300 L=14.6m
張りコンクリート A=22.6m

2

既設水路の補修
角フリューム300 L=1.7m
波型ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管φ300(土中) L=4.9m
二次製品溜桝 400相当 1基
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ボーリング番号 掘進長 勾 配 孔口標高孔口間隔掘進方位

4.00m
NO.1

+3° 18.90m

第1号水抜きボーリング工

NO.2

NO.3

NO.4

13.00m

ΣL= 55.00m（※孔口から2m間はストレーナ加工を設けない）

S 84.5°E

S 57.0°E

S 57.0°E

S 33.5°E
5.00m

NO.5 S 6.0°W
5.00m

10.00m
13.00m

9.00m

10.00m

10.00m

X=4 9 . 21 8
Y= 7 2 . 44 8

X =5 3 . 9 35
Y =7 6 . 6 39
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平田地区 斜面復旧(その2)工事



当 初

PHWL

低水位

LWL Fs

BP.R3-1-1
GL-4.77m

円弧No.

東郷地区R3-1測線 安全率一覧表

高水位

HWL Fs

GL-1.51m

第1号地山補強土工
目標安全率 土質定数

1.20

γt=17.72 kN/m
3

γsat=18.26 kN/m
3

1.36

C= 7.10 kN/m
2

φ= 25.00°

Fs

対策工事

1.28R-3

R-1 1.33

R-2

1.00

1.00

1.00

PHWL

1.26

－

ネジ節鋼棒(SD345) D19
L=3.5m×56本 2段

表面材 吹付法枠工
□300-1500 A=300.8m

2

掘削 V=311.8m
3

PHWL Fs

1.22

GL-3.39m 1.28

1.28

GL-3.39m

第1号水抜きﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ工

L=9.0～13.0m×5本
=55.0m

θ=+3°
孔口標高 H=18.90m
孔口保護板 5箇所

(1.07)

(1.24)

(1.28)

γt=17.72 kN/m
3

γsat=18.26 kN/m
3

C= 5.00 kN/m
2

φ= 17.65°

－

令和５年度 県単県営緊急地すべり対策事業 平田地区 斜面復旧(その2)工事

東郷地区 R3-1測線地質断面図

10.00

20.00

30.00

40.00

(m)

図 面 番 号

縮 尺 ：

測 量

令和 年 月 日終了

設 計

製

図

原 図

複 写

図 面 の 名 称

製

1/100(A1)，1/200(A3)

東郷地区 R3-1測線

地質断面図

①

R-
3

Fu1

旧段差
(Ph-10,13)

押し出し・崩壊
(Ph-2,6)

応急土留工
大型土嚢2段

滑落段差
(Ph-3)

BP.R3-1-1
T.P.+22.52m
Dep.=7.00m

0 10 20 30 40 50
Nd値

KP.R3-1-1
GH=17.59m
L=2.70m

LWL

0 10 20 30 40 50
N値

2

15

42

50以上

50以上

50以上

50以上

1.50

3.00

4.00

4.55

7.00

2.70

dt

Fu3

Fu2

地質時代

第
四
紀

完
新
世

地質名 土質・岩級 記号 地質状況

風化泥岩 Fu2

強風化泥岩 Fu3

固結粘土,軟岩

dt礫混じり粘土表土及び崖錐堆積物

脆質な泥岩礫を多く含む粘性土であり、酸化に伴う褐色化
及び粘土化の著しい区間がある。

固結粘土及び軟岩級の泥岩であるが、亀裂に沿って粘土を
挟在する。

泥岩起源の礫を混入する礫混じり粘土状を呈する。
斜面上方では層厚1m程度に対して、下方では最大3m程度
分布する。

Ｎ値

2～5

11～20

30以上

泥 岩 軟 岩
棒状～柱状を呈する比較的新鮮な泥岩。
亀裂部周辺の粘土の挟在は認められない。

Fu1 50以上

中
新
世

新
第
三
紀

古
江
層

東郷地区の地質構成（R3-1ブロック）

礫混じり粘土

②

第1号水抜きボーリング工
L=9.0～13.0m×5本
=55.0m

θ=+3°
孔口標高 H=18.9m
孔口保護板 5箇所

第1号地山補強土工
ネジ節鋼棒(SD345) D19

L=3.5m×56本 2段
表面材 吹付法枠工

□300-1500 A=300.8m
2

掘削 V=311.8m
3

※( )内の安全率は、計画地形における値である。

③

HWL

R-1,2

2.20

※Ｎ値は、簡易貫入試験結果の換算Ｎ値も含めた値である。

3

12

土嚢

R3-1測線 孔内水位一覧表

BP.R3-1-1
孔
内
水
位

総降水量降
水
条
件

令和４年度 調査時水位

R4.5.27～R4.10.4(131日間)

4.77 1.51 3.26

554mm

最大降水量
連続降水量

低水位
LWL(GL-m)

変動量
(m)

高水位
HWL(GL-m)

※降水量：「土砂災害警戒リアルタイム雨量 万田観測所」のデータによる

最大日降水量 91mm（R4.9.3）
連続降水量 122㎜（R4.7.14～19）

113㎜（R4.8.31～9.3）

令和5年度 県単県営緊急地すべり対策事業

平田地区 斜面復旧(その2)工事



図 面 番 号

縮 尺 ：

測 量

令和 年 月 日終了

設 計

製

図

原 図

複 写

図 面 の 名 称

製

1/100(A1)，1/200(A3)

東郷地区 R3-1ブロック

地山補強土工横断面図(1)

1:1.0

▽ 20.47

▽ 19.41

KP.1
GH=20.51m
L=4.30 m

KP.2
GH=22.23m
L=5.20 m

1:1.0

1:1.0

1:1.0

1:1.0

1:1.0

4.30

0 10 20 3040 50
Nd値

5.20

0 10 20 30 40 50
Nd値

BP.R3-1-1
T.P.+22.52m
Dep.=7.00m

0 10 20 30 40 50
N値

2

15

42

50以上

50以上

50以上

50以上

1.50

3.00

4.00

4.55

7.00

2.10

1.80

0 10 2030 40 50
Nd値

2.70

2.20

KP.R3-1-1
GH=17.59m
L=2.70 m

▽ 19.41

▽ 18.35

▽ 20.47

▽ 19.41

▽ 20.47

▽ 19.41

▽ 20.47

▽ 19.41

▽ 20.47

▽ 19.41

40
°

▽ 15.72

▽ 18.35

▽ 19.41

吹
付
法
枠
工

SL=3.1m

吹
付
法
枠
工

SL=3.7m

吹
付
法
枠
工

SL=5.4m

吹
付
法
枠
工

SL=8.5m

吹
付
法
枠
工

SL=8.9m

吹
付
法
枠
工

SL=9.3m

▽ 20.01

▽ 17.82

▽ 17.75

▽ 17.75

▽ 16.22

▽ 16.11

▽ 16.07

▽ 16.02

▽ 20.39

▽ 21.59

▽ 22.15

▽ 22.37

▽ 22.62

掘削 = 1.9

盛土 = -

掘削 = 2.0

盛土 = -

掘削 = 3.0 (4.6)

盛土 = - ( - )

掘削 = 7.1

盛土 = -

掘削 = 7.9

盛土 = -

掘削 = 8.8

盛土 = 0.1

Fu1

dt

Fu3

Fu2

4

12

40
°

40
°

40
°

40
°

40
°

当 初

dt

Fu3

Fu2

dt

Fu3

Fu2

dt

Fu3

Fu2

dt

Fu3

Fu2

dt

Fu3

Fu2

Fu1

DL=15.000

D=0.000

FH=
GH=16.20
PH=16.202

NO.0

DL=15.000

D=4.000

FH=
GH=16.19
PH=16.193

NO.0+4.0

DL=15.000

D=4.500

FH=
GH=16.21
PH=16.210

NO.0+8.5

DL=15.000

D=3.500

FH=
GH=16.44
PH=16.604

NO.0+12.0

DL=15.000

D=5.000

FH=
GH=16.16
PH=16.320

NO.0+17.0

DL=15.000

D=6.000

FH=
GH=17.78
PH=17.789

NO.0+23.0

大型
土嚢

第1号水抜きボーリング工
第1号水抜きボーリング工

第1号水抜きボーリング工

第1号水抜きボーリング工

第1号水抜きボーリング工

令和5年度 県単県営緊急地すべり対策事業

平田地区 斜面復旧(その2)工事



図 面 番 号

縮 尺 ：

測 量

令和 年 月 日終了

設 計

製

図

原 図

複 写

図 面 の 名 称

製

1/100(A1)，1/200(A3)

東郷地区 R3-1ブロック

地山補強土工横断面図(2)

1:1.0

▽ 19.41

1:1.0

▽ 19.41

KP.3
GH=21.80m
L=2.10 m

KP.4
GH=19.44m
L=2.70 m

1:1.0

1:1.0

1:1.0

2.10

0 10 20 30 4050
Nd値

2.70

0 10 20 30 40 50
Nd値

1.70

1.70

▽ 18.35

▽ 17.29

▽ 18.35

▽ 17.29

▽ 15.69

▽ 15.69

▽ 15.66

吹
付
法
枠
工

SL=9.9m

吹
付
法
枠
工

SL=8.9m
吹
付
法
枠
工

SL=4.7m

吹
付
法
枠
工

SL=4.1m

吹
付
法
枠
工

SL=3.1m

▽ 15.99

▽ 15.99

▽ 15.96

▽ 15.96

▽ 15.92

▽ 22.98

▽ 22.30

▽ 19.30

▽ 18.84

▽ 18.12

掘削 = 18.9

盛土 = 0.1

掘削 = 18.8

盛土 = 0.1

掘削 = 2.3

盛土 = -

掘削 = 1.9

盛土 = -

掘削 = 0.6

盛土 = -

dt

Fu3

Fu2

dt

5

12

▽ 18.35

40
°

40
°

40
°

▽ 20.47

4
0
°

当 初

dt

Fu3

Fu2

dt

Fu3

Fu2

Fu1

DL=15.000

D=6.000

FH=
GH=18.05
PH=18.057

NO.0+29.0（甲）

DL=15.000

D=0.000

FH=
GH=18.05
PH=18.057

NO.0+29.0（乙）

DL=15.000

D=7.000

FH=
GH=16.74
PH=16.903

NO.0+36.0（甲）

DL=15.000

D=0.000

FH=
GH=16.74
PH=16.903

NO.0+36.0（乙）

DL=15.000

大型
土嚢

大型
土嚢

D=3.000

FH=
GH=16.27
PH=16.409

NO.0+39.0

第1号水抜きボーリング工

第1号水抜きボーリング工

令和5年度 県単県営緊急地すべり対策事業

平田地区 斜面復旧(その2)工事
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=
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.
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00
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.
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00

計 画

測
点
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距

離

追
加
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離

地
盤

高

水
路

底
高

切
土

盛
土

勾
配

KSNO.0

KSNO.0+2.4

KSNO.0+4.8

KSNO.0+10.0

KSNO.0+13.6

0.000

2.400

2.400

5.200

3.600

0.000

2.400

4.800

10.000

13.600

13.06

14.07

15.19

15.52

15.68

水
路

底
高

12.95

13.95

14.89

15.23

15.39

KSNO.0+17.6
SNO.0

15.81 15.52

1
：

1
0
0(

A
1
)

1：100(A1)

10
.
0
00

1
：

2
0
0(

A
3
)

1：200(A3)

図
面

番
号

縮
尺

：

測
量

令
和

年
月

日
終

了

設
計

製図

原
図

複
写

図
面

の
名

称

製

1
/
1
0
0
(
A
1
)
，

1
/
2
0
0
(
A
3
)

東
郷

地
区

R
3
-
1
ブ

ロ
ッ

ク

水
路

工
縦

断
面

図

SNO.0+5.5
23.100 16.21

4.000 17.600

6

1
2

i=
3.
8%

L=
7.6

m

+36.0(甲)

+36.0(乙)

+29.0(乙)

+23.0

+17.0

0.000

1.100

2.200

5.600

5.700

6.000

23.100

24.200

26.400

32.000

37.700
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15.620
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17.770
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15.770

i
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m
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15.620

15.630

15.770
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i
=5
.8%

L
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当
初

角
F300底
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土
嚢
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角
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H
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B
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=
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3
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二
次
製
品
溜
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当

水
路

底

15.23

15.52

既
設

水
路

勾
配

15.64

既
設

水
路

勾
配
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設

水
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水
路

工
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図 面 番 号

縮 尺 ：

測 量

令和 年 月 日終了

設 計

製

図

原 図

複 写

図 面 の 名 称

製

1/100(A1)，1/200(A3)

東郷地区 R3-1ブロック

水路工横断面図
7

12

▽ 12.95

▽ 13.95

▽ 14.85

(吐口)

▽ 14.89

(呑口)

当 初

DL=10.000

D=2.400

FH=
GH=14.07
PH=14.144

KSNO.0+2.4

DL=10.000

D=0.000

FH=
GH=15.68
PH=15.689

KSNO.0+13.6

DL=10.000

D=2.400

FH=
GH=13.06
PH=13.309

KSNO.0

DL=10.000

D=5.200

FH=
GH=15.19
PH=15.391

KSNO.0+4.8

DL=10.000

D=3.600

FH=
GH=15.52
PH=15.813

KSNO.0+10.0

PH=15.818

SNO.0

DL=15.000

D=5.500

FH=
GH=15.81

GH=16.21

DL=15.000

D=0.000

FH=

PH=16.331

SNO.0+5.5

(KSNO.0+17.6)

令和5年度 県単県営緊急地すべり対策事業

平田地区 斜面復旧(その2)工事



図 面 番 号

縮 尺 ：

測 量

令和 年 月 日終了

設 計

製

図

原 図

複 写

図 面 の 名 称

製

東郷地区 R3-1ブロック

図 示

現場吹付法枠工構造図(1)

法枠工求積図
S=1:100(A1)

S=1:200(A3)

法枠工展開図

現場吹付法枠工構造図(1)
(□300-1500)
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+
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)

+
3
9.

0

+3
6
.0

(
甲

)

+
36

.
0(

乙
)

+4
.
0

NO
.
0

は補強土工（鉄筋挿入工）施工位置

補強土工は、1.5m×1.5m間隔で配置すること。

天端モルタル L=48.7m

間詰モルタル L=39.9m

横 枠 縦 枠

8
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N
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▽ 18.35

水切モルタル L=31.4m

目地材

ΣA=0.63m
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0.1 1 0.1

0.2 2 0.4

0.3 1 0.3

0.4 3 1.2

0.5 2 1.0

0.6 3 1.8

0.7 3 2.1

0.8 5 4.0

0.9 4 3.6

1.0 1 1.0

1.1 7 7.7

1.2 101 121.2

2.2 1 2.2

2.8 1 2.8

3.0 1 3.0

5.2 1 5.2

6.5 1 6.5

8.2 1 8.2

11.6 1 11.6

18.3 1 18.3

29.3 1 29.3

計 142 231.5

枠長 本数 長さ

2.1 1 2.1

2.2 1 2.2

2.6 3 7.8

2.8 2 5.6

3.0 2 6.0

3.2 1 3.2

3.4 1 3.4

4.0 1 4.0

4.5 2 9.0

4.6 1 4.6

4.8 1 4.8

5.0 1 5.0

5.9 1 5.9

6.7 1 6.7

7.2 1 7.2

7.6 2 15.2

7.9 1 7.9

8.0 1 8.0

8.2 1 8.2

8.3 1 8.3

8.4 1 8.4

8.5 1 8.5

8.6 1 8.6

8.7 1 8.7

8.8 1 8.8

9.0 1 9.0

9.1 1 9.1

9.6 1 9.6

計 34 195.8

枠長 本数 長さ

S=1:100(A1)

S=1:200(A3)
目地材

ΣA=0.78m
2目地材

ΣA=0.66m
2

目地材

ΣA=0.45m
2

1 2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16 17

18

19

20

21

22

3.
3 3

1 .31

1. 22

3.
10

4 .00

2.
4 2

4.03

5 . 13

2 .
8 9

3.
70

4 .50

2 .
8 6

4 . 8
1

5 . 8 2

4 .
1 7

5.
40

1 .90

1 . 7 9

1.90

5.7 2

1 . 7 9

1.61

2.
16

1 .
2 3

1 . 7
8

5.
40

1.35

5.00

2 . 8 2

1.
6 4

5 .01

6.
39

3 . 2 7

9 .
28

7 . 0 1

6 . 3 3

8.
90

6. 00

4 .
9 5

6.01

1 0. 79

5 .
1 7

9.
30

6 .00

5 .
0 3

6.03

11. 10

9.
90

5 .
3 5

9.89

8.
92

5.25

4.72

8 .4 3

8. 92

7 . 04

4.
748 .

2 4

6.68

3. 84

2.31

4.7 4

4.
10

2.00
3 . 1 7

4.1 0

2 . 8 8

3.
10

4 .
2 4

2.90

2 . 1 3

記号 底辺 高さ 倍面積 ㎡

1 3.33 1.22 4.063

2 5.13 2.42 12.415

3 5.13 2.89 14.826

4 5.82 2.86 16.645

5 5.82 4.17 24.269

6 5.72 1.79 10.239

7 5.72 1.79 10.239

8 2.82 1.23 3.469

9 6.39 1.35 8.627

10 7.01 1.64 11.496

11 9.28 3.27 30.346

12 9.28 6.33 58.742

13 10.79 4.95 53.411

14 10.79 5.17 55.784

15 11.10 5.03 55.833

16 11.10 5.35 59.385

17 9.89 4.72 46.681

18 8.92 7.04 62.797

19 8.24 3.84 31.642

20 4.74 2.00 9.480

21 4.24 2.88 12.211

22 4.24 2.13 9.031

倍面積 ㎡ 601.631

面積 ㎡ 300.816
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令和5年度 県単県営緊急地すべり対策事業

平田地区 斜面復旧(その2)工事



図 面 番 号

縮 尺 ：

測 量

令和 年 月 日終了

設 計

製

図

原 図

複 写

図 面 の 名 称

製

東郷地区 R3-1ブロック

現場吹付法枠工構造図(2)
(□300-1500)

展 開 図
S=1: 50(A1)

S=1:100(A3)

標準断面図
S=1: 50(A1)

S=1:100(A3)

断 面 図
S=1: 50(A1)

S=1:100(A3)

２－２１－１

枠断面図
S=1: 5(A1)

S=1:10(A3)

法枠端部詳細図
S=1:30(A1)

S=1:60(A3)

吹付金網組立図
S=1: 5(A1)

S=1:10(A3)

現場吹付法枠工構造図(2)

図 示

9

12

当 初

D13

吹付金網

2

σ c k = 1 8 N / m m 2

S D 3 4 5

2

1

使 用 部 材 の 強 度 及 び 材 質

吹 付 モ ル タ ル の 設 計 基 準 強 度

鉄 筋 の 材 質

1

水抜きパイプ

VUφ50

主アンカー D19 L=0.80m

補助アンカー D13 L=0.50m

植生基材吹付 t=3cm

中抜管

ボイドφ100

地山補強土工

D19

0.
30

0.
30

0.
30

0.
30

1.
50

1.
50

1.
50

0.30

主アンカー D19 L=0.80m

地山補強土工 D19 L=3.50m

主アンカー D19 L=0.80m

補助アンカー D13 L=0.50m

0
.
30

0
.
30

0.30 1.20 0.30 1.20 0.30 1.20 0.30

鉄筋挿入工 D19 L=3.50m

1:
1.
0

1.50 1.50 1.50

1.
5
0

1
.
50

0.30 1.20 0.30 1.20 0.30 1.20 0.30

0
.
30

1.
2
0

0
.3

0
1
.
20

0
.
3
0

300

3
0
0

23
5

有
効

高
さ

鉄筋 D13

かぶり厚さ

36mm以上

※F300-1500はD13の鉄筋を使用。

※鉄筋の重ね継手長
F300-1500 ld=500mm
(計算の詳細については巻末資料の
法枠工計算書参照）

150

300

75

1
5
7

3
0
5

7
3

75

7
5

クリンプ金網

（亜鉛めっき鉄線）

間詰モルタル
A=0.045m

2

σck=18N/mm
2

水切モルタル
A=0.045m

2

σck=18N/mm
2

天端モルタル
A=0.045m

2

σck=18N/mm
2

植生基材吹付

t=3cm

1:
1.
0

令和5年度 県単県営緊急地すべり対策事業

平田地区 斜面復旧(その2)工事



鉄筋挿入工 ネジ筋棒鋼 SD345 D19部品

１．ナット（Ｄ19用） ２．スペーサーＤ19-65（電気メッキ） ３．メッキ付角座金

４．ワッシャ－

4052

32

3
7

5
4

Ａ
Ｓ

Ｄ
１

９
Ｎ

φ
4
5

9

15
0

150

φ
1
00

※ベルコート(防錆剤)360ｇ入り

150

Oﾘﾝｸﾞ

φ100

SUS M8

Oﾘﾝｸﾞ

φ
65

127

D19

φ
74

.5

φ
45

25
φ45

φ74.5

５．頭部キャップ

S=1:2(A1)

S=1:4(A3)

図 面 番 号

縮 尺 ：

測 量

令和 年 月 日終了

設 計

製

図

原 図

複 写

図 面 の 名 称

製

東郷地区 R3-1測線

図 示

地山補強土工構造図

S=1:2(A1)

S=1:4(A3)

S=1:2(A1)

S=1:4(A3)

S=1:2(A1)

S=1:4(A3)

S=1:2(A1)

S=1:4(A3)

鉄筋挿入工 ネジ筋棒鋼 SD345 D19 標準施工図

地山補強土工構造図
S=1:4(A1)
S=1:8(A3)

注入材の配合例

(重量比)

セ メ ン ト ミ ル ク

モ ル タ ル

セ メ ン ト 水 砂

１ : 0 . 4 0 ～ 0 . 5 0

１ : 0 . 4 2 ～ 0 . 4 5 : １

σ28≧24N/mm
2
(仮設σ28≧18N/mm

2
)

流下時間22秒以下 (Pロート:JHS A313-1992準用)
(1N/mm

2
＝10.2kgf/cm

2
)

参考文献 切土補強土工法設計・施工要領
NEXCO東日本,NEXCO中日本,NEXCO西日本 H.19.1 P.54

削孔長 L=3.1m

削孔区間

削
孔

径
φ

6
5

□300-1500
現場吹付法枠工

余長 0.1m

補強材長 L=3.5m

3.ﾒｯｷ付角座金

4.ワッシャー

1.ナット

5.頭部ｷｬｯﾌﾟ

防錆材

2.ちょうちん型スぺーサー

設置間隔2.5m以下
グラウト

設計基準強度 24N/mm2

ネジ節棒鋼

SD345 D19 亜鉛メッキ

補強材を継ぐ場合はカップラーを使用すること。

補強材は亜鉛メッキ処理とし、JIS H 8641 2種 HDZ55とする。

JIS H 8641 2種 HDZ35 JIS H 8641 2種 HDZ55
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図 面 番 号

縮 尺 ：

測 量

令和 年 月 日終了

設 計

製

図

原 図

複 写

図 面 の 名 称

製

図 示

東郷地区 R3-1ブロック

S=1: 20(A1)

S=1: 40(A3)

角フリューム300

水路工・孔口保護工構造図

水路工・孔口保護工構造図

波型ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管φ300
S=1:20(A1)

S=1:40(A3)
(土中)

40 300 40

380

3
00

35

33
5 260

r=50

3 0 0

10m当たり

数 量単 位規 格

m 1 0 . 0

名 称

数 量 表

埋 戻 2 . 2m
3

床 掘 3 . 3m
3

土 砂

角フリューム

平面図

側面図

530

6
0
0

30 400 30

460

6
5

5
3
0

6565 400

530

6
5

4
0
0

65 65400

S=1:20(A1)

S=1:40(A3)

二次製品溜桝
400相当

本 体 蓋

側面図

平面図

300 300

660

7
50

基礎砕石

RC-40

3
5
7

1
0
0 10

0

2
00

張りコンクリート
S=1:20(A1)

S=1:40(A3)

１基当たり

数 量単 位規 格

基二 次 製 品 溜 桝

名 称

数 量 表

埋 戻 m
3

床 掘 m
3

土 砂 1 . 0

0 . 8

14 0 0 型 相 当

σ c k = 1 8 N / m m
2 m

3
コ ン ク リ ー ト 0 . 0 0 8

m
2

基 礎 砕 石 R C - 4 0 , t = 1 5 0 0 . 4 4

4
7
0

470

470

50

100100

1
5
0

5
0

コンクリート

S=1:10(A1)

S=1:20(A3)

φ300 m 1 0 . 0

埋 戻 2 . 4m
3

床 掘 3 . 4m
3

土 砂

波型ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管

300 300

300

357

10m当たり

数 量単 位規 格名 称

数 量 表

300 300

張コンクリート

σck=18N/mm
2

砕石

RC-40

0.15

0.25

0.40

0.20 0.20

0
.
40

0.
1
5

0
.2

5

水抜きボーリング孔

数 量単 位規 格名 称

数 量 表 1箇所当り

床 掘 m
3 0.02土砂

コンクリート m
3 0.02

型 枠 m
2 0.16

σck=18N/mm2

0.
10

孔口保護板
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1
0
0
0

1
5
0
0

1
5
0
0

2000 2000

側 面 図

控杭（丸太）
φ120×1500

控木（丸太）
φ120×2000

支柱（丸太）
φ120×4000

丸太
φ120×4000

土留板
2000×200×36

正 面 図

水抜きボーリング工仮設足場① No.1,No.2
S=1:100(A1)

S=1:200(A3)

水抜きボーリング工仮設足場②③ No.3～No.5
S=1:100(A1)

S=1:200(A3)

12

12

当 初KP.4
GH=19.44m
L=2.70 m

1:1.0

▽ 18.35

▽ 17.29

4
0
°

KP.1
GH=20.51m
L=4.30 m

1:1.0

1:1.0

▽ 19.41

▽ 18.35

▽ 20.47

▽ 19.41

40
°

40
°

1:1.0

▽ 18.35

▽ 17.29

dt

4
0
°

KP.1
GH=20.51m
L=4.30 m

1:1.0

▽ 19.41

▽ 18.35

4
0
°

1:1.0

▽ 19.41

KP.3
GH=21.80m
L=2.10 m

▽ 18.35

40
°

3.0m

A=5.7m
2

3.0m

A=4.6m
2

3.0m

A=7.1m
2

1:1.0

▽ 19.41

▽ 20.47

4
0
°

3.0m

A=7.1m
2

補強土足場① L=8.7m

補強土足場③ L=7.2m

補強土足場② L=27.1m

補強土足場④ L=6.6m

dt

Fu3

Fu2
dt

Fu3

Fu2

Fu3

L=5.0m(ｵｰﾙｺｱ)
掘進角度40°
適合性試験1回(Fu2層)

傾斜地足場
30°以上45°未満

粘
性
土

5.
0m

試
験
区
間

1.
0m

ﾁｪｯｸﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ CB.2

L=4.0m(ｵｰﾙｺｱ)
掘進角度40°
適合性試験1回(Fu3層)

傾斜地足場
30°以上45°未満粘

性
土

4.
0m

試
験
区
間

1.
0m

ﾁｪｯｸﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ CB.1

L=4.0m(ｵｰﾙｺｱ)
掘進角度40°

傾斜地足場
30°以上45°未満

粘
性
土

4.
0m

ﾁｪｯｸﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ CB.3
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施工計画平面図（案） 東郷地区 R3-1測線

図面の名称

測 量
令和

設 計

製

図

原図

複写

図面番号

月 日終了年

東郷地区 R3-1ブロック

施工計画平面図（案）

下水管に注意

ボーリング足場①
平坦地足場

ボーリング足場②③
平坦地足場
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60

TKBM

TT.0

TT.1

TT.2

TT.3

TT.4

TT.5

TT.6

H=16.125m

立水栓

御手洗

立水栓

浄化槽

大型土嚢

石 石

石

As

As

As

As

為久寺

家屋

石畳

16.82

23.33

24.44

22.54

21.28

22.59

25.30

26.66 26.76

24.10

23.96

23.56

24.69
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27.54

24.40

26.06

26.92

28.45

28.62

27.56

26.59

25.77

24.31

23.08

24.29

25.68

26.40

27.29

28.79

30.02

30.13

23.34

22.89
22.71

25.31

26.43

27.60

28.88

22.04

21.30

22.28

24.35

27.18

26.06

25.02

24.01

22.53

22.86

24.51

25.24

26.81

28.91

26.99

25.89

24.86

24.21
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19.40

20.26
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21.33
19.83
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14.05

16.00

16.09

16.39

20.49
18.67

17.95
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15.17

14.42

14.25
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15.41

14.79
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15.91

15.92

15.69
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外
側
線

外
側
線

VU
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0

V
U
10

0

V
U1

0
0

VU
1
00

VU
10

0

V U
7 5

VU
5 0

V U
7 5

VU 7 5

VU75

V
U
1 0

0

VU
10

0

HP300

S=1:200(A1)
S=1:400(A3)

世界測地系

20

25

30

30

25

2 0

15

車庫

土
水
路

物置

13.75
13.53

13.86

13.31

R3-1測線

縮 尺： 1/200(A1)，1/400(A3)

KP.R3-1-1

BP.R3-1-1

第1号水抜きボーリング工

第1号地山補強土工

第1号流末水路工

1

凡 例

滑動ブロック

踏査結果

地すべり方向

滑落段差，崩壊

湧 水

沈下･亀裂･小段差

亀 裂

解析測線

調査ボーリング
(パイプ歪計･地下水検層)

調査事項

写真撮影位置図

押し出し・隆起(＋)

簡易貫入試験

対 策 工 凡 例

水抜きボーリング工

水路工

切土工・植生工

地山補強土工
(吹付法枠工）

KP.1

NO
.0

+ 4
.0

+ 8
.5

+1
2 .
0

+1
7 .
0

+2
3 .
0

+ 2
9 .
0(
甲
)

+3
6.
0(
甲
)

(乙
)

+39.0

（乙）

水NO.0

+5.5

既水NO.0

+4.8

+10.0

(+17.6)

+2.4

+13.6

KP.2

KP.3

KP.4

既設水路の補修

【施工上の留意事項】
(1)施工時の安全管理体制
①周辺住民への配慮
・騒音・振動・粉塵等に対して特に留意する。
・周辺住民や為久寺の住職とのコミュニケーションをよくとり、トラブルの無い様に

注意すること。

②安全の確保
・参拝者等の第三者に対して、バリケードを設置するなどの安全対策を講じること。
・寺～庫裏背後区間での作業となるため、防護柵を設置すること。
・建物と極端に近接する区間では仮囲いなどの処置を検討すること。

③施工機械の搬入
・施工機械は、北側の為久寺背後斜面からの搬入となり、既設水路保護のため敷鉄板

を設置すること。
・プラント候補地は、為久寺駐車場の一部を考えている。

(2)架空線に注意
・搬入路上には、GL+5.0～6.0mに架空線があることに留意する。

・流末水路起点部付近では、車庫への電線がGL+2.0～3.0m程度の低空をとおるため、
施工時には注意が必要である。

(3)埋設管に注意
・水路の施工、庫裏背後の掘削時には、下水管や宅内配水管が埋設されているため、

掘削時には十分に注意すること。
・特に、大型土嚢の下を通っている可能性があるため、土嚢撤去時、防護柵設置時、

水抜きボーリングの仮設時等には十分に注意する必要がある。
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5枚

プラント候補地

車庫への架空線
GL+2.0m程度

架空線
GL+6.0m程度

架空線
GL+5.0m程度
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場
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L=6.6m

補強土足場② L=27.1m

NO.0+8.5

仮設防護柵 標準断面図
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L=7.2m
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土嚢

NO.0+23.0

ﾁｪｯｸﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ CB.1
L=4.0m(ｵｰﾙｺｱ)
掘進角度40°
適合性試験1回(Fu3層)

傾斜地足場
30°以上45°未満

ﾁｪｯｸﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ CB.2
L=5.0m(ｵｰﾙｺｱ)
掘進角度40°
適合性試験1回(Fu2層)

傾斜地足場
30°以上45°未満

ﾁｪｯｸﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ CB.3
L=4.0m(ｵｰﾙｺｱ)
掘進角度40°
傾斜地足場
30°以上45°未満

仮設防護柵2型

L=38m

1:1.0 3.0m
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補強土足場①
L=8.7m

令和5年度 県単県営緊急地すべり対策事業

平田地区 斜面復旧(その2)工事

DL=15.000

NO.0+29.0（乙）

NO.0+36.0（甲）

大型
土嚢

大型
土嚢

第1号水抜きボーリング工

第1号水抜きボーリング工

第1号水抜きボーリング工

第1号水抜きボーリング工

NO.0+4.0

DL=15.000

NO.0+4.0

NO.0+17.0

DL=15.000

NO.0+36.0（乙）

NO.0+29.0（甲）

積算用参考図
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S58

S57
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S58
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S59

第５号水抜ボーリング

第９号水抜ボーリング

第１１号水抜ボーリング

第１４号水抜ボーリング

第１５号水抜ボーリング

第３号水抜ボーリング

第４号承水路（Ｓ５９）

Ｌ＝７９ｍ

第１号杭工

第４号水抜ボーリング

第８号水抜ボーリング

第６号水抜ボーリング第３-２号承水路（Ｓ５９）

Ｌ＝２１ｍ

第３-１号承水路（Ｓ５９）

Ｌ＝８０ｍ

第２号承水路（Ｓ５７～Ｓ５８）

Ｌ＝１７０ｍ

第２号杭工

擁壁工

第１号水抜ボーリング

第２号水抜ボーリング

第１号承水路（Ｓ５６）

Ｌ＝１２１ｍ

第１３号水抜ボーリング

第７号水抜ボーリング

第１号排水路（Ｓ５６～Ｓ５９）

Ｌ＝４０９ｍ

第４号杭工

第３号杭工

第５号杭工

第３号承水路（Ｓ５８）

Ｌ＝１５４ｍ

第１０号水抜ボーリング

第５号承水路（Ｓ５９）

Ｌ＝５８ｍ

号数

号数

号数

水抜ボーリング工

杭 工

その他工事

測線

測線

測線

施工年度

施工年度

施工年度

コンクリート擁壁 L=18.2m H=1.2～1.8m
擁壁工

φ200m/m
組立鉄筋
L=5.5m D=1.5m B=19.5m
ｎ=14本 ΣL=77.0m
φ200m/m
H鋼 100×100m/m
L=6.0～6.5m D=2.0m B=26.0m
ｎ=14本 ΣL=88.5m
φ200m/m
H鋼 100×100m/m
L=4.0～7.5m D=2.0m B=36.0m
ｎ=19本 ΣL=111.0m
φ200m/m
H鋼 100×100m/m
L=6.0～8.5m D=1.9m B=26.6m
ｎ=15本 ΣL=108.0m
φ300m/m
H鋼 125×125m/m

ｎ=4本 L=4.5～7.0m ΣL=23.5m

（全体：ｎ=19本 L=4.5～10.0m D=1.5m B=27.0m）

ｎ=15本 L=6.5～10.0m ΣL=130.0m

L=18.0m ｎ=4孔 ΣL=72.0m θ=＋3゜
L=42.0m ｎ=4孔 ΣL=168.0m θ=＋3゜
L=44.0m ｎ=4孔 ΣL=176.0m θ=＋3゜
L=15.0m ｎ=4孔 ΣL=60.0m θ=＋10゜

L=16.0m ｎ=3孔 ΣL=48.0m θ=＋6゜
L=20.0～22.0m ｎ=4孔 ΣL=82.0m θ=＋4゜

L=20.0～21.0m ｎ=4孔 ΣL=82.0m θ=＋3゜

L=16.0～20.0m ｎ=5孔 ΣL=96.0m θ=＋6゜

L=34.0～37.0m ｎ=4孔 ΣL=141.0m θ=＋3゜

L=19.0～33.0m ｎ=4孔 ΣL=113.0m θ=＋3゜

L=15.0～24.0m ｎ=4孔 ΣL=85.0m θ=＋3゜

L=20.0m ｎ=4孔 ΣL=80.0m θ=＋6゜

L=27.0～32.0m ｎ=4孔 ΣL=117.0m θ=＋3゜

L=15.0～16.0m ｎ=4孔 ΣL=61.0m θ=＋6゜

納木谷第一期地区
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県

緊
急

単

災

害

3

擁壁工 県単緊急

法止工 災害（10災109/26）

号数

号数

その他工事

その他工事

測線

工事番号

施工年度

施工年度
法止工

練積ブロック L=14.0m H=1.8m A=26.３㎡
10災109/26

掘削 V=66m 植生マット（肥料袋付）A=112㎡

コンクリート擁壁 L=16.0m H=1.0～2.0m

擁壁工

排土工

（県単緊急）

（県単緊急）

県単県営緊急地すべり対策事業

災害復旧事業

排土工 県単緊急

Ｎｏ．３＋２３．５

ＢＰＮＯ１４
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ＳＰ７

1号
観測線

５８-Ａ測線

７測線

ＢＰＮＯ１３

１測線
６測線９測線

２測線

３測線
８測線

ＢＰＮＯ１５

Ｎｏ．３＋６．３
Ｎｏ．４＋４５．８

Ｎｏ．６＋４４．６
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４測線
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５８-Ｄ-１

５８-Ｄ-２

ＢＰＮＯ１７
ＢＰＮＯ１８

標柱８号

標柱７号

標柱６号

標柱５号
標柱４号

標柱３号

標柱２号

標柱１号

標柱９号

標柱１１号

標柱１０号
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納木谷地区地すべり対策事業計画一般平面図
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納木谷地区地すべり対策事業
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当 初
令和5年度 県単県営緊急地すべり対策事業

平田地区 斜面復旧(その2)工事



令和5年度 県単県営緊急地すべり対策事業

平田地区 斜面復旧(その2)工事

H=18.827m
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既設第8号水抜きボーリング(S57)
L=20.0～21.0m×4孔=82.0m

既設第3号杭打工(S57)
φ200m/m H鋼
L=4.0～7.5m×19本=111.0m
D=2.0m、B=36m
※詳細位置19箇所全て確認
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30

35

40

50

45

NO.0

+5.0

+12.0

+16.5

+22.0

+8.5

+25.0(甲
)

(乙
)

+32
.0

水NO.0

+3.30

+1.00

+8.00

+13.60

※長さ確認後、設計値よりも3～4m長かった。

汚

令和５年度 県単県営緊急地すべり対策事業 平田地区 斜面復旧(その2)工事

対策工事平面図 納木谷地区 R3-1測線

図面の名称

測 量
令和

設 計

製

図

原図

複写

図面番号

月 日終了年

納木谷地区 R3-1ブロック

1

凡 例

滑動ブロック

踏査結果

地すべり方向

滑落段差，崩壊

湧 水

沈下･亀裂･小段差

亀 裂

解析測線

調査ボーリング
(パイプ歪計･地下水検層)

調査事項

写真撮影位置図

押し出し・隆起(＋)

簡易貫入試験

縮 尺： 1/300(A1)，1/600(A3)

S=1:300(A1)
S=1:600(A3)

対策工事平面図

世界測地系

対 策 工 凡 例

水抜きボーリング工

水路工

孔口保護工
(フトンカゴ）

切土工・植生工

地山補強土工
(吹付法枠工）

第1号水抜きボーリング工
L=20.0m×4本=80.0m
θ=+3°
孔口標高 H=25.7m
孔口保護板 8箇所

ネジ節鋼棒D19
L=4

.5m
×34本

2段

表面材
吹付法枠工

□300
-15

00
A=1

62.
8m

2

掘削
V=1

34.
4m

3

階段工
W=0

.6m
第1号

地山補強土工

第2号水抜きボーリング工

KP.3

KP.1

KP.2

1NO.0
L=20.0m

1NO.2
L=20.0m

1N
O
.
3

L
=
2
0
.
0
m

1
NO.

4
L=

20.
0m

2NO.1
L=16.0m

2
NO.2

L=16
.0m

2
N
O
.3

L
=
2
0
.
0
m

2NO.4
L=22.0m

L=16.0～22.0m×4本=74.0m
θ=+3°
孔口標高 H=19.90m
孔口保護板 4箇所

第1号流末水路工
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ角型U字溝240 L=12.3m
波型ポリエチレン管φ300 (半土中) L=7.7m
UF200 L=1.2m
集水桝
W5×5-D5型 2基

第2号流末水路工
UF200 L=33.9m
波型ポリエチレン管φ300（土中) L=1.5m
波型ポリエチレン管φ300 L=1.2m
集水桝
W5×5-D5型 1基

二次製品溜桝 350相当 3基
固定コンクリート
水路屈曲部 2箇所

1
2

3

5

4

6
7

8 9
10

11

12
13

14
15

16
17

18
19

市道納木谷線

21.14

ボーリング番号 掘進長 勾 配 孔口標高孔口間隔掘進方位

2.00m
NO.1

+3° 25.70m

第1号水抜きボーリング工

NO.2

NO.3

NO.4

20.00m

20.00m

20.00m

20.00m

2.00m

2.00m

ΣL= 80.00m（※孔口から2m間はストレーナ加工を設けない）

S 60.0°E

S 36.5°E

S 13.5°E

S 11.0°W

ボーリング番号 掘進長 勾 配 孔口標高孔口間隔掘進方位

1.00m
NO.1

+3° 19.90m

第2号水抜きボーリング工

NO.2

NO.3

NO.4

16.00m

16.00m

20.00m

22.00m

2.50m

5.00m

ΣL= 74.00m（※孔口から2m間はストレーナ加工を設けない）

S 44.5°E

S 11.5°E

S 15.5°W

S 39.5°W

2
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当 初



当 初

令和５年度 県単県営緊急地すべり対策事業 平田地区 斜面復旧(その2)工事

納木谷地区 R3-1測線地質断面図

図 面 番 号

縮 尺 ：

測 量

令和 年 月 日終了

設 計

製

図

原 図

複 写

図 面 の 名 称

製

1/100(A1)，1/200(A3)

納木谷地区 R3-1測線

地質断面図

R-
4

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

(m)

滑落段差
(Ph-18)

滑落段差
(Ph-20)

R-
3

R-
2

獣害防止柵

押し出し・崩壊
(Ph-2,5)

既設第8号水抜きボーリング(S57)
L=20.0～21.0m×4本=82.0m

既設第3号杭打工(S57)
φ200m/m H鋼
L=4.0～7.0m×19本=111.0m
D=2.0m、B=36m
※詳細位置確認済み

滑落崩壊
(Ph-3,4,8)

①②③④

R-
1

滑落段差
(Ph-10～12) BP.R3-1-1

T.P.+31.52m
Dep.=6.00m

地質時代

第
四
紀

完
新
世

地質名 土質・岩級 記号 地質状況

風化泥岩 Fu2

強風化泥岩 Fu3

固結粘土

dt礫混じり粘土表土及び崖錐堆積物

脆質な泥岩礫を風化核状に含む礫混じり粘土状を呈する。
酸化に伴う褐色化が著しい。

全体に非常に硬い～固結した粘土状を呈し、亀裂に沿って
粘土を挟在し、褐色を帯びる。

泥岩起源の礫を混入する礫混じり粘土状を呈する。
斜面上方には牛切層起源の砂岩、安山岩などの転石が分布
する。部分的に含水比の高い区間がある。

Ｎ値

3～6

7～17

28～
30以上

泥 岩 軟 岩
棒状～柱状を呈する比較的新鮮な泥岩。
亀裂部周辺の粘土の挟在は認められない。

Fu1 50以上

中
新
世

新
第
三
紀

古
江
層

納木谷地区の地質構成（R3-1ブロック）

礫混じり粘土

Fu3

0 10 20 30 40 50
N値

8

13

7

28

50以上

50以上

50以上

1.00

4.70

5.50

8.00

Fu2

0 10 20 30 40 50
N値

6

9

9

50以上

50以上

50以上

2.00

3.80

6.00 LWL

HWL

LWL

HWL

第2号水抜きボーリング工
L=16.0～22.0m×4本=74.0m
θ=+3°
孔口標高 H=19.90m
孔口保護板 4箇所

Fu1

第1号水抜きボーリング工
L=20.0m×4本=80.0m
θ=+3°
孔口標高 H=25.7m
孔口保護板 8箇所

第1号地山補強土工
ネジ節鋼棒(SD345) D19

L=4.5m×34本 2段
表面材 吹付法枠工

□300-1500 A=162.8m
2

掘削 V=134.4m
3

BP.R3-1-2
T.P.+24.71m
Dep.=8.00m

※( )内の安全率は、計画地形における値である。

VUφ50

R3-1測線 孔内水位一覧表

BP.R3-1-1
孔
内
水
位

総降水量降
水
条
件

令和４年度 調査時水位

R4.6.21～R4.10.4(106日間)

5.13 1.83 3.30

510mm

最大降水量
連続降水量

最大日降水量 91mm（R4.9.3）
連続降水量 122㎜（R4.7.14～19）

113㎜（R4.8.31～9.3）

低水位
LWL(GL-m)

変動量
(m)

高水位
HWL(GL-m)

※降水量：「土砂災害警戒リアルタイム雨量 万田観測所」のデータによる

5.04 1.21 3.83BP.R3-1-2

PHWL2

PHWL1

低水位

LWL Fs

BP.R3-1-1
GL-5.13m

円弧No.

納木谷地区R3-1測線 安全率一覧表

高水位

HWL Fs

GL-1.83m

PHWL1 Fs第1号水抜きﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ工 第1号地山補強土工
目標安全率 土質定数

1.20

γt=γsat=17.80 kN/m
3

1.53

C= 5.00 kN/m
2

φ= 20.85°

L=20.0m×4本=80.0m
θ=+3°
孔口標高 H=25.70m
孔口保護板 8箇所

GL-1.21m

Fs

対策工事

1.36R-3

R-1 1.44 1.07

R-2

BP.R3-1-2
GL-5.04m GL-1.21m

1.00

1.00

1.00

GL-2.70m
1.02

1.00

PHWL2

－

－

－

ネジ節鋼棒(SD345) D19
L=4.5m×34本 2段

表面材 吹付法枠工
□300-1500 A=162.8m

2

掘削 V=134.4m
3

γt=γsat=17.80 kN/m
3

C= 5.00 kN/m
2

φ= 24.09°

γt=γsat=17.80 kN/m
3

C= 5.00 kN/m
2

φ= 24.03°

PHWL2 Fs

GL-4.21m

1.23

GL-2.70m
1.34

1.25

R-4 1.001.28 1.00 1.13 1.23
γt=γsat=17.80 kN/m

3

C= 6.08 kN/m
2

φ= 25.00°

GL-4.21m

GL-2.70m

第2号水抜きﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ工

L=16.0～22.0m×4本
=74.0m

θ=+3°
孔口標高 H=19.90m
孔口保護板 4箇所

(1.20)

(1.26)

(1.22)

(1.08)

11

1:0.8 (1 :0 .8 5)

④’

35
°

KP2、KP.3よりdt下面を推定

※Ｎ値は、簡易貫入試験結果の換算Ｎ値も含めた値である。

3
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令和5年度 県単県営緊急地すべり対策事業

平田地区 斜面復旧(その2)工事



1:0.8

1:0.8

1:0.8

35
°

▽ 21.58

▽ 20.41

1:0.8

35
°

▽ 21.58

▽ 20.41

▽ 21.58

▽ 20.41

▽ 18.87

▽ 18.83
▽ 18.89

(吐口･?口)

KP.1
GH=25.69m
L=1.90 m

KP.2
GH=21.10m
L=1.50 m

0 10 20 30 40 50
Nd値

1.50

0 10 20 30 40 50
Nd値

1.90

1.30

1.10
dt

Fu3

Fu2

▽ 24.47

1:
0 .3

▽ 17.58

▽ 18.63

▽ 17.58

(吐口)

▽ 17.53

第2号水抜きボーリング工

吹
付
法
枠
工

SL=5.2m

吹
付
法
枠
工

SL=5.2m

吹
付
法
枠
工

SL=7.2m

地山補強土工横断面図(1)

▽ 19.06

▽ 19.15

▽ 24.77

▽ 23.82

▽ 23.08

▽ 23.12

▽ 19.07

▽ 19.03

【補強土工】

掘削 = 1.4

盛土 = -

【補強土工】

掘削 = 6.2

盛土 = -

【補強土工】

掘削 = 3.5

盛土 = -

【補強土工】

掘削 = 10.3

ｿｲﾙｾﾒﾝﾄ = 1.0

▽ 21.58

▽ 20.41

4

12

第2号水抜きボーリング工

吹
付
法
枠
工

SL=6.1m

35
°

ソイルセメント充填

当 初

図面の名称

測 量
令和

設 計

製

図

原図

複写

図面番号

月 日終了年

納木谷地区 R3-1ブロック

縮 尺： 1/100(A1)，1/200(A3)

令和5年度 県単県営緊急地すべり対策事業

平田地区 斜面復旧(その2)工事

DL=15.000

D=0.000

FH=
GH=17.77
PH=17.771

NNO.0

カーポート

DL=15.000

D=5.000

FH=
GH=19.51
PH=19.649

NNO.0+5.0

DL=15.000

D=3.500

FH=
GH=18.92
PH=18.925

NNO.0+8.5

DL=15.000

D=3.500

FH=
GH=19.65
PH=19.736

NNO.0+12.0



1:0.8

1:0.8

1:0.8

35
°

▽ 21.58

▽ 20.41

35
°

▽ 21.58

▽ 20.41

35
°

▽ 21.58

▽ 20.41

1:0.8

35
°

▽ 21.58

▽ 20.41

▽ 18.94

▽ 19.00

KP.3
GH=19.54m
L=2.10 m

2.10

0 10 20 30 40 50
Nd値

0.65

dt

Fu3

Fu2

▽ 25.06 吹
付
法
枠
工

SL=6.1m

吹
付
法
枠
工

SL=4.6m

吹
付
法
枠
工

SL=4.0m

吹
付
法
枠
工

SL=3.5m

▽ 25.70

既設水抜きNo.2

既設水抜きNo.1

▽ 25.70

▽ 25.10既設水抜きNo.2

既設水抜きNo.3

既設水抜きNo.4

▽ 25.70

▽ 25.32

孔口保護板

孔口保護板

孔口保護板

地山補強土工横断面図(2)

▽ 19.14

▽ 23.91

▽ 19.20

▽ 22.79

▽ 22.35

▽ 19.23

▽ 21.96

▽ 19.23

【補強土工】

掘削 = 2.9

盛土 = -

【孔口保護工】

掘削 = 0.3

【補強土工】

掘削 = 6.9

盛土 = -

【孔口保護工】

掘削 = 0.5

【補強土工】

掘削 = 0.8

盛土 = -

【孔口保護工】

掘削 = -

【補強土工】

掘削 = 2.3

盛土 = -

【孔口保護工】

掘削 = 0.1

5
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当 初

図面の名称

測 量
令和

設 計

製

図

原図

複写

図面番号

月 日終了年

令和5年度 県単県営緊急地すべり対策事業

平田地区 斜面復旧(その2)工事

納木谷地区 R3-1ブロック

縮 尺： 1/100(A1)，1/200(A3)

第1号水抜きボーリング工

第1号水抜きボーリング工

第1号水抜きボーリング工

第2号水抜きボーリング工

DL=15.000

D=4.500

FH=
GH=18.76
PH=18.760

NNO.0+16.5

DL=15.000

D=5.500

FH=
GH=21.24
PH=21.457

NNO.0+22.0

DL=15.000

D=3.000

FH=
GH=19.16
PH=19.337

NNO.0+25.0(甲)

DL=15.000

D=0.000

FH=
GH=19.16
PH=19.337

NNO.0+25.0(乙)

DL=15.000

D=7.000

FH=
GH=18.71
PH=18.939

NNO.0+32.0

瓦



図 面 番 号

縮 尺 ：

測 量

令和 年 月 日終了

設 計

製

図

原 図

複 写

図 面 の 名 称

製

納木谷地区 R3-1ブロック

図 示

現場吹付法枠工構造図(1)

法枠工求積図
S=1:100(A1)

S=1:200(A3)

法枠工展開図
S=1:100(A1)

S=1:200(A3)

現場吹付法枠工構造図(1)
(□300-1500)

は補強土工（鉄筋挿入工）施工位置

補強土工は、1.5m×1.5m間隔で配置すること。

横 枠 縦 枠

6

12

N
O
.0

+
5
.0

+
8
.5

+
1
2.

0

+
1
6.

5

+
2
2.

0

+
2
5.

0
(甲

)

+
2
5.

0
(乙

)

N
O
.0

+
5
.0

+
8
.5

+
1
2.

0

+
1
6.

5

+
2
2.

0

+
2
5.

0
(
甲

)

+
2
5.

0
(
乙

)

▽ 21.58

▽ 20.41

天端モルタル L=14.7m 天端モルタル L=22.2m

間詰モルタル L=18.9m間詰モルタル L=12.1m

水切モルタル L=9.0m 水切モルタル L=13.9m

目地材

ΣA=0.36m
2

目地材

ΣA=0.45m
2

4
.
1

1.21.20.4 1.2 0.3

1
.
8

3
.
0

5
.
7

5
.
2

4.8

4.5

5
.
1

0.2 1.2 1.2 0.4

1.20.7 1.1

3.
3

2.5

3.6

5.
6 6.

9

4
.
7

3.0

1.9

3
.
0

5.9

2
.
8

1
.
1

0.0

1.2 0.90.8 1.3

1.2 1.20.1 0.1

1.10.4

0.81.1 1.21.21.0

3.9

3.6

1.20.5 1.2

0.2 1.2

4
.
5

0.7

1.20.6 0.61.2

5.0

4
.
6

5.0

3
.
9

3
.
6

1.2

3.1

0.7 0.5

5.6

4.0

1.2

4.80.6

0.5

2.1

5
.
2

0.1 1.2 1.23
.
1

0.80.1

0.5 1.0

4
.
9

1.20.3 1.21.2 0.5

5
.
4

4
.
6

0.6

0
.
8

1.2

4
.
6 5
.
3

4
.
6

5
.
5

3
.
3

0
.
2

1.21.2 0.21.2 1.2 0.21.2

0.21.2 1.2 1.2

1.2

1.2

1.2 0.21.2

1.2

1.2

1.0

6
.
7

0.1 4 0.4

0.2 6 1.2

0.3 2 0.6

0.4 3 1.2

0.5 5 2.5

0.6 4 2.4

0.7 3 2.1

0.8 3 2.4

0.9 1 0.9

1.0 3 3.0

1.1 3 3.3

1.2 38 45.6

1.3 1 1.3

1.9 1 1.9

2.1 1 2.1

2.5 1 2.5

3.0 1 3.0

3.1 1 3.1

3.3 1 3.3

3.6 2 7.2

3.9 1 3.9

4.5 1 4.5

4.8 2 9.6

5.0 2 10.0

5.6 1 5.6

5.9 1 5.9

計 92 129.5

枠長 本数 長さ

0.2 1 0.2

0.8 1 0.8

1.1 1 1.1

1.8 1 1.8

2.8 1 2.8

3.0 2 6.0

3.1 1 3.1

3.3 1 3.3

3.6 1 3.6

3.9 1 3.9

4.0 1 4.0

4.1 1 4.1

4.5 1 4.5

4.6 4 18.4

4.7 1 4.7

4.9 1 4.9

5.1 1 5.1

5.2 2 10.4

5.3 1 5.3

5.4 1 5.4

5.5 1 5.5

5.6 1 5.6

5.7 1 5.7

6.7 1 6.7

6.9 1 6.9

計 30 123.8

枠長 本数 長さ

1
2

3

4

5

6

7

5.00

5.
20

3 . 62

5.
197 .
1 8

5.00

3 . 6 1

5.
19

3. 59

3 . 1
5

3.90

5 .8 5

6.
20

3.57

6.
2 0

3 . 53

3.32

3 . 1
8

6.01

2.55

2.59

7.
34

7 .
5 4

2 . 5 1

記号 底辺 高さ 倍面積 ㎡

1 7.18 3.62 25.992

2 7.18 3.61 25.920

3 5.85 3.15 18.428

4 6.20 3.57 22.134

5 6.20 3.32 20.584

6 7.34 2.55 18.717

7 7.54 2.51 18.925

倍面積 ㎡ 150.700

面積 ㎡ 75.350
8

9 10

11

12

13 14

15

16

17

7.41

4 . 4 2

3.77

6.1 16 .
3 5

4 .81

4 . 3 5

6. 11

5.89

4 . 9 0

4. 606 .
9 1

5.56

3 . 6 9

4.
60

3. 05

2 . 6
8

3.04

5 . 19

3 .
9 9

2 . 3
3

2.21

4.09

2.01

3
.6

2

3.
75

0 .54

0 . 5 1

1.75

3.5 6

1 . 5 7

4 . 8 53 .
96

4 .90

3.
60

記号 底辺 高さ 倍面積 ㎡

8 7.41 3.77 27.936

9 6.35 4.35 27.623

10 6.91 4.90 33.859

11 6.91 3.69 25.498

12 5.19 2.68 13.909

13 5.19 2.33 12.093

14 4.09 2.01 8.221

15 3.75 0.51 1.913

16 3.96 1.57 6.217

17 4.90 3.60 17.640

倍面積 ㎡ 174.909

面積 ㎡ 87.455

面積 ㎡ 75.350

面積 ㎡ 87.455

1～7

8～17

合計面積 ㎡ 162.8051～17

当 初
令和5年度 県単県営緊急地すべり対策事業

平田地区 斜面復旧(その2)工事



図 面 番 号

縮 尺 ：

測 量

令和 年 月 日終了

設 計

製

図

原 図

複 写

図 面 の 名 称

製

納木谷地区 R3-1ブロック

現場吹付法枠工構造図(2)
(□300-1500)

展 開 図
S=1: 50(A1)

S=1:100(A3)

標準断面図
S=1: 50(A1)

S=1:100(A3)

断 面 図
S=1: 50(A1)

S=1:100(A3)

２－２１－１

枠断面図
S=1: 5(A1)

S=1:10(A3)

法枠端部詳細図
S=1:30(A1)

S=1:60(A3)

吹付金網組立図
S=1: 5(A1)

S=1:10(A3)

現場吹付法枠工構造図(2)

図 示

7

12

当 初

D13

吹付金網

2

σ c k = 1 8 N / m m 2

S D 3 4 5

2

1

使 用 部 材 の 強 度 及 び 材 質

吹 付 モ ル タ ル の 設 計 基 準 強 度

鉄 筋 の 材 質

1

水抜きパイプ

VUφ50

主アンカー D19 L=0.80m

補助アンカー D13 L=0.50m

植生基材吹付 t=3cm

中抜管

ボイドφ100

地山補強土工

D19

0.
30

0.
30

0.
30

0.
30

1.
50

1.
50

1.
50

0.30

主アンカー D19 L=0.80m

地山補強土工 D19 L=4.50m

主アンカー D19 L=0.80m

補助アンカー D13 L=0.50m

0
.
30

0
.
30

0.30 1.20 0.30 1.20 0.30 1.20 0.30

鉄筋挿入工 D19 L=4.50m

1:
0.
8

1.50 1.50 1.50

1.
5
0

1
.
50

0.30 1.20 0.30 1.20 0.30 1.20 0.30

0
.
30

1.
2
0

0
.3

0
1
.
20

0
.
3
0

300

3
0
0

23
5

有
効

高
さ

鉄筋 D13

かぶり厚さ

36mm以上

※F300-1500はD13の鉄筋を使用。

※鉄筋の重ね継手長
F300-1500 ld=500mm
(計算の詳細については巻末資料の
法枠工計算書参照）

150

300

75

1
5
7

3
0
5

7
3

75

7
5

クリンプ金網

（亜鉛めっき鉄線）

間詰モルタル
A=0.036m

2

σck=18N/mm
2

水切モルタル
A=0.036m

2

σck=18N/mm
2

天端モルタル
A=0.036m

2

σck=18N/mm
2

植生基材吹付

t=3cm

1:
0.
8

令和5年度 県単県営緊急地すべり対策事業

平田地区 斜面復旧(その2)工事



鉄筋挿入工 ネジ筋棒鋼 SD345 D19部品

１．ナット（Ｄ19用） ２．スペーサーＤ19-65（電気メッキ） ３．メッキ付角座金

４．ワッシャ－

4052

32

3
7

5
4

Ａ
Ｓ

Ｄ
１

９
Ｎ

φ
4
5

9

15
0

150

φ
1
00

※ベルコート(防錆剤)360ｇ入り

150

Oﾘﾝｸﾞ

φ100

SUS M8

Oﾘﾝｸﾞ

φ
65

127

D19

φ
74

.5

φ
45

25
φ45

φ74.5

５．頭部キャップ

S=1:2(A1)

S=1:4(A3)

図 面 番 号

縮 尺 ：

測 量

令和 年 月 日終了

設 計

製

図

原 図

複 写

図 面 の 名 称

製

納木谷地区 R3-1ブロック

図 示

地山補強土工構造図

S=1:2(A1)

S=1:4(A3)

S=1:2(A1)

S=1:4(A3)

S=1:2(A1)

S=1:4(A3)

S=1:2(A1)

S=1:4(A3)

鉄筋挿入工 ネジ筋棒鋼 SD345 D19 標準施工図

地山補強土工構造図
S=1:4(A1)
S=1:8(A3)

注入材の配合例

(重量比)

セ メ ン ト ミ ル ク

モ ル タ ル

セ メ ン ト 水 砂

１ : 0 . 4 0 ～ 0 . 5 0

１ : 0 . 4 2 ～ 0 . 4 5 : １

σ28≧24N/mm
2
(仮設σ28≧18N/mm

2
)

流下時間22秒以下 (Pロート:JHS A313-1992準用)
(1N/mm

2
＝10.2kgf/cm

2
)

参考文献 切土補強土工法設計・施工要領
NEXCO東日本,NEXCO中日本,NEXCO西日本 H.19.1 P.54

削孔長 L=4.1m

削孔区間

削
孔

径
φ

6
5

□300-1500
現場吹付法枠工

余長 0.1m

補強材長 L=4.5m

3.ﾒｯｷ付角座金

4.ワッシャー

1.ナット

5.頭部ｷｬｯﾌﾟ

防錆材

2.ちょうちん型スぺーサー

設置間隔2.5m以下
グラウト

設計基準強度 24N/mm2

ネジ節棒鋼

SD345 D19 亜鉛メッキ

補強材を継ぐ場合はカップラーを使用すること。

補強材は亜鉛メッキ処理とし、JIS H 8641 2種 HDZ55とする。

JIS H 8641 2種 HDZ35 JIS H 8641 2種 HDZ55

8

12

当 初
令和5年度 県単県営緊急地すべり対策事業

平田地区 斜面復旧(その2)工事



計 画

測
点

単
距

離

追
加

距
離

地
盤

高

水
路

底
高

水
路

底
高

切
土

盛
土

勾
配

N流NO.0

N流+1.00

N流+3.30

N流+8.00

N流+13.6

0.000

1.000

2.300

4.700

5.600

0.000

1.000

3.300

8.000

13.600

16.33

17.28

17.43

17.57

17.62

16.93

17.05

17.33

17.57

17.62

1
：

1
0
0
(
A1

)
1
：

2
0
0
(
A3

)

1：100(A1)
1：200(A3)D

L
=5

.
00

0

1
0
.
00

0

1
5
.
00

0

2
0
.
00

0

2
5
.
00

0

16.86
17.01

17.46

17.58

16.33

16.86
17.01

17.46

17.58

16.33

17.13

17.53

18.0954.495

9

1
2

第
1
号

,
第

2
号

流
末

水
路

縦
断

面
図

25.06

25.10

25.32

24.42

i
=
0.
7
%

L
=
5
.5
m

i=
6
.
9
%

L
=
3.
2
m

i=
1
6
.
3
%

L
=3
.
6
m

24.47

25.06

25.10

25.32

24.47
24.42

18.93
18.95

18.89

i
=
1
0
5%

L
=5
.
2
m

i
=
3.
3
%

L
=
1
.
2m

1:0.3

19.00

18.94

i
=
1.
1
%

L
=
5
.6
m

18.81

18.83

18.87

18.89

18.81

18.89

i
=1
.
2
%

L
=
4
.1
m

第
2
号

流
末

水
路

縦
断

勾
配

第
2
号

流
末

水
路

縦
断

勾
配

第
1
号

流
末

水
路

縦
断

勾
配

当
初

図
面

の
名

称

測
量

令
和

設
計

製図

原
図

複
写

図
面

番
号

月
日

終
了

年

納
木

谷
地

区
R
3-

1
ブ

ロ
ッ

ク

縮
尺

：
1
/
1
0
0
(
A
1
)
，

1
/
2
0
0
(
A
3
)

令
和

5年
度

県
単

県
営

緊
急

地
す

べ
り

対
策

事
業

平
田

地
区

斜
面

復
旧

(
そ

の
2
)
工

事

H=
1
8
.
8
27

N
K
B
M
.
1

VU
1 50

i
=
6
.
8%

L=
6
.
6
m

i
=
1
.
2%

L
=1
0
.
1
m

i
=
4
4
.2
%

L=
1
.
2
m

二
次
製
品
溜
桝

350相
当

二
次
製
品
溜
桝

350相
当

UF
2
00

L
=1

6
.7

m

ﾎ
ﾟﾘ

ｴ
ﾁﾚ

ﾝ
角

型
U
字

溝
24

0
L
=
1
2.

3
m

第
1号

流
末

水
路

工

第
2
号

流
末

水
路

工

波
型

ﾎ
ﾟ
ﾘｴ

ﾁ
ﾚﾝ

管
φ

3
00

L=
7
.7

m
（

半
土

中
）

U
F
20

0
L
=
1
.2

m

二
次
製
品
溜
桝

350相
当

水
路
屈
曲
部

水
路
屈
曲
部

波
型

ﾎ
ﾟ
ﾘｴ

ﾁ
ﾚﾝ

管
φ

30
0

L=
1
.5

m
（

土
中

）
U
F2

0
0

L
=7

.
5m

i
=
1
.
1%

L
=7
.
5
m

UF
2
00

L
=9

.
7m

波
型

ﾎﾟ
ﾘ
ｴ
ﾁﾚ

ﾝ
管

φ
3
0
0

L
=1

.
2m

初点
水路E,CONS

+5.0

+8.5

+12.0

+16.5

+22.0

+25.0(甲)

0.000

2.245

3.630

3.520

12.030

5.480

3.200

18.095

20.340

23.970

27.490

39.520

45.000

48.200

17.580
17.720

20.310

20.500

21.000

25.600

25.700

25.760

集
水
桝

W5×
5-D5型

集
水
桝

W5×
5-D5型

集
水
桝

W5×
5-D5型



図面の名称

測 量
令和

設 計

製

図

原図

複写

図面番号

月 日終了年

納木谷地区 R3-1ブロック

縮 尺： 1/100(A1)，1/200(A3)

第2号流末水路横断面図

▽ 17.53

▽ 17.46

▽ 17.13

▽ 17.01

▽ 16.33

▽ 16.86

10

12

当 初

DL=15.000

D=1.000

FH=
GH=16.33
PH=16.390

N流NO.0

鉄板

VU100
水道管Φ80

VU150

DL=15.000

D=2.300

FH=
GH=17.28
PH=17.287

N流+1.00

VU150

DL=15.000

D=4.700

FH=
GH=17.43
PH=17.437

N流+3.30

カーポート

VU150

DL=15.000

D=5.600

FH=
GH=17.57
PH=17.729

N流+8.00

DL=15.000

D=0.000

FH=
GH=17.62
PH=17.781

N流+13.6

カーポート

令和5年度 県単県営緊急地すべり対策事業

平田地区 斜面復旧(その2)工事



図 面 番 号

縮 尺 ：

測 量

令和 年 月 日終了

設 計

製

図

原 図

複 写

図 面 の 名 称

製

図 示

納木谷地区 R3-1ブロック

水路工･孔口保護工･階段工構造図

波型ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管φ300
S=1:20(A1)

S=1:40(A3)
(半土中)

波型ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管φ300
S=1:20(A1)

S=1:40(A3)
(土中)

水路工・孔口保護工・階段工構造図

200

UF200
S=1:20(A1)
S=1:40(A3)

1
00

1
00

20
0

張りコンクリート
S=1:20(A1)

S=1:40(A3)

平面図

側面図

480

30 350 30

410

65

4
80

6565 350

480

6
5

3
50

65 65350

二次製品溜桝
350相当

6
00

300 300

75
0

610

UF200

U
F2

0
0

210

2
1
0

2
1
0

210

100540

640

10
0

54
0

6
4
0

420

4
2
0

U
F2
00

210

210

21
0

21
0

32
0

32
0

38
3

10
048

3

3
83

10
0

4
83

15
0

15
0

30
0

255

1
7
0

17
0

255

1:1.5

階 段 工
S=1:20(A1)
S=1:40(A3)

コンクリート

σck=18N/mm
2

法枠(縦枠)

300

(W)

600 200

コンクリート

σck=18N/mm
2

※小構造物標準設計図集より

1
7
8 3
5
7

張りコンクリート

t=10cm

10m当たり

数 量単 位規 格

m 1 0 . 0

名 称

数 量 表

埋 戻 1 . 5m
3

床 掘 2 . 0m
3

土 砂

U字フリューム

300 3002821028

2
00

28

(鋼板蓋) S=1:20(A1)
S=1:40(A3)

500150

800

150

50
0

15
0

1
50

6
5
0

400

100 800

1000

100

400

150 500 150

800

15
0

50
0

15
0

80
0

σ c k = 1 8 N / m m
2

m
2

m
2

１基当たり

数 量単 位規 格

枚

m
3

型 枠

コ ン ク リ ー ト

基 礎 砕 石

鋼 板 蓋

名 称

数 量 表

埋 戻 m
3

500×500用

床 掘 m
3

土 砂

R C - 4 0 , t = 1 5 0

1

2 . 6

2 . 0

3 . 3 8

1 . 0 0

0 . 2 9 1

W5×5-D5型

縞 鋼 板
t=3.2mm

把手 RBφ13
すべり止め
L50×50×4

55 490 55

600

5
5

4
90

5
5

6
00

150300150

22
5

1
50

2
25

S=1:20(A1)
S=1:40(A3)

500×500

鋼 板 蓋

26.79kg/m
2

SS400

数量表

名 称 寸 法 規格 単位質量

すべり止め

縞 鋼 板

補 強 板

600×3.2×600

把 手

〃

〃

〃

L50×50×4×40

RBφ13×450

φ80×4.5

3.06kg/m

1.04kg/m

35.33kg/m
2

数量

1

4

2

4

質量(kg)

9.6

0.5

0.9

0.7

合 計 11.7

ch PL

PL

鋼板蓋

鋼板蓋

基礎砕石

RC-40

張コンクリート

σck=18N/mm
2

砕石

RC-40

本 体 蓋

側面図

平面図

410

4
1
0

5
0

410

１基当たり

数 量単 位規 格

基二 次 製 品 溜 桝

名 称

数 量 表

埋 戻 m
3

床 掘 m
3

土 砂 0 . 9

0 . 7

13 5 0 型 相 当

1
5
0

基 礎 砕 石

R C - 4 0

5
0

100100

コンクリート

σ c k = 1 8 N / m m
2 m

3
コ ン ク リ ー ト 0 . 0 0 6

m
2

基 礎 砕 石 R C - 4 0 , t = 1 5 0 0 . 3 7

S=1:20(A1)
S=1:40(A3)

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ角型
U字溝240

S=1:20(A1)
S=1:40(A3)

2 4 0

3
0
0

3 0 0

2
5

650

3
4
0

125

3 0 0 3 0 0
渡しアングル

底部アングル
（浮上抑止）

2 4 0

10m当たり

数 量単 位規 格

m 1 0 . 0

名 称

数 量 表

埋 戻 1 . 9m
3

床 掘 3 . 1m
3

土 砂

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ角型
U字溝

125

固定コンクリート標準図

平 面 図 断 面 図

水路屈曲部 S=1:20(A1)
S=1:40(A3)

120 210 120

450

1
2
0

2
0
0

3
2
0

数 量単 位規 格名 称

数 量 表

1：2

m
2
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当 初
令和5年度 県単県営緊急地すべり対策事業

平田地区 斜面復旧(その2)工事
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既設第8号水抜きボーリング(S57)
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既設第3号杭打工(S57)
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※長さ確認後、設計値よりも3～4m長かった。
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令和５年度 県単県営緊急地すべり対策事業 平田地区 斜面復旧(その2)工事

施工計画平面図（案） 納木谷地区 R3-1測線

図面の名称

測 量
令和

設 計

製

図

原図

複写

図面番号

月 日終了年

納木谷地区 R3-1ブロック

1

凡 例

滑動ブロック

踏査結果

地すべり方向

滑落段差，崩壊

湧 水

沈下･亀裂･小段差

亀 裂

解析測線

調査ボーリング
(パイプ歪計･地下水検層)

調査事項

写真撮影位置図

押し出し・隆起(＋)

簡易貫入試験

縮 尺： 1/300(A1)，1/600(A3)

S=1:300(A1)
S=1:600(A3)

施工計画平面図（案）

世界測地系

対 策 工 凡 例

水抜きボーリング工

水路工

切土工・植生工

地山補強土工
(吹付法枠工）

第1号水抜きボーリング工

第2号水抜きボーリング工

第2号流末水路工

KP.3

KP.1

KP.2

Ａ

第1号流末水路工

敷き鉄板
3.0×1.5m
54枚

モ
ノ
レ
ー
ル
運
搬

L=
60
m

※【計画一般平面図】を添付

Ａ

プラント候補地

【施工上の留意事項】
(1)施工時の安全管理体制
①人家への配慮
・騒音・振動・粉塵等に対して特に留意する。
・住民とのコミュニケーションをよくとり、トラブルの無い様に注意すること。
②安全の確保･････仮設防護柵の設置
・施工位置は家屋背後斜面等の狭い場所のため、施工機械に近接しての作業となる。
・作業員と施工機械との接触防止措置等の安全対策を講じること。
③施工機械の搬入
・施工時の支障となるため、カーポートを一時撤去する。
・プラント候補地への搬入は耕作地跡のため、敷鉄板を設置する。
・水路を横断する床版や敷鉄板の補強を行う。
・第1号水抜きと流末に関しては、モノレール搬入とする。
・モノレール搬入にあたっては、獣害防止柵を一部取り外す。

(2)架空線に注意
・電柱控え線となる架空線に注意する。

(3)埋設管に注意
・第2号流末水路工床掘時には、汚水管及び水道管に注意する。
・なお、地権者が設置した量水器付近の埋設管にも注意する。

(4)既設杭打工の取り壊し
・施工にあたって、法枠から突出し支障となる杭は切断する。

1
2

3

5

4

6
7

8 9
10

11

12
13

14
15

16
17

18
19

市道納木谷線
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既設杭打工構造図
S＝1:10

杭径φ200

H鋼

100×100m/m

モルタル

既設杭打工 取り壊し数量

4

杭No.

5
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杭切断長(m)

0.5

1.5

1.5

合計 3.5

※法枠と干渉させない切断延長とすること。

仮設防護柵2型

L=28m

ボーリング足場

傾斜地足場

ボーリング足場

平坦地足場

令和5年度 県単県営緊急地すべり対策事業

平田地区 斜面復旧(その2)工事

第1号
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大型土嚢 6袋
H鋼100×100 L=3.0m×4本
敷き鉄板 3.0×1.5m 2枚

仮設防護柵 標準断面図

カーポート

NNO.0 搬入路 標準断面図

搬入路盛土工
敷砕石RC-40 12.2m2
仮設盛土 V=6.6m3
大型土嚢 8袋
仮設水路 VPφ125 L=5.0m
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適合性試験1回(Fu2層)
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30°以上45°未満
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L=5.0m(ｵｰﾙｺｱ)
L=3.0m(別孔ﾉﾝｺｱ)
掘進角度35°
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30°以上45°未満
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積算用参考図
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L型集水桝
鋼板蓋

半円コルゲート(φ400)
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集水桝(W5×5-D6)

鋼板蓋

集水桝(W5×5-D5)

鋼板蓋
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計

フトンカゴ工
L=3～4m×4段=14m

令和５年度 県単県営緊急地すべり対策事業 平田地区斜面復旧（その１）工事（納木谷_209）

S=1：300（A3）



掘削=3.8

掘削=2.1

盛土=1.2

調査・工事計画断面図 S=1/200（A3）

令和５年度 県単県営緊急地すべり対策事業 平田地区斜面復 旧（その１）工事（納木谷 _ 2 0 9 ）

＜災害No.209 被災状況＞
・家屋背後の斜面で崩壊が発生
・崩壊頭部は幅約3.5m程度で直上に墓道
・古い崩壊跡、陥没穴が点在
・崩土により既設水路が被覆され、土砂が家屋に到達

＜調査・工事計画方針＞
崩壊規模：崖錐堆積物による表層崩壊
原 因：大量の地表水流下に伴う崩壊拡大
調 査：（崩積土の層厚を確認･･･簡易貫入試験の実施）
工事計画方針：

① 表層崩壊の拡大防止 ‥‥･フトンカゴ工
② 計画水路未施工・・・H20設計の水路施工が望ましい
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※断面はポール横断
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フトンカゴ

簡易貫入試験
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L=3～4m×4段=14m
フトンカゴ工
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水路工縦断面図
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L型集水桝

S=1/20

水 路 工 構 造 図 (1)
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コンクリート

m3

m3

埋戻し

床 掘

数 量単位項 目

1基当り数量表

S
=1
:
0
.
3

RC-40
基礎砕石

S=1:0.5

1基当り数量表

基礎砕石(m2)型枠(m2)コンクリート(m3)埋戻し(m3)床掘(m3)項 目

W5×5-D7

W5×5-D6

W5×5-D5

寸法表

850

750

650

700

600

500

H1(mm)H(mm)項 目

W5×5-D7

W5×5-D6

W5×5-D5

RC-40
基礎砕石

S=
1:
0.
5

S=1:0.5

平 面 図

集水桝(W5×5)

半円コルゲートφ-400

0.5

1.0

m3

m3

埋戻し

床 掘

10.0m

数 量単位項 目

10.0m当り数量表

S=
1:
0.
5S=1:0.5

半円コルゲート φ-400

全円コルゲートφ-400

1.4

2.6

m3

m3

埋戻し

床 掘

10.0m

数 量単位項 目

10.0m当り数量表

S=
1:
0.
5S=1:0.5

S=
1:
0.
5S=1:0.5

全円コルゲート φ-400

0.7

1.4

m3

m3

埋戻し

床 掘

10.0mUF-250

数 量単位項 目

10.0m当り数量表

UF-250

0.403

1.496

0.142

0.970

1.275

1.000

1.000

1.000

4.420

3.900

3.380

0.369

0.330

0.291

4.750

4.109

3.434

5.540

4.739

4.000
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水路工構造図(2)

設 計

測 量 調 査

図 面 名 称

施工 箇所

箇 所 名

事 業 名

年 度

会 社 名

図面 番号

300

平 面 図

既設擁壁部詳細図

S=1/20

水 路 工 構 造 図 (2)

UF-250

半円コルゲートφ-400

既設擁壁切欠き

L型集水桝

既設擁壁

現場打水路

集水桝(W5×5-D6)

S
=1
:
0
.
3

既設擁壁切欠き

L型集水桝

現場打水路

既設擁壁天端

D - D

C - C

D

D

CC

既設擁壁切欠き

既設擁壁

既設擁壁

半円コルゲートφ-400

現場打水路

L型集水桝

集水桝(W5×5-D6)



第２-２号承水路（Ｓ４４）

Ｌ＝１０７ｍ

第１-３号承水路（Ｓ４４）

Ｌ＝１１０ｍ

第２-１号承水路（Ｓ４４）

Ｌ＝４５ｍ

第２号排水路（Ｓ４４）

Ｌ＝２７２ｍ

Ｌ＝３８ｍ

第２-３号承水路（Ｓ４４）

Ｌ＝３２ｍ

第１-１号承水路（Ｓ４４）

第２-４号承水路（Ｓ４４）

Ｌ＝８９ｍ

第１-２号承水路（Ｓ４４）

Ｌ＝５０ｍ

Ｌ＝６１ｍ

第１-４号承水路（Ｓ４３～Ｓ４４）

第１号集水井

第１号杭工

第２号杭工

第１-１号排水路（Ｓ４３）

Ｌ＝１３９ｍ

第１号排水路（Ｓ４３）

Ｌ＝１３０ｍ

第３号杭工

第４号杭工

Ｌ＝２６３ｍ

渓流工（Ｓ４４～Ｓ４５）

第５号杭工

第４号排水路（Ｓ４４）

Ｌ＝１２５ｍ

第３-１号承水路（Ｓ４５）

Ｌ＝５６ｍ

第３-２号承水路（Ｓ４４～Ｓ４５）

Ｌ＝７３ｍ

井

第２号集水井

第１号水抜ボーリング

第６号杭工

第１号土留工

第３号集水井

第３-１号集水井

第４号集水井

第７号承水路（Ｈ１２）

Ｌ＝１２２ｍ

第３号水抜ボーリング

第６号集水井

第１号排土工

第９号水抜ボーリング

第１６号杭工

第２号アンカー工

第５号集水井

第４号水抜ボーリング

第７号集水井

第５号排水路（Ｈ１２）

Ｌ＝８４ｍ

第４号承水路（Ｈ１２）

Ｌ＝４５ｍ

第４号排水路（Ｈ１２）

Ｌ＝９３ｍ 第８号集水井

第５号承水路（Ｈ１２）

Ｌ＝１９ｍ

第１７号杭工

第６号承水路（Ｈ１２）

Ｌ＝５５ｍ

第３号承水路（Ｈ１２）

Ｌ＝２８ｍ

第２号承水路（Ｈ１２）

Ｌ＝３５ｍ

第１３号水抜ボーリング

第１０号杭工

第９号杭工

第７号杭工

Ｌ＝９１ｍ

第１号排水路（Ｈ９）

第２号水抜ボーリング

井

井

井

井

井

井

井

井

第１４号水抜ボーリング 県単

第６号水抜ボーリング 災関

第１号アンカー工 災関

第１号押え盛土工 災関

第７号水抜ボーリング 災関

第８号水抜ボーリング 災関

排水トンネル 災害（39災31/1）Ｓ４１

Ｌ＝７２ｍ

第１４号杭工 災関

排水路 災害（39災31/1）Ｓ４１

Ｌ＝２２３ｍ

承水路 災害（39災31/1）Ｓ４１

承水路 災害（39災31/1）Ｓ４１

Ｌ＝６２ｍ

Ｌ＝６６ｍ

３

８

７

９

観測線ＮＯ.Ａ

（－）

（－）

１

２

10

６

Ｅ３

11

５

４

ＢＰ１０－２

Ｅ７

ＥＰ１－２

ＢＰ１－３

Ｅ１

ＥＰ１－１

Ｂ１

Ｅ４

ＢＰ２－２

Ｂ５

Ｅ５

ＢＰ２－１

ＥＰ２－１

ＥＰ３－６－１

ＢＰ３－６－１

ＢＰ３－６－２

ＥＰ３－６－２

ＢＰ３－６－３

ＥＰ３－６－４

ＢＰ３－５－２

ＢＰ３－５－１

ＢＰ３－４－２

ＥＰ９－１
ＥＰ９－２ＢＰ９－１

ＥＰ９－３

ＳＰ３－１

ＢＰ３－２

ＥＰ３－２

ＢＰ３－１

ＥＰ３－１

ＥＰ７－８－１

ＢＰ７－８－１

ＥＰ７－８－２

ＢＰ７－８－２
ＢＰ８－７－１

ＢＰ８－７－２

ＢＰ７－２

ＢＰ７－１

ＥＰ１０－１

ＢＰ１０－１

ＳＰ２－１

ＢＰ２－４

Ｂ４

Ｂ３

ＢＰ１－４

Ｅ８

Ｅ７”

Ｅ７’

ＢＰ２－３

Ｂ２

ＢＰ１－２

Ｂ６

ＢＰ１－１

ＥＰ３－４－２

ＥＰ７－８－３

Ｎｏ．０＋６２

Ｎｏ．０＋６６

Ｎｏ．４＋２３

Ｎｏ．０＋２６

Ｎｏ．４＋３

(Ｎｏ．０)

（追加）標柱２号

（追加）標柱３号

（追加）標柱１号

（追加）標柱８号

（追加）標柱４号

（追加）標柱５号

（追加）標柱６号
（追加）標柱７号
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150
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0
0
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0
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0

75
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50

144.4

144.1

137.6

136.2

138.0

139.0

135.0

132.2

129.2

124.6

124.8

123.9

126.6

117.6

116.9

115.8

116.5

110.3

109.3

109.8

110.9

106.8

108.5

106.4

103.1

103.3101.5

100.6

99.5

122.6

117.3
116.6

115.3

115.2

108.1

109.1

95.3

94.2

93.2

87.5

87.3

88.7

86.3

80.0

78.0

75.1

72.4

68.3

64.2

66.3

66.8

66.3

61.3

60.6

63.0

61.1

58.3

55.3

56.1

58.3

56.7

58.9

52.7

52.9

55.4

53.2

53.4

53.5

49.8

51.8

50.2

49.4

47.8

45.6

42.7

43.7

134.57

145.4

176.0144.0

145.5

185.2

191.2

172.0

131.76

129.50

134.0
117.14

132.0

89.51

100.93

123.93

120.0

69.0

96.1

82.0

69.84

162.0

139.8

167.0

125.0

120.6

134.2

123.8

120.9

73.1

76.0

73.1

野郷町

防火水槽

防火水槽

新宮神社

三の谷高圧配水池

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

三之谷地区地すべり対策事業計画一般平面図
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-56200 -56200

-56000 -56000

-55800 -55800

-55600 -55600

-55400 -55400

記 号

凹地

散岩

(建設中)

(建設中)

25.6

25.62

25.6

25.6

25.62

25.6

25.6

滝

300.1

普通建物 堅ろう建物

堅ろう無壁舎

普通無壁舎

門 屋門

送電線

人工斜面

病院職業安定所

坑口 高塔

250

土堤等 被覆

かき へい

さんご礁

渡船発着所

湖池

せき

水門
かれ川

徒橋 }
Ｗ

一条河川

敷石斜坂

道路橋流水方向

いそ

P

地すべり防止区域

揚排水ポンプ場

ガソリンスタンド

幼稚園・保育園

公会堂・公民館

役場支所及び出張所

｝
公
共
基
準
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図化機測定
による標高点

独立樹(広葉樹)

独立樹(針葉樹)

起重機

記念碑

タンク

路傍祠

灯ろう

電波塔

水位観測所

油井・ガス井

灯台

灯標

煙突

輸送管(地上)

輸送管(空間)

立像

墓碑

鳥居

官公署

裁判所

検察庁

税務署 火薬庫

郵便局

営林署 変電所

保健所消防署

協同組合

倉庫

工場

神社

寺院

学校

銀行

キリスト教会

交番・駐在所
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三角点
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駐車場
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墓地
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湧水

地すべり方向

排水路工

承水路工

集水井工
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暗渠排水工

排水トンネル工

床止工

杭工（鋼管）

護岸擁壁工

押え盛土工

堰堤工
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ヒズミ計設置

電気探査

地下水検層

サウンディング

移動観測線

流量観測

自記移動計

雨量計

排土工

その他対策工

被害区域

杭工（コンクリート）
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水
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行政区画

島根県

出雲市

製

図

図面番号

1/2000(A0)

平成 年 月 日 終了

原図

複写

図 面 の 名 称

測 量

設 計

計画一般平面図

縮尺

三之谷地区地すべり対策事業

測図 昭和 年 月

修正 平成２６年 ３月

撮影 平成２５年１２月 座標系 等高線間隔 ５ｍ

計画機関

作業機関

島根県出雲県土整備事務所

第８号承水路（Ｈ２５）

Ｌ＝６２ｍ

第９号承水路（Ｈ２５）

Ｌ＝４３ｍ

R3-1ブロック

補

助

1

2

S43

S44

号数 杭 工 測線 施工年度
φ300m/m
組立鉄筋φ190m/m

n=16本 ΣL=141.3m
L=7.2～9.9m D=2.0m B=30.0m

φ216m/m
組立鉄筋φ120m/m

n=35本 ΣL=294.0m
L=6.3～9.2m D=2.0m B=68.0m

三之谷第一期地区

補

1 1

S63

H9

号数 水抜ボ－リング工 測線 施工年度
（全体：L=50.0m n=18孔 ΣL=900.0m θ=＋3゜）

上段 L=50.0m n=9孔 ΣL=450.0m
下段 L=50.0m n=9孔 ΣL=450.0m

U字フリューム200～350型 L=65.9m
流末処理工

自由勾配側溝300×500 L=17.5m

三之谷第二期地区・災害関連緊急地すべり対策事業

6

7 1

H4

H2

1

H6

H3

号数 杭 工 測線 施工年度
φ250m/m
鋼管φ216.3m/m t=7.0m/m

n=31本 L=13.1～22.1m ΣL=569.2m
n=4本 L=12.2～13.4m ΣL=51.3m
φ250m/m
鋼管φ216.3m/m t=12.0m/m

n=13本 L=10.7～11.9m ΣL=150.1m
n=24本 L=10.9～15.0m ΣL=320.7m

（全体：ｎ=35本 L=12.2～22.1m D=2.5m B=85.0m）

（全体：ｎ=37本 L=10.7～15.0m D=2.5m B=90.0m）

助

補

助

県
単 14 1

号数 水抜ボ－リング工 測線 施工年度
H23県単県営L=42.0～55.0m ｎ=9孔 ΣL=436.0m θ=＋5゜

県単県営地すべり対策

1

11

当 初

令和5年度 県単県営緊急地すべり対策事業

平田地区 斜面復旧(その2)工事
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120.78
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113.16
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+60.5

図面の名称

測 量
令和

設 計

製

図

原図

複写

図面番号

月 日終了年

令和５年度 県単県営緊急地すべり対策事業 平田地区 斜面復旧(その2)工事

対策工事平面図 三之谷地区 R3-1測線

三之谷地区 R3-1ブロック

対策工事平面図

1

凡 例

滑動ブロック

踏査結果

地すべり方向

滑落段差，崩壊

湧 水

沈下･亀裂･小段差

亀 裂

解析測線

調査ボーリング
(パイプ歪計･地下水検層)

調査事項

写真撮影位置図

押し出し・隆起(＋)

簡易貫入試験

BP.R3-1-1

KP.R3-1-1

MT.0

MT.1

MT.2
MT.3

H=105.547
MKBM

Y=6
636

0

Y=6
636

0

Y=6
638

0

Y=6
638

0

Y=6
640

0

Y=6
640

0

Y=6
642

0

Y=6
642

0

Y=6
644

0

Y=6
644

0

Y=6
646

0

Y=6
648

0

Y=6
648

0

Y=6
650

0

Y=6
650

0

X
=-559

20

X=-55
920

X=-
55
900

X=
-55

90
0

X
=-5

58
80

X=
-55

88
0

X
=-5

58
60

X=
-55

860

X
=-5

5840

X=
-55

840

X=-
55
82
0

X=
-55

82
0

X
=-5

58
00

X=
-55

80
0

X
=-5

57
80

X=
-55

78
0

X
=-5

57
60

X=
-5576

0

世界測地系

S=1:200(A1)

S=1:400(A3)

Y=6
646

0

ため池跡

R3-1測線

1/200(A1)，1/400(A3)縮 尺：

既設第6号杭工（H4～H6）
鋼管φ216.3㎜ t=7.0mm
n=35本 D=2.5m
L=12.2～22.1m B=85.0m

※現地にて7箇所確認

対 策 工 凡 例

水路工

切土工・植生工

地山補強土工
(吹付法枠工）

1号排水路工（S42～45）
L=221.0m

（
乙
）

+1
5.
0

+2
2.
0(
甲
)

+1
9.
0

(乙
)

NO
.0

+4
.0

+1
1.
0(
甲
)

(丙
)

+9.0

+22.0

+33.0

+44.0

+49.0

+53.0

水NO.0

ネジ節鋼棒D22 L=5.5m×63本 3段
表面材 吹付法枠工 □300-1500 A=212.9m

2

掘削 V=133.7m
3

第1号地山補強土工
第1号承水路工
UF300 L=51.7m
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ角型U字溝240 L=8.6m
集水桝
W5×5-D5型 2基（ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋)

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋 12枚
※墓道の幅1.20mを確保するために

張con(A=16.1m
2
),防草con(A=34.1m

2
)を設置する。

第1号水路工
UF200 L=12.0m
集水桝
W5×5-D5型 1基

(ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋)

既設第1号水抜きボーリング工
【下段】（S63）

L50.0m×9本=50.0m θ=+3°
※流末ﾊﾟｲﾌﾟの方向から掘進方向を推定
R3-1ﾌﾞﾛｯｸ内の地下水排除効果あり

既設第1号水抜きボーリング工
【上段】（S63）

L50.0m×9本=50.0m θ=+3°
※流末ﾊﾟｲﾌﾟの方向から掘進方向を推定

2

11

当 初

U
F
3
5
0

UF350

UF300

MT.0

MT.1

MT.2
MT.3

H=105.547
MKBM

令和5年度 県単県営緊急地すべり対策事業

平田地区 斜面復旧(その2)工事



当 初

低水位

LWL Fs

BP.R3-1-1
GL-12.66m

円弧No.

三之谷地区R3-1測線 安全率一覧表

高水位

HWL Fs

GL-10.94m

目標安全率 土質定数

1.20

γt=18.10 kN/m
3

γsat=18.80 kN/m
3

1.00

C= 5.00 kN/m
2

φ= 14.16°

Fs

対策工事

R-1 1.00

R-2

1.00

1.00

1.20

HWL Fs

0.93

GL-10.94m
0.91

γt=18.10 kN/m
3

γsat=18.80 kN/m
3

C= 5.00 kN/m
2

φ= 9.79°

1.40

第1号排土工 第1号地山補強土工

ネジ節鋼棒(SD345) D22
L=5.5m×63本 3段

表面材 吹付法枠工
□300-1500 A=212.9m

2

HWL

GL-10.94m

(1.00)

(1.02)

掘削 V=142.9m
3

図 面 番 号

縮 尺 ：

測 量

令和 年 月 日終了

設 計

製

図

原 図

複 写

図 面 の 名 称

製

1/100(A1)，1/200(A3)

三之谷地区 R3-1測線

地質断面図

100.00

110.00

120.00

(m)
130.00

R-
1

旧滑落段差
(Ph-13～15)

R-2

滑落段差
(Ph-19～21)

崩壊跡
(Ph-5)

①②

令和５年度 県単県営緊急地すべり対策事業 平田地区 斜面復旧(その2)工事

地質断面図 三之谷地区 R3-1測線

ため池跡
(Ph-11)

押し出し・崩壊
(Ph-2,6)

後退性の亀裂
(Ph-5)

KP.R3-1-1

BP.R3-1-1
T.P.+113.90m
Dep.=16.00m

GH=108.81m
L=0.70m

0.70

0 10 20 30 40 50
Nd値

0 10 20 30 40 50
N値

10

50以上

50以上

39

20

50

18

50以上

31

50以上

26

36

22

50以上

50以上

50以上

1.20

2.10

3.60

6.45
6.70

8.00

8.80

9.50

10.60

14.00

16.00

地質時代

第
四
紀

完
新
世

地質名 土質・岩級 記号 地質状況

風化凝灰岩 Jp1

強風化凝灰岩 Jp2

dt礫混じり粘土表土及び崖錐堆積物

含水高く、軟らかい粘土状を呈する。
酸化に伴う褐色化が顕著である。

頁岩礫を多く含み、層相の変化が著しい。部分的に軟質
粘土を含む。

φ5mm以下の小礫を混入する粘土である。
含水比が高く粘性強い。

Ｎ値

－

10

18～39

風化頁岩 粘土混じり礫
φ50㎜以下の岩片状を呈し、軟質粘土を多く挟在する。
凝灰岩の軟質粘土を挟在する区間がある。

Jm2 22～36

中
新
世

新
第
三
紀

成
相
寺
層

三之谷地区の地質構成（R3-1ブロック）

粘 土

頁 岩 軟 岩
破砕著しく礫状～岩片状を呈する。
亀裂多いが、粘土の挟在は認められない。

Jm1 50以上

礫混じり粘土

LWL

HWL

Jm1

Jm2

Jp1

dt

Jp2

3

11

既設第1号水抜きボーリング工
【上段】(S63施工)
L=50.0m×9本=450.0m θ=+3°
※当地点より斜面下方20mから掘進

破砕された風化頁岩内の地下水排除効果
があり、降水時でも水位が上昇しない。
【地すべりの原因】
・大量な地下浸透水が透水性の異なる

区間を流下したことによる崩壊の発生
・この崩壊により後退性すべりが滑動

一次掘削

二次掘削
40
°

R3-1測線 孔内水位一覧表

BP.R3-1-1
孔
内
水
位

総降水量
降
水
条
件

令和４年度 調査時水位

R4.6.24～R5.2.22(244日間)

12.66 10.94 1.72

1,013mm

最大降水量
連続降水量

低水位
LWL(GL-m)

変動量
(m)

高水位
HWL(GL-m)

※降水量：「土砂災害警戒リアルタイム雨量 上大野観測所」のデータによる

最大日降水量 71mm（R4.7.19）
連続降水量 121㎜（R4.8.12～8.17）

90mm（R4.8.31～9.7）
降雪期 81㎜（R5.1.23～1.31）

※（ ）内の安全率は、一次掘削後の値である。

令和5年度 県単県営緊急地すべり対策事業

平田地区 斜面復旧(その2)工事



地山補強土工横断面図(1) 4
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BP.R3-1-1
T.P.+113.90m
Dep.=16.00m

KP.R3-1-1
GH=108.81m
L=0.70m
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16.00

0.70
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Nd値

Jm1

Jm2

Jp1

dt

Jp2

R-
1

R-2

①②
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4
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SL=2.5m

1.50
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40
°

▽ 108.77

掘削 = 2.6

掘削 = 2.6 掘削 = 2.9

掘削 = 4.0 掘削 = 6.1

掘削 = 9.5

充填 = 0.2

▽ 111.95

40
°

吹
付
法
枠
工

SL=7.6m

1:1.0

吹
付
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枠
工

SL=5.9m

吹
付
法
枠
工

SL=2.1m

1:1.0

1:1.0

当 初

図面の名称

測 量
令和

設 計

製

図

原図

複写

図面番号

月 日終了年

三之谷地区 R3-1ブロック

縮 尺： 1/100(A1)，1/200(A3)

令和5年度 県単県営緊急地すべり対策事業

平田地区 斜面復旧(その2)工事

DL=105.00

DL=105.00

DL=105.00

DL=105.00

DL=105.00

DL=105.00

D=4.000

FH=

GH=107.59

PH=107.801

+19.0

D=0.000

FH=

GH=107.19

PH=107.354

NO.0

D=4.000

FH=

GH=107.41

PH=107.590

+4.0

D=7.000

FH=

GH=107.66

PH=107.918

+11.0(甲)

D=0.000

FH=

GH=107.66

PH=107.918

+11.0(乙)

D=11.000

FH=

GH=107.63

PH=107.791

+15.0

1：
1.0

1：
1.0

1：
1.0

1：
1.0

1:1.0



地山補強土工横断面図(2) 5
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▽ 111.74

▽ 111.81

▽ 108.34
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SL=3.8m
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°

掘削 = 6.0 掘削 = 0.9

掘削 = 5.2

▽ 111.95

40
°
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工

SL=4.9m

当 初

図面の名称

測 量
令和

設 計

製

図

原図

複写

図面番号

月 日終了年

三之谷地区 R3-1ブロック

縮 尺： 1/100(A1)，1/200(A3)

令和5年度 県単県営緊急地すべり対策事業

平田地区 斜面復旧(その2)工事

DL=105.00DL=105.00

DL=105.00

D=0.000

FH=

GH=106.00

PH=106.057

+22.0(丙)

水路底高

水路底高 破線は推測線

D=3.000

FH=

GH=106.00

PH=106.057

+22.0(甲)

破線は推測線

D=0.000

FH=

GH=106.00

PH=106.057

+22.0(乙)

1：
1.0

1：
1.0



図 面 番 号

縮 尺 ：

測 量

令和 年 月 日終了

設 計

製

図

原 図

複 写

図 面 の 名 称

製

三之谷地区 R3-1ブロック

図 示

現場吹付法枠工構造図(1)

法枠工求積図
S=1:100(A1)

S=1:200(A3)

法枠工展開図
S=1:100(A1)

S=1:200(A3)

現場吹付法枠工構造図(1)
(□300-1500)

は補強土工（鉄筋挿入工）施工位置

補強土工は、1.5m×1.5m間隔で配置すること。

横 枠 縦 枠

6

11

上 段 下 段

上 段 下 段

+
1
1
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(
乙

)

+
1
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.0

+
1
9
.0

+
2
2
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(
甲

)
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.
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4.02

1
.
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4.16
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1
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.
0
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.
1
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2.
01

4.19

4.43

2
.
4
9

2.
31

5

6

7

2
.
4
9

2.94

1.87

3.
91

2.19

2.10

3
.
7
63

.9
6

1.20

1.14

記号 底辺 高さ 倍面積 ㎡

1 4.38 1.47 6.44

2 4.38 2.05 8.98

3 4.43 2.01 8.90

4 4.43 2.31 10.23

5 3.91 1.87 7.31

6 3.96 2.10 8.32

7 3.96 1.14 4.51

倍面積 ㎡ 54.69

面積 ㎡ 27.35

合計

倍面積 371.03+54.69 = 425.72m
2

面積 185.52+27.35 = 212.87m
2

天端モルタル L=11.3m

間詰モルタル L=11.5m

水切モルタル L=8.4m

1.2 1.2 1.2 0.2

1.1 0.1

1.2

3.9
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.
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4.0

1.0
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.
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4.2 2.8

4.1
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1
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1
.
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3
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22
.
51.5 1.2 0.30.5

0.1 1 0.1

0.2 1 0.2

0.3 1 0.3

0.5 1 0.5

1.0 1 1.0

1.1 1 1.1

1.2 5 6.0

1.5 1 1.5

2.2 1 2.2

2.8 1 2.8

3.9 1 3.9

4.0 1 4.0

4.1 1 4.1

4.2 1 4.2

計 18 31.9

枠長 本数 長さ

1.3 2 2.6

1.5 1 1.5

1.6 1 1.6

1.7 1 1.7

1.8 1 1.8

2.5 1 2.5

3.2 1 3.2

3.5 1 3.5

計 9 18.4

枠長 本数 長さ

横 枠 縦 枠

※一次掘削後、No.0+15.0～22.0区間の吹付法枠、鉄筋挿入を先行すること。
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3
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4
.
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4.
80
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3
.
8
0

2.21

記号 底辺 高さ 倍面積 ㎡

1 5.70 1.05 5.99

2 7.36 3.12 22.96

3 7.36 3.80 27.97

4 9.88 4.92 48.61

5 9.88 5.54 54.74

6 7.82 0.15 1.17

7 7.82 1.99 15.56

8 6.34 3.84 24.35

9 6.34 3.90 24.73

10 6.41 3.86 24.74

11 6.41 4.12 26.41

12 6.37 2.73 17.39

13 5.64 2.89 16.30

14 6.13 2.10 12.87

15 6.13 3.13 19.19

16 4.94 3.53 17.44

17 4.80 2.21 10.61

倍面積 ㎡ 371.03

面積 ㎡ 185.52

天端モルタル L=32.8m

間詰モルタル L=29.2m

水切モルタル L=22.6m
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1.1

1.2 0.8

6
.
2
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.
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1.2 1.2 1.2 0.8
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.
2

7
.
1
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.
9

6
.
7
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.
5

6.9

1.2

1.21.2 0.5 0.11.2

0.51.20.6

0.6 1.01.2

0.6 0.5

1.2 0.51.0

0.5 1.2 0.6

3.7
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.
5

2.7

5
.
7

5
.
3

5
.
2

4
.
8

4
.
8

4
.
5

3
.
9

3
.
5

0.8

1.2 1.2 1.2 0.8

1.2 1.21.2

0.7 1.1

1.1

1.1

1.1

1.1

2.0 4.4

1
.
8

4.2

8.6

6
.
0

3.8

3.1

2.33.0

6
.
3

0.7 1.2 0.11.2

0.4 0.31.2

0.2 1.2 0.51.2

1.21.2

0.1 1.2

1.1

0.4

0.1

0.5

5
.
4

5
.
2

5
.
1

6.9

6
.
7

5
.
1

5
.
1

1.8 1 1.8

3.5 2 7.0

3.9 1 3.9

4.3 1 4.3

4.5 1 4.5

4.8 2 9.6

5.1 3 15.3

5.2 3 15.6

5.3 1 5.3

5.4 1 5.4

5.7 1 5.7

6.0 1 6.0

6.2 1 6.2

6.3 1 6.3

6.5 1 6.5

6.7 2 13.4

6.9 1 6.9

7.1 1 7.1

計 25 130.8

枠長 本数 長さ

0.1 4 0.4

0.2 1 0.2

0.3 1 0.3

0.4 5 2.0

0.5 7 3.5

0.6 4 2.4

0.7 3 2.1

0.8 7 5.6

0.9 4 3.6

1.0 2 2.0

1.1 7 7.7

1.2 55 66.0

2.0 1 2.0

2.3 1 2.3

2.7 1 2.7

3.0 1 3.0

3.1 1 3.1

3.7 1 3.7

3.8 1 3.8

4.1 2 8.2

4.2 1 4.2

4.4 1 4.4

6.9 2 13.8

8.6 1 8.6

計 114 155.6

枠長 本数 長さ

目地材

ΣA=0.63m
2

目地材

ΣA=0.54m
2 目地材

ΣA=0.49m
2

横目地材

ΣA=0.72m
2

当 初

令和5年度 県単県営緊急地すべり対策事業

平田地区 斜面復旧(その2)工事



図 面 番 号

縮 尺 ：

測 量

令和 年 月 日終了

設 計

製

図

原 図

複 写

図 面 の 名 称

製

三之谷地区 R3-1ブロック

現場吹付法枠工構造図(2)
(□300-1500)

展 開 図
S=1: 50(A1)

S=1:100(A3)

標準断面図
S=1: 50(A1)

S=1:100(A3)

断 面 図
S=1: 50(A1)

S=1:100(A3)

２－２１－１

枠断面図
S=1: 5(A1)

S=1:10(A3)

法枠端部詳細図
S=1:30(A1)

S=1:60(A3)

吹付金網組立図
S=1: 5(A1)

S=1:10(A3)

現場吹付法枠工構造図(2)

図 示

7

11

当 初

D13

吹付金網

2

σ c k = 1 8 N / m m 2

S D 3 4 5

2

1

使 用 部 材 の 強 度 及 び 材 質

吹 付 モ ル タ ル の 設 計 基 準 強 度

鉄 筋 の 材 質

1

水抜きパイプ

VUφ50

主アンカー D19 L=0.80m

補助アンカー D13 L=0.50m

植生基材吹付 t=3cm

中抜管

ボイドφ100

地山補強土工

D22

0.
30

0.
30

0.
30

0.
30

1.
50

1.
50

1.
50

0.30

主アンカー D19 L=0.80m

地山補強土工 D22 L=5.50m

主アンカー D19 L=0.80m

補助アンカー D13 L=0.50m

0
.
30

0
.
30

0.30 1.20 0.30 1.20 0.30 1.20 0.30

鉄筋挿入工 D22 L=5.50m

1:
1.
0

1.50 1.50 1.50

1.
5
0

1
.
50

0.30 1.20 0.30 1.20 0.30 1.20 0.30

0
.
30

1.
2
0

0
.3

0
1
.
20

0
.
3
0

300

3
0
0

23
5

有
効

高
さ

鉄筋 D13

かぶり厚さ

36mm以上

※F300-1500はD13の鉄筋を使用。

※鉄筋の重ね継手長
F300-1500 ld=500mm
(計算の詳細については巻末資料の
法枠工計算書参照）

150

300

75

1
5
7

3
0
5

7
3

75

7
5

クリンプ金網

（亜鉛めっき鉄線）

間詰モルタル
A=0.045m

2

σck=18N/mm
2

水切モルタル
A=0.045m

2

σck=18N/mm
2

天端モルタル
A=0.045m

2

σck=18N/mm
2

植生基材吹付

t=3cm

1:
1.
0

令和5年度 県単県営緊急地すべり対策事業

平田地区 斜面復旧(その2)工事



鉄筋挿入工 ネジ筋棒鋼 SD345 D22部品

図 面 番 号

縮 尺 ：

測 量

令和 年 月 日終了

設 計

製

図

原 図

複 写

図 面 の 名 称

製

三之谷地区 R3-1ブロック

図 示

地山補強土工構造図

鉄筋挿入工 ネジ筋棒鋼 SD345 D22 標準施工図

地山補強土工構造図
S=1:4(A1)
S=1:8(A3)

注入材の配合例

(重量比)

セ メ ン ト ミ ル ク

モ ル タ ル

セ メ ン ト 水 砂

１ : 0 . 4 0 ～ 0 . 5 0

１ : 0 . 4 2 ～ 0 . 4 5 : １

σ28≧24N/mm
2
(仮設σ28≧18N/mm

2
)

流下時間22秒以下 (Pロート:JHS A313-1992準用)
(1N/mm

2
＝10.2kgf/cm

2
)

参考文献 切土補強土工法設計・施工要領
NEXCO東日本,NEXCO中日本,NEXCO西日本 H.19.1 P.54

削
孔

径
φ

9
0

L=0.1m
余長

補強材長 L=5.5m

4.ﾒｯｷ付角座金

5.ﾒｯｷﾍﾞﾙﾜｯｼｬｰ

1.ﾒｯｷｺﾏﾅｯﾄ

6.ﾍﾞﾙｷｬｯﾌﾟBC

防錆材

3.ｽﾍﾟｰｻｰ
設置間隔2.5m以下

2.ｶｯﾌﾟﾗｰ

グ ラ ウ ト

設 計 基 準 強 度 2 4 N / m m 2

ネ ジ 節 棒 鋼

S D 3 4 5 D 2 2 亜 鉛 メ ッ キ

□300-1500
現場吹付法枠工

削孔長 L=5.1m

8

11

当 初

補強材を継ぐ場合はカップラーを使用すること。

補強材は亜鉛メッキ処理とし、JIS H 8641 2種 HDZ55とする。

※スペーサーは1本につき2ヵ所以上取り付ける。

φ
4
5

9

φ
7
6

φ
4
5

1
5
0

150

25
φ45

φ76

M76

φ
1
0
0

※ベルコート360ｇ入り

150

Oﾘﾝｸﾞ

φ100

SUS M8

M76

Oﾘﾝｸﾞ

４．メッキ付角座金

s=1:2(A1)
s=1:4(A3)

５．メッキベルワッシャー

s=1:2(A1)
s=1:4(A3)

６．ベルキャップＢＣ

s=1:2(A1)
s=1:4(A3)

１．メッキコマナット

s=1:2(A1)
s=1:4(A3)

２．カップラー

s=1:2(A1)
s=1:4(A3)

３．ちょうちん型スペーサー

50-22 s=1:2(A1)
s=1:4(A3)

5 4

3 5

4
0
.
4

5
6

5 0

φ
5
0

118

110

φ
3
0

φ
3
4

φ34

令和5年度 県単県営緊急地すべり対策事業

平田地区 斜面復旧(その2)工事
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11
第1号承水路工縦横断面図

▽ 117.32

▽ 119.02

▽ 120.94

▽ 122.09

▽ 123.08

▽ 123.25

▽ 123.08

防草con

A=0.08m
2

4枚
ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋

3枚
ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋

2枚
ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋

5
00

張con

A=0.03m
2

▽ 120.11

▽ 123.50

掘削 = 1.8

掘削 = 0.1

掘削 = 0.5 掘削 = 0.7

掘削 = -

掘削 = 0.3

掘削 = -

掘削 = - 掘削 = 0.1

既
設
水
路
部

グ
レ
ー
チ
ン
グ
蓋
3枚

当 初

図面の名称

測 量
令和

設 計

製

図

原図

複写

図面番号

月 日終了年

三之谷地区 R3-1ブロック

縮 尺： 図示

令和5年度 県単県営緊急地すべり対策事業

平田地区 斜面復旧(その2)工事

DL=115.00

D=0.000

FH=

GH=117.54

PH=117.547

NO.0

水路底高

水路天端高

DL=115.00

D=9.000

FH=

GH=119.23

PH=119.385

+9.0

DL=115.00

D=13.000

FH=

GH=120.30
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+22.0

DL=120.00

D=11.000
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+33.0

DL=120.00

D=11.000

FH=

GH=122.31
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+49.0(甲)
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計
画

盛 土

勾 配
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+
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.
5

7
.
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.
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集
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)
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ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ角型U字溝240

UF300 L=51.7m
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三之谷地区 R3-1ブロック

水路工構造図

水 路 工 構 造 図
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200

UF200

グレーチング蓋

150 500 150

800

1
5
0

5
0
0

1
5
0

8
0
0

5
0
0

1:1.0

10
0

防草コンクリート
S=1:20(A1)

S=1:40(A3)

300 374

1
0
0 10

0

2
00

張りコンクリート
S=1:20(A1)

S=1:40(A3)

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ角型
U字溝240

S=1:20(A1)

S=1:40(A3)

240

10m当たり

数 量単 位規 格

m 1 0 . 0

名 称

埋 戻 1 . 9m
3

床 掘 3 . 1m
3

土 砂

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ角型
U字溝

10m当たり

数 量単 位規 格

m 1 0 . 0

名 称

埋 戻 2 . 0m
3

床 掘 3 . 0m
3

土 砂

U字フリューム

UF300
S=1:20(A1)

S=1:40(A3)

300

S=1:20(A1)

S=1:40(A3)

300 3003231032

27
5

3
2

10m当たり

数 量単 位規 格

m 1 0 . 0

名 称

埋 戻 1 . 5m
3

床 掘 2 . 0m
3

土 砂

U字フリューム

300 3002821028

20
0

2
8

S=1:20(A1)
S=1:40(A3)

500150

800

150

5
0
0

1
5
0

15
0

6
50

400

100 800

1000

100

400

σ c k = 1 8 N / m m
2

m
2

m
2

１基当たり

数 量単 位規 格

枚

m
3

型 枠

コ ン ク リ ー ト

基 礎 砕 石

名 称

数 量 表

埋 戻 m
3

500×500用

床 掘 m
3

土 砂

R C - 4 0 , t = 1 5 0

1

2 . 6

2 . 0

3 . 3 8

1 . 0 0

0 . 2 9 1

W5×5-D5型

グレーチング蓋

グレーチング蓋

基礎砕石

RC-40

数 量 表数 量 表

数 量 表

2 4 0

3
0
0

3 0 0
2
5

650

3
4
0

125

3 0 0 3 0 0
渡しアングル

底部アングル
（浮上抑止）

125

張りコンクリート

t=10cm

(UF300)

張コンクリート

σck=18N/mm
2

砕石

RC-40

主部材ノンスリップ部詳細

車
両

進
行

方
向

ベアリングバー：GI-5×3×38

ツイストバー： 6

エンドプレート：FB4.5×38 φ13ｱﾝｶｰ

L-6×44×60

L-6×44×60

クサリ棒

6
0

50
0

60

5
0

5
0

1
0

60
0

10

62
0

38

44

30

10 605 10

625

60 505 60

5

グレーチング蓋
S=1: 8(A1)

S=1:16(A3)
T-2(参考図)
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平田地区 斜面復旧(その2)工事

当 初
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105.18

105.12

104.39

崩土

家屋

藤棚

パイプ

ビニ-ルハウス

焼却炉

ビニ-ルハウス

VU40
立水栓

ｺﾙ
ｹﾞ
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管
Φ
45
0

小屋

小屋

家屋

125.13

124.38

122.54
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1
0
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1
5
0
0

1
5
0
0

2000 2000

側 面 図

２ 型

控杭（丸太）
φ120×1500

控木（丸太）
φ120×2000

支柱（丸太）
φ120×4000

丸太
φ120×4000

土留板
2000×200×36

正 面 図

Jp1

dt

Jp2

▽ 110.89

▽ 111.95

▽ 113.01

▽ 109.83

4
0
°

1:1.0

▽ 106.58

1:1.0
A=8.6m

2

3.0m

地山補強土工 足場形状図

dt～Jp2

Jp1

Jp1

Jp1

dt～Jp2

dt～Jp2

+60.5

図面の名称

測 量
令和

設 計

製

図

原図

複写

図面番号

月 日終了年

令和５年度 県単県営緊急地すべり対策事業 平田地区 斜面復旧(その2)工事

施工計画平面図（案） 三之谷地区 R3-1測線

三之谷地区 R3-1ブロック

施工計画平面図（案）

1

凡 例

滑動ブロック

踏査結果

地すべり方向

滑落段差，崩壊

湧 水

沈下･亀裂･小段差

亀 裂

解析測線

調査ボーリング
(パイプ歪計･地下水検層)

調査事項

写真撮影位置図

押し出し・隆起(＋)

簡易貫入試験
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646
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ため池跡

R3-1測線

1/200(A1)，1/400(A3)縮 尺：

既設第6号杭工（H4～H6）
鋼管φ216.3㎜ t=7.0mm
n=35本 D=2.5m
L=12.2～22.1m B=85.0m

※現地にて7箇所確認

対 策 工 凡 例

水路工

切土工・植生工

地山補強土工
(吹付法枠工）

1号排水路工（S42～45）
L=221.0m

第1号水路工

既設第1号水抜きボーリング工
【下段】（S63）

L50.0m×9本=50.0m θ=+3°
※流末ﾊﾟｲﾌﾟの方向から掘進方向を推定
R3-1ﾌﾞﾛｯｸ内の地下水排除効果あり

既設第1号水抜きボーリング工
【上段】（S63）

L50.0m×9本=50.0m θ=+3°
※流末ﾊﾟｲﾌﾟの方向から掘進方向を推定

地山補強土工足場 L=30.0m

仮設防護柵 L=7.5m

第1号地山補強土工

プラント候補地

第1号承水路工

【施工上の留意事項】
(1)施工時の安全管理体制
①周辺住民への配慮
・騒音・振動・粉塵等に対して特に留意する。
・周辺住民とのコミュニケーションをよくとり、トラブルの無い様に注意すること。
②安全の確保
・斜面下方に集会所があり、第三者に対してバリケードを設置するなどの対策を行うこと。
・家屋背後区間での作業となるため、防護柵を設置すること。
③施工機械の搬入
・施工機械は、宅地へ向かう道を利用して搬入する。

・この際、既設水路の鋼板蓋及び法肩部の亀裂区間には敷鉄板を設置する。【写真①②】
・プラント候補地は宅地を考えており、地権者は了解済みである。【写真③】

(2)その他
・承水路工の施工にあたって、墓地利用者に対して墓道を塞がない様に注意する。【写真④】
・法枠工施工時には、水神さんがあることに留意する。【写真⑤】
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L=6.0m(ｵｰﾙｺｱ)
掘進角度40°
傾斜地足場
30°以上45°未満

ﾁｪｯｸﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ CB.1
L=5.0m(ｵｰﾙｺｱ)
掘進角度40°
適合性試験1回
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ﾁｪｯｸﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ CB.2
L=6.0m(ｵｰﾙｺｱ)
掘進角度40°
適合性試験1回
(Jp1層)

傾斜地足場
30°以上45°未満

仮設防護柵 標準断面図
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ﾁｪｯｸﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ CB.3

令和5年度 県単県営緊急地すべり対策事業

平田地区 斜面復旧(その2)工事

+22.0(乙)

+4.0

+15.0

積算用参考図
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Ｌ＝７１ｍ
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第１号暗渠排水

第１４号排水路(Ｓ５２)
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第１７号承水路(Ｓ５３)
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井

第１１号水抜ボーリング

第１０号水抜ボーリング

第２３号水抜ボーリング
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第３６-１号承水路(Ｈ４)

第３５-１号承水路(Ｈ４)
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Ｌ＝１１４ｍ

第３６号承水路(Ｈ４)
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第３６号水抜ボーリング
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第７号杭工
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第３４号承水路(Ｈ６)
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第１号擁壁工
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第８号杭工

第３５号水抜ボーリング

第３７号承水路(Ｈ１１)

Ｌ＝６５ｍ

第３７号水抜ボーリング

第３８号水抜ボーリング

水抜ボーリング 災害（47災255/26）

承水路 災害（47災255/26）

Ｌ＝９２ｍ

土留工 災害（47災256/26）

水抜ボーリング 災害（47災257/26）

土留工 災害（47災257/26）

承水路 災害（47災256/26）

Ｌ＝７４ｍ

承水路 災害（47災257/26）

Ｌ＝１７２ｍ

法枠工 県単

水抜ボーリング 災害（47災191/26）

承水路 災害（47災191/26）

Ｌ＝１２８ｍ

水抜ボーリング 災害（47災254/26）

杭工 災害（47災254/26）

承水路 災害（47災254/26）
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排水路 災害（47災254/26）

Ｌ＝５７ｍ
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製

図

図面番号

1/2000

平成 年 月 日 終了

原図

複写

図 面 の 名 称

測 量

設 計

計画一般平面図

縮尺

記 号

凹地

散岩

(建設中)

(建設中)

25.6

25.62

25.6

25.6

25.62

25.6

25.6

滝

300.1

普通建物 堅ろう建物

堅ろう無

普通無

門 屋門

送電線

人工斜面

病院職業安定所

坑口 高塔

250

土堤等 被覆

かき へい

さんご礁

渡船発

湖池

せき

水門
かれ川

徒橋

Ｗ

一条河川

敷石

道路橋流水方向

いそ

P

地すべり防止区域

揚排水ポ

ガソリンス

幼稚園・保育園

公会堂・公民館

役場支所及び出張所

｝
公
共
基
準
点

図化機測

による標

独立樹(広葉樹)

独立樹(針葉樹)

起重機

記念碑

タンク

路傍祠

灯ろう

電波塔

水位観測

油井・ガス井

灯台

灯標

煙突

輸送管(

輸送管(

立像

墓碑

鳥居

官公署

裁判所

検察庁

税務署 火薬庫

郵便局

営林署 変電所

保健所消防署

協同組合

倉庫

工場

神社

寺院

学校

銀行

キリスト教会

交番・駐在所

三角点

水準点

三角点

水準点

多角点及び標石を

有する図根点等

標石を有しない

標高点

区域界

駐車場

園庭

墓地

材料置場

温泉・鉱

噴火口・噴気口

徒歩道
分離帯

石段 並木

歩道

徒橋真幅道路

横断歩道橋

建設中の道路

道路のト

道路の雪
庭園路

道路橋
地下街・地下鉄等出入口

停留所

プラット

鉄道の雪

跨線橋

普通鉄道

特殊軌道

策動 鉄道のトンネル

建設中の鉄道

路面の鉄道

鉄道橋

大字・町

所属界

郡市・東京都の区界

町村・指定都市

の区界北海道の支庁界

都府県界

植生界

耕地界 果樹園

荒地茶畑

はい松地

芝地

田

畑 やし科樹

しの地(その他の樹木畑

湿地

針葉樹林

広葉樹林さとうきび畑

パイナップル畑
砂れき地

竹林桑畑

防
波
堤

｜

不透過

透過

岩がけ

雨裂

露岩

洞口

亀裂

地すべり崖

断層又は弱線

隆起区・陥没区

湧水

地すべり方向

排水路工

承水路工

集水井工

水抜ボーリング工

暗渠排水工

排水トンネル工

床止工

杭工（鋼管）

護岸擁壁工

押え盛土工

堰堤工

調査ボーリング

ヒズミ計設置

電気探査

地下水検層

サウンディング

移動観測線

流量観測

自記移動計

雨量計

排土工

その他対策工

被害区域

杭工（コンクリート）

土
が
け

凡 例

鉄
・
コ
ン
ク
リ

ト
桟
橋

木
製
・
浮
桟
橋

計
曲
線

補
助
曲
線

主
曲
線

行政区画

島根県

出雲市

測図 昭和 年 月

修正 平成２６年 ３月

撮影 平成２５年１２月 座標系 等高線間隔 ５ｍ

計画機関

作業機関

島根県出雲県土整備事務所

久多見地区地すべり対策事業計画一般平面図

久多見地区地すべり対策事業

１
測
線４
-１

測
線

４
測
線

４
-
２
測
線

６
測
線

２
測

線

７
測
線

３
測
線

５
測
線

８測線

９
測
線

-
60
00
0

R3-1ブロック

補

助

H元
H元

29
30
31
32
33
34
35
36

1
1
2
3
4
5
6
8

H2
H3
H4
H4
H6
H6

L=20.0～26.0m ｎ=4孔 ΣL=91.0m θ=＋3゜

L=14.0～26.0m ｎ=6孔 ΣL=112.0m θ=＋3゜～＋6゜

久多見第二期地区

号数 水抜ボーリング工 測線 施工年度

L=24.0～35.0m ｎ=7孔 ΣL=224.0m θ=＋3゜

L=26.0～30.0m ｎ=6孔 ΣL=162.0m θ=＋6゜

L=43.0～46.0m ｎ=4孔 ΣL=180.0m θ=＋5゜

L=27.0～37.0m ｎ=5孔 ΣL=162.0m θ=＋3゜

L=22.0～35.0m ｎ=6孔 ΣL=171.0m θ=＋5゜

L=37.0～46.0m ｎ=5孔 ΣL=213.0m θ=＋3゜

1
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当 初

令和5年度 県単県営緊急地すべり対策事業

平田地区 斜面復旧(その2)工事



令和５年度 県単県営緊急地すべり対策事業 平田地区 斜面復旧(その2)工事

対策工事平面図 久多見地区 R3-1測線

1

凡 例

滑動ブロック

踏査結果

地すべり方向

滑落段差，崩壊

湧 水

沈下･亀裂･小段差

亀 裂

解析測線

調査ボーリング
(パイプ歪計･地下水検層)

調査事項

写真撮影位置図

押し出し・隆起(＋)

簡易貫入試験

第1号流末水路工
UF200 L=22.0m
集水桝

W5×5-D5型 1基

令和5年度 県単県営緊急地すべり対策事業

平田地区 斜面復旧(その2)工事

VP150

図面の名称

測 量
令和

設 計

製

図

原図

複写

図面番号

月 日終了年

縮 尺：

久多見地区 R3-1ブロック

対策工事平面図

1/300(A1)，1/600(A3)

KT.0

KT.1

KT.2

KT.3

KT.5

KT.4

家屋

家屋

車庫

防火水槽

仕切弁

バルブ

排水パイプ

止水栓

VU1
00

立水栓

量水器

水道管

ビニル
ハウス

立水栓

ﾎﾞｲﾗｰ

甕

W

ため池跡

トイレ

H=38.016
KKBM

45

50

5
5

6 0

6 5
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75

40

40

45

50

50

50

55

60

65

70

75

40

45
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55

60

65

70

44.76

44.24

45.10

45.21

43.29

38.57

38.07

38.23

38.50

38.40
38.26

38.20

38.09

37.70

38.01

34.88

34.80

34.62

34.45

34.19

33.73

34.67

34.77

34.57

35.23

35.79

35.45

35.42

35.78

35.14

35.81

36.25

38.51

38.36

38.29

37.62

37.60

38.11

38.02
37.88

38.25

36.24

36.02

38.90

39.62

42.22

41.89

43.04

44.07

44.71

51.42

41.25
41.11

39.51

37.75

46.15

47.33

47.11

44.62

43.63
42.94

48.32

37.61

36.05

35.76 36.27

VU100

ｺﾙ
ｹﾞ

ｰﾄ
管

ｺﾙｹﾞｰﾄ管

38.19

41.40

46.75

56.50

47.84

61.62

61.72

55.56

61.73

72.19

47.64

52.64

47.03

43.55

41.55

57.23

51.4443.45

64.47

67.35

59.11

50.58

55.61

67.52

45.31

45.77

41.02

46.94

丸太

35.00

35.15

Y=57810

Y=57810

Y=57840

Y=57840

Y=57870

Y=57870

Y=57900

Y=57900

Y=57930

Y=57930

Y=57960

Y=57960

Y=57990

Y=57990

Y=58020

Y=58020

Y=58050

Y=58050

Y=58080

Y=58080

X=
-5
93
40
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-5
93
40

X=
-5
93
10

X=
-5
93
10

X=
-5
92
80
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-5
92
80

X=
-5
92
50

X=
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92
50

X=
-5
92
20

X=
-5
92
20

X=
-5
91
90

X=
-5
91
90

X=
-5
91
60

X=
-5
91
60

X=
-5
91
30

X=
-5
91
30

X=
-5
91
00

X=
-5
91
00

世界測地系

S=1:300(A1)

S=1:600(A3)

E

R3-1測線

BP.R3-1-2

ネジ節鋼棒D19
L=3.5m×32本

2段

表面材
吹付法枠工

□300-1500 A=184.5m 2

掘削
V=142.5m 3

植生基材吹付
A=14.0m 2

転落防止柵
L=17.0m

第1号地山補強土工

BP.R3-1-1

対 策 工 凡 例

水抜きボーリング工

水路工

孔口保護工
(フトンカゴ）

切土工・植生工

地山補強土工
(吹付法枠工）

既設第36-1号承水路(H4)
L=48m

既設第36号承水路(H4)
L=124m

N
O.

0

+5
.0

+1
0.

0
(
甲

)

(乙
)

+2
1.

0(
甲
)

+1
4.

0

+1
8.
0

(乙
)

+2
5.
0

+2
7.
5

+3
0.
0

KP.1

KP.3

第1号水抜きボーリング工
L=10.0m×3本=30.0m
θ=+3°
孔口標高 H=41.0m
孔口保護板 3箇所

NO.1
L=10.0m

N
O
.
2

L
=
1
0
.
0
m NO.3L=10.0m

ボーリング番号 掘進長 勾 配 孔口標高孔口間隔掘進方位

2.00m
NO.1

+3° 41.00m

第1号水抜きボーリング工

NO.2

NO.3

10.00m

ΣL= 30.00m（※孔口から2m間はストレーナ加工を設けない）

S 9.5°W

S 58.5°W

N 74.0°W

10.00m

10.00m
2.00m

既設第34号水抜きボーリング工(H4)
L=20～26m×4本=91m θ=+3°
※No.3 ,No.4の詳細位置不明

KP.2

2
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令和5年度 県単県営緊急地すべり対策事業 平田地区 斜面復旧(その2)工事

久多見地区 R3-1測線地質断面図

40.00

50.00

60.00

70.00

(m)

図 面 番 号

縮 尺 ：

測 量

令和 年 月 日終了

設 計

製

図

原 図

複 写

図 面 の 名 称

製

1/100(A1)，1/200(A3)

久多見地区 R3-1測線

地質断面図

30.00

滑落段差
(Ph-8,9)

R-
1

滑落段差
(Ph-10)

R-2

崩壊跡
(Ph-3,4)

Fu1

押し出し・崩壊
(Ph-2,3,5)

崩壊跡
(Ph-11)

①②

BP.R3-1-2

BP.R3-1-1

T.P.+43.64m
Dep.=6.00m

T.P.+48.82m
Dep.=8.00m

HWL

LWL

0 10 20 30 40 50
N値

4

41

50以上

50以上

50以上

2.55

3.00

3.80

6.00

0 10 20 30 40 50
N値

20

11

29

50以上

50以上

50以上

1.00

2.50

5.60

8.00

dt
Fu3

Fu2

地質時代

第
四
紀

完
新
世

地質名 土質・岩級 記号 地質状況

風化泥岩 Fu2

強風化泥岩 Fu3

固結粘土

dt礫混じり粘土表土及び崖錐堆積物

固結粘土及び礫状の泥岩であるが、多数の亀裂が発達し、
亀裂に沿って多くの粘土を充填する。

泥岩起源の礫を混入する礫混じり粘土状を呈する。
部分的に含水比高く、軟弱な区間あり。
層厚は最大3m程度である。

Ｎ値

1～8

11～20

26～41

泥 岩 軟 岩
棒状～柱状を呈する比較的新鮮な泥岩。
亀裂部周辺の粘土の挟在は認められない。

Fu1 50以上

中
新
世

新
第
三
紀

古
江
層

久多見地区の地質構成（R3-1ブロック）

礫混じり粘土

第1号水抜きボーリング工
L=10.0m×3本=30.0m
θ=+3°
孔口標高 H=41.0m
孔口保護板 3箇所

第1号地山補強土工
ネジ節鋼棒(SD345) D19

L=3.5m×32本 2段
表面材 吹付法枠工

□300-1500 A=184.5m
2

掘削 V=142.5m
3

※( )内の安全率は、計画地形における値である。

26

29

R3-1測線 孔内水位一覧表

BP.R3-1-1
孔
内
水
位

総降水量降
水
条
件

令和４年度 調査時水位

R4.6.1～R4.10.4(126日間)

3.13 1.94 1.19

551mm

最大降水量
連続降水量

低水位
LWL(GL-m)

変動量
(m)

高水位
HWL(GL-m)

※降水量：「土砂災害警戒リアルタイム雨量 万田観測所」のデータによる

2.65 1.14 1.51BP.R3-1-2

最大日降水量 91mm（R4.9.3）
連続降水量 122㎜（R4.7.14～19）

113㎜（R4.8.31～9.3）

PHWL

低水位

LWL Fs

BP.R3-1-1
GL-3.13m

円弧No.

久多見地区R3-1測線 安全率一覧表

高水位

HWL Fs

GL-1.94m

第1号地山補強土工
目標安全率 土質定数

1.20

γt=γsat=18.60 kN/m
3

1.17

C= 5.00 kN/m
2

φ= 23.40°

Fs

対策工事

R-1 1.26

R-2

1.00

1.00

PHWL

1.24

－

ネジ節鋼棒(SD345) D19
L=3.5m×32本 2段

表面材 吹付法枠工
□300-1500 A=184.5m

2

掘削 V=142.5m
3

PHWL Fs

1.21

GL-2.90m

1.08

GL-2.90m

第1号水抜きﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ工

L=10.0m×3本=30.0m
θ=+3°
孔口標高 H=41.0m
孔口保護板 3箇所

(1.14)

(1.34)BP.R3-1-2
GL-2.65m GL-1.14m GL-2.47m GL-2.47m

γt=γsat=18.60 kN/m
3

C= 5.93 kN/m
2

φ= 25.00°

8

1:0.8( 1:0 .8 62)

1.60

0 10 2030 40 50
Nd値

0.70

KP.3
GH=39.12m
L=1.60m

当 初

※Ｎ値は、簡易貫入試験結果の換算Ｎ値も含めた値である。

酸化に伴う褐色化及び粘土化の著しい泥岩である。
斜面上部ではやや層厚が厚くなる。

3
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令和5年度 県単県営緊急地すべり対策事業

平田地区 斜面復旧(その2)工事



図面の名称

測 量
令和

設 計

製

図

原図

複写

図面番号

月 日終了年

縮 尺：

▽ 41.53

1:0.8

1:0.8

1:0.8

1:0.8

1:0.8
1:0.8

▽ 41.53

▽ 42.70

▽ 41.53

▽ 40.36

1.70

0 10 20 30 40 50
Nd値

2.00

0 10 20 30 40 50
Nd値KP.1

GH=41.46m
L=1.70 m
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0.30
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0.30

0.60

▽ 38.10

吹
付
法
枠
工

SL=2.9m
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枠
工

SL=5.2m

▽ 38.19

▽ 38.46
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付
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枠
工

SL=4.9m

dt

dt

dt

dt

dt

Fu3

Fu2
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SL=5.0m

吹
付
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枠
工

SL=6.0m

吹
付
法
枠
工

SL=6.9m

▽ 38.57

▽ 38.70

▽ 37.85

▽ 37.94
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植
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SL=2.2m

植
生
基
材
吹
付

SL=1.3m
植
生
基
材
吹
付

SL=1.2m

1:1.0

1:0.6
1:0.6

掘削 = 1.6

掘削 = 2.5 掘削 = 3.9

掘削 = 3.4 掘削 = 3.2

掘削 = 4.5

▽ 40.40

▽ 42.28

▽ 42.40

▽ 42.30

▽ 43.22

▽ 44.11

▽ 40.36
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°

35
°

35
°

35
°

転落防止柵

転落防止柵

転落防止柵

転落防止柵

当 初

DL=35.00

D=0.000

FH=

GH=38.62

PH=38.799

NO.0

DL=35.00

D=5.000

FH=

GH=38.46

PH=38.634

NO.0+5.0

DL=35.00

D=5.000

FH=

GH=39.75

PH=39.896

NO.0+10.0(甲)

DL=35.00

D=0.000

FH=

GH=39.75

PH=39.896

NO.0+10.0(乙)

DL=35.00

D=4.000

FH=

GH=39.75

PH=39.754

NO.0+14.0

DL=35.00

D=4.000

FH=

GH=39.71

PH=39.891

NO.0+18.0

久多見地区 R3-1ブロック

地山補強土工横断面図(1)

1/100(A1)，1/200(A3)

令和5年度 県単県営緊急地すべり対策事業

平田地区 斜面復旧(その2)工事

盛土 = 0.0

盛土 = 0.0



図面の名称

測 量
令和

設 計

製

図

原図

複写

図面番号

月 日終了年

縮 尺：

▽ 41.53

1:0.8 1:0.8

1:0.8

▽ 42.70

1:0.8

▽ 41.53

▽ 42.70

1:0.8

▽ 40.36

▽ 41.53

▽ 40.36 ▽ 40.36

▽ 39.19

▽ 39.19

1.60

0 10 20 30 40 50
Nd値

KP.3
GH=39.12m
L=1.60 m

0.70

dt

dt

dt

dt

Fu3

Fu2

Fu3

Fu2

Fu3
Fu2

Fu3

Fu2

Fu1

Fu1

Fu1 Fu1

吹
付
法
枠
工

SL=8.4m

吹
付
法
枠
工

SL=8.1m

吹
付
法
枠
工

SL=4.3m

吹
付
法
枠
工

SL=5.2m

吹
付
法
枠
工

SL=3.7m

▽ 38.54

▽ 38.54

▽ 38.50

▽ 38.48

▽ 38.45

▽ 38.25▽ 38.34

▽ 38.34 ▽ 38.28

▽ 38.30

掘削 = 12.4

掘削 = 11.1

掘削 = 4.6

掘削 = 4.1

掘削 = 2.2

▽ 45.11

▽ 44.87

▽ 42.57

▽ 41.86

▽ 41.35
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35
°

35
°

35
°

35
°

35
°

転落防止柵

転落防止柵

当 初

DL=35.00

D=3.000

FH=

GH=40.46

PH=40.693

NO.0+21.0(甲)

DL=35.00

D=0.000

FH=

GH=40.46

PH=40.693

NO.0+21.0(乙)

DL=35.00

D=4.000

FH=

GH=39.12

PH=39.280

NO.0+25.0

甕

ヘドロ

DL=35.00

D=2.500

FH=

GH=39.45

PH=39.616

NO.0+27.5

ヘドロ

DL=35.00

D=2.500

FH=

GH=38.69

PH=38.851

NO.0+30.0

第1号水抜きボーリング工

久多見地区 R3-1ブロック

地山補強土工横断面図(2)

1/100(A1)，1/200(A3)

令和5年度 県単県営緊急地すべり対策事業

平田地区 斜面復旧(その2)工事



図 面 番 号

縮 尺 ：

測 量

令和 年 月 日終了

設 計

製

図

原 図

複 写

図 面 の 名 称

製

久多見地区 R3-1ブロック

図 示

現場吹付法枠工構造図(1)

法枠工求積図
S=1:100(A1)

S=1:200(A3)

法枠工展開図
S=1:100(A1)

S=1:200(A3)

現場吹付法枠工構造図(1)
(□300-1500)

は補強土工（鉄筋挿入工）施工位置

補強土工は、1.5m×1.5m間隔で配置すること。

横 枠 縦 枠
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記号 底辺 高さ 倍面積 ㎡

1 3.63 2.21 8.02

2 5.37 2.56 13.75

3 5.43 2.52 13.68

4 5.43 2.47 13.41

5 6.26 3.83 23.98

6 6.26 2.38 14.90

7 5.12 1.93 9.88

8 5.06 0.98 4.96

9 5.89 3.30 19.44

10 6.00 3.76 22.56

11 6.88 3.49 24.01

12 6.90 3.92 27.05

13 7.96 2.67 21.25

14 8.51 3.03 25.79

15 8.61 1.09 9.38

16 8.64 3.09 26.70

17 8.00 2.95 23.60

18 6.52 3.42 22.30

19 5.20 2.53 13.16

20 5.01 2.18 10.92

21 4.44 2.45 10.88

22 4.44 2.11 9.37

倍面積 ㎡ 368.99
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0.7 4 2.8

0.8 6 4.8
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1.0 2 2.0
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1.2 50 60.0

1.8 1 1.8

2.4 3 7.2

2.5 2 5.0

2.6 2 5.2

2.7 1 2.7

2.8 1 2.8

3.0 1 3.0

3.2 1 3.2

3.3 1 3.3

3.7 1 3.7

4.0 2 8.0

4.1 2 8.2

4.3 1 4.3

4.5 1 4.5

計 112 146.6

枠長 本数 長さ

2.7 1 2.7

2.9 1 2.9

3.4 2 6.8

3.7 2 7.4

3.8 3 11.4

4.0 1 4.0

4.2 1 4.2

4.4 2 8.8

4.5 2 9.0

4.6 1 4.6

4.8 3 14.4

4.9 1 4.9

5.2 1 5.2

5.4 1 5.4

5.7 1 5.7

6.1 1 6.1

6.4 1 6.4

6.5 1 6.5

7.1 1 7.1

7.5 1 7.5

8.3 1 8.3

計 29 139.3

枠長 本数 長さ

目地材

ΣA=0.51m
2

目地材

ΣA=0.59m
2

当 初

令和5年度 県単県営緊急地すべり対策事業

平田地区 斜面復旧(その2)工事
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縮 尺 ：

測 量

令和 年 月 日終了

設 計

製

図

原 図

複 写

図 面 の 名 称

製

久多見地区 R3-1ブロック

現場吹付法枠工構造図(2)
(□300-1500)

展 開 図
S=1: 50(A1)

S=1:100(A3)

標準断面図
S=1: 50(A1)

S=1:100(A3)

断 面 図
S=1: 50(A1)

S=1:100(A3)

２－２１－１

枠断面図
S=1: 5(A1)

S=1:10(A3)

法枠端部詳細図
S=1:30(A1)

S=1:60(A3)

吹付金網組立図
S=1: 5(A1)

S=1:10(A3)

現場吹付法枠工構造図(2)

図 示
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当 初

D13

吹付金網

2

σ c k = 1 8 N / m m 2

S D 3 4 5

2

1

使 用 部 材 の 強 度 及 び 材 質

吹 付 モ ル タ ル の 設 計 基 準 強 度

鉄 筋 の 材 質

1

水抜きパイプ

VUφ50

主アンカー D19 L=0.80m

補助アンカー D13 L=0.50m

植生基材吹付 t=3cm

中抜管

ボイドφ100

地山補強土工

D19
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0.
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30

0.
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1.
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1.
50

0.30

主アンカー D19 L=0.80m

地山補強土工 D19 L=3.50m

主アンカー D19 L=0.80m

補助アンカー D13 L=0.50m

0
.
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0
.
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鉄筋挿入工 D19 L=3.50m
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有
効

高
さ

鉄筋 D13

かぶり厚さ

36mm以上

※F300-1500はD13の鉄筋を使用。

※鉄筋の重ね継手長
F300-1500 ld=500mm
(計算の詳細については巻末資料の
法枠工計算書参照）
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300
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1
5
7

3
0
5

7
3
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7
5

クリンプ金網

（亜鉛めっき鉄線）

間詰モルタル
A=0.036m

2

σck=18N/mm
2

水切モルタル
A=0.036m

2

σck=18N/mm
2

天端モルタル
A=0.036m

2

σck=18N/mm
2

植生基材吹付

t=3cm

1:
0.
8

3000 @3000

1
1
00

1
1
30

ベースプレート用

(P)

転落防止柵
セーフティフェンス標準図

φ42.7×2.3

φ60.5×3.2

正面図

S=1:25(A1)

S=1:50(A3)

断面図

令和5年度 県単県営緊急地すべり対策事業

平田地区 斜面復旧(その2)工事



鉄筋挿入工 ネジ筋棒鋼 SD345 D19部品

１．ナット（Ｄ19用） ２．スペーサーＤ19-65（電気メッキ） ３．メッキ付角座金

４．ワッシャ－

4052
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3
7

5
4

Ａ
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Ｄ
１

９
Ｎ
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4
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15
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150
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00

※ベルコート(防錆剤)360ｇ入り
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φ100

SUS M8

Oﾘﾝｸﾞ

φ
65

127

D19

φ
74
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φ
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φ45

φ74.5

５．頭部キャップ

S=1:2(A1)

S=1:4(A3)

図 面 番 号

縮 尺 ：

測 量

令和 年 月 日終了

設 計

製

図

原 図

複 写

図 面 の 名 称

製

久多見地区 R3-1ブロック

図 示

地山補強土工構造図

S=1:2(A1)

S=1:4(A3)

S=1:2(A1)

S=1:4(A3)

S=1:2(A1)

S=1:4(A3)

S=1:2(A1)

S=1:4(A3)

鉄筋挿入工 ネジ筋棒鋼 SD345 D19 標準施工図

地山補強土工構造図
S=1:4(A1)
S=1:8(A3)

注入材の配合例

(重量比)

セ メ ン ト ミ ル ク

モ ル タ ル

セ メ ン ト 水 砂

１ : 0 . 4 0 ～ 0 . 5 0

１ : 0 . 4 2 ～ 0 . 4 5 : １

σ28≧24N/mm
2
(仮設σ28≧18N/mm

2
)

流下時間22秒以下 (Pロート:JHS A313-1992準用)
(1N/mm

2
＝10.2kgf/cm

2
)

参考文献 切土補強土工法設計・施工要領
NEXCO東日本,NEXCO中日本,NEXCO西日本 H.19.1 P.54

削孔長 L=3.1m

削孔区間

削
孔

径
φ

6
5

□300-1500
現場吹付法枠工

余長 0.1m

補強材長 L=3.5m

3.ﾒｯｷ付角座金

4.ワッシャー

1.ナット

5.頭部ｷｬｯﾌﾟ

防錆材

2.ちょうちん型スぺーサー

設置間隔2.5m以下
グラウト

設計基準強度 24N/mm2

ネジ節棒鋼

SD345 D19 亜鉛メッキ

補強材を継ぐ場合はカップラーを使用すること。

補強材は亜鉛メッキ処理とし、JIS H 8641 2種 HDZ55とする。

JIS H 8641 2種 HDZ35 JIS H 8641 2種 HDZ55

8
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当 初

令和5年度 県単県営緊急地すべり対策事業

平田地区 斜面復旧(その2)工事
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図 示

令和5年度 県単県営緊急地すべり対策事業

平田地区 斜面復旧(その2)工事

久多見地区 R3-1ブロック

水路工構造図

水路工構造図

UF200
S=1:20(A1)
S=1:40(A3)

U F 2 0 0

10m当たり

数 量単 位規 格

m 1 0 . 0

名 称

数 量 表

埋 戻 1 . 5m
3

床 掘 2 . 0m
3

土 砂

U字フリューム

300 3002821028

20
0

2
8

(鋼板蓋) S=1:20(A1)
S=1:40(A3)

500150

800

150

5
0
0

1
5
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15
0

6
50

400

100 800
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150 500 150

800

1
5
0

5
0
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1
5
0

8
0
0

σ c k = 1 8 N / m m
2

m
2

m
2

１基当たり

数 量単 位規 格

枚

m
3

型 枠

コ ン ク リ ー ト

基 礎 砕 石

鋼 板 蓋

名 称

数 量 表

埋 戻 m
3

500×500用

床 掘 m
3

土 砂

R C - 4 0 , t = 1 5 0

1

2 . 6

2 . 0

3 . 3 8

1 . 0 0

0 . 2 9 1

W5×5-D5型

縞 鋼 板
t=3.2mm

把手 RBφ13
すべり止め
L50×50×4

55 490 55

600

5
5

4
9
0

5
5

6
0
0

150300150

2
2
5

1
5
0

22
5

S=1:20(A1)
S=1:40(A3)

500×500

鋼 板 蓋

26.79kg/m
2

SS400

数量表

名 称 寸 法 規格 単位質量

すべり止め

縞 鋼 板

補 強 板

600×3.2×600

把 手

〃

〃

〃

L50×50×4×40

RBφ13×450

φ80×4.5

3.06kg/m

1.04kg/m

35.33kg/m
2

数量

1

4

2

4

質量(kg)

9.6

0.5

0.9

0.7

合 計 11.7

ch PL

PL

鋼板蓋

鋼板蓋

基礎砕石

RC-40

すべり止め

3

55 50

5
5

50
4
0

3
.
2

S=1: 5(A1)
S=1:10(A3)

把 手

注）桝蓋（把手、すべり止め等含む）のさび止め塗装は、

さび止めペイント（JIS K 5674）とする。

3
.2

4
.
5

3

φ25 φ80

150

φ13

50

1
0
0

S=1:10(A1)
S=1:20(A3)
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水抜きボーリング工仮設足場
S=1:100(A1)

S=1:200(A3)

1
0
0
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2000 2000

側 面 図

控杭（丸太）
φ120×1500

控木（丸太）
φ120×2000

支柱（丸太）
φ120×4000

丸太
φ120×4000

土留板
2000×200×36

正 面 図
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A=7.2m
2
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A=7.2m
2
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2

L=4.0m(ｵｰﾙｺｱ)
掘進角度35°
適合性試験1回(Fu2層)

傾斜地足場
30°以上45°未満

ﾁｪｯｸﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ CB.1

軟
岩

1.
6m

試
験
区
間

1.
0m

ﾁｪｯｸﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ CB.2
L=5.0m(ｵｰﾙｺｱ)
L=2.0m(別孔ﾉﾝｺｱ)
掘進角度35°

適合性試験2回(dt、Fu1層)
傾斜地足場
30°以上45°未満

粘
性
土
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試
験
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間
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粘
性
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試
験
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補強土足場① L=6.1m

補強土足場③ L=6.1m

補強土足場② L=11.7m

補強土足場④ L=5.4m

当 初
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令和５年度 県単県営緊急地すべり対策事業 平田地区 斜面復旧(その2)工事

施工計画平面図（案） 久多見地区 R3-1測線
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凡 例

滑動ブロック

踏査結果
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亀 裂

解析測線

調査ボーリング
(パイプ歪計･地下水検層)

調査事項

写真撮影位置図
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E

R3-1測線

BP.R3-1-1

既設第36号承水路(H4)

既設第36-1号承水路(H4)

N
O.

0

+5
.0

+1
0.

0
(
甲

)

(乙
)

+2
1.

0(
甲
)

KP.1
KP.2

KP.3

対 策 工 凡 例

水抜きボーリング工

水路工

切土工・植生工

地山補強土工
(吹付法枠工）

既設第34号水抜きボーリング工(H4)
L=20～26m×4本=91m θ=+3°
※No.3 ,No.4の詳細位置不明

第1号水抜きボーリング工
3.
0m

5.0m

仮設防護柵2型

L=26m

井側井戸の埋設

プラント候補地

※詳細位置は不明

地権者にて解体

3

敷鉄板
3.0×1.5m
38枚

甕

ヘドロ

NO.0+25.0NO.0+25.0

甕

ヘドロ

D=4.000

FH=

GH=39.12

PH=39.280

NO.0+25.0

甕

ヘドロ

第1号水抜きボーリング工
第1号水抜きボーリング工

第1号水抜きボーリング工

仮設防護柵 標準断面図

NO.0+14.0 NO.0+21.0(乙)

【施工上の留意事項】
(1)施工時の安全管理体制
①周辺住民への配慮
・騒音・振動・粉塵等に対して特に留意する。
・周辺住民とのコミュニケーションをよくとり、トラブルの無い様に注意すること。

②安全の確保
・第三者に対して、バリケードを設置するなどの安全対策を講じること。
・家屋に近接した区間の作業となるため、防護柵を設置すること。
・建物と極端に近接する区間では仮囲いなどの処置を検討すること。

③施工機械の搬入
・施工機械の搬入は、解体された車庫を通ることが可能である。
・既設承水路に敷鉄板を施した上で、宅地背後に搬入する。
・プラント候補地は、宅地下方の平坦地を考えている。

(2)架空線
・プラント候補地の上空（GL+7m程度）に存在するため、特に支障とならないと考えている。

(3)既設井戸
・聞き取り調査によると、法枠工起点側の斜面上方に深さ6m程度の井側の井戸があるとのこと。
・施工時には、この井戸を埋めてほしいとの要望があった。補強土足場② L=11.7m

補強土足場① L=6.1m
補
強
土
足
場
③

L=6.1m

補
強
土
足
場
④

L=5.4m

ﾁｪｯｸﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ CB.1
L=4.0m(ｵｰﾙｺｱ)
掘進角度35°
適合性試験1回(Fu2層)

傾斜地足場
30°以上45°未満

ﾁｪｯｸﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ CB.2
L=5.0m(ｵｰﾙｺｱ)
掘進角度35°
適合性試験1回(Fu1層)

傾斜地足場
30°以上45°未満

NO.0+27.5

ヘドロ

NO.0+10.0(乙)

D=0.000

FH=

GH=39.75

PH=39.896

NO.0+10.0(乙)

NO.0+18.0

ボーリング足場

傾斜地足場

令和5年度 県単県営緊急地すべり対策事業

平田地区 斜面復旧(その2)工事

積算用参考図
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Ｌ＝１０９ｍ

第１号排水路（Ｈ９）

第２号承水路（Ｈ９）

Ｌ＝３０ｍ

第３号水抜ボーリング

第１号承水路（Ｈ９）

Ｌ＝９８ｍ

第９号承水路（Ｈ１１）

Ｌ＝２２６ｍ

第１７号杭工

第１１号承水路（Ｈ８）

Ｌ＝１０７ｍ

第４号杭工

第５号杭工

第１７号承水路（Ｈ１３）

Ｌ＝６３ｍ

第５号水抜ボーリング

第４号水抜ボーリング

第２号水抜ボーリング

第２号杭工

第１６号承水路（Ｈ１３）

Ｌ＝４８ｍ

第１２号承水路（Ｈ９）

Ｌ＝２２５ｍ

第１号杭工

第１号水抜ボーリング

第９号杭工

第１０号水抜ボーリング

第１３号承水路（Ｈ３）

Ｌ＝１７７ｍ

第７号水抜ボーリング

第７号杭工

第１５号杭工

第２２-１号水抜ボーリング

第２３号水抜ボーリング

第１８号杭工

第１号法面工

第１９号杭工

第２２-２号水抜ボーリング

第１４号承水路（Ｈ１２）

Ｌ＝１６１ｍ

第１８号水抜ボーリング

第４号排水路（Ｈ１１）
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第７号承水路（Ｈ１１）

Ｌ＝１４１ｍ
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第１３号杭工
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第１１号水抜ボーリング

第６号水抜ボーリング

第１５号承水路（Ｈ１３）
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第６号承水路（Ｈ１１）

Ｌ＝１３０ｍ

第６-１号承水路（Ｈ１１）

Ｌ＝１７ｍ

第９号水抜ボーリング

第１７号水抜ボーリング

第１号集水井

第５号承水路（Ｈ８）

Ｌ＝８９ｍ

第２号排水路（Ｈ１１）
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原図

複写

図 面 の 名 称

測 量

設 計

計画一般平面図

縮尺

記 号

凹地

散岩

(建設中)

(建設中)

25.6

25.62

25.6

25.6

25.62

25.6

25.6

滝

300.1

普通建物 堅ろう建物

堅ろう無壁舎

普通無壁舎

門 屋門

送電線

人工斜面

病院職業安定所

坑口 高塔

250

土堤等 被覆

かき へい

さんご礁

渡船発着所

湖池

せき

水門
かれ川

徒橋 }
Ｗ

一条河川

敷石斜坂

道路橋流水方向

いそ

P

地すべり防止区域

揚排水ポンプ場

ガソリンスタンド

幼稚園・保育園

公会堂・公民館

役場支所及び出張所

｝
公
共
基
準
点

図化機測定

による標高点

独立樹(広葉樹)

独立樹(針葉樹)

起重機

記念碑

タンク

路傍祠

灯ろう

電波塔

水位観測所

油井・ガス井

灯台

灯標

煙突

輸送管(地上)

輸送管(空間)

立像

墓碑

鳥居

官公署

裁判所

検察庁

税務署 火薬庫

郵便局

営林署 変電所

保健所消防署

協同組合

倉庫

工場

神社

寺院

学校

銀行

キリスト教会

交番・駐在所

三角点

水準点

三角点

水準点

多角点及び標石を

有する図根点等

標石を有しない

標高点

区域界

駐車場

園庭

墓地

材料置場

温泉・鉱泉

噴火口・噴気口

徒歩道
分離帯

石段 並木

歩道

徒橋真幅道路

横断歩道橋

建設中の道路

道路のトンネル

道路の雪覆い等
庭園路

道路橋
地下街・地下鉄等出入口

停留所

プラットホーム

鉄道の雪覆い等

跨線橋

普通鉄道

特殊軌道

策動 鉄道のトンネル

建設中の鉄道

路面の鉄道

鉄道橋

大字・町・丁目界

所属界

郡市・東京都の区界

町村・指定都市

の区界北海道の支庁界

都府県界

植生界

耕地界 果樹園

荒地茶畑

はい松地

芝地

田

畑 やし科樹林

しの地(笹地)その他の樹木畑

湿地

針葉樹林

広葉樹林さとうきび畑

パイナップル畑
砂れき地

竹林桑畑

防
波
堤

｜

不透過

透過

岩がけ

雨裂

露岩

洞口

亀裂

地すべり崖

断層又は弱線

隆起区・陥没区

湧水

地すべり方向

排水路工

承水路工

集水井工

水抜ボーリング工

暗渠排水工

排水トンネル工

床止工

杭工（鋼管）

護岸擁壁工

押え盛土工

堰堤工

調査ボーリング

ヒズミ計設置

電気探査

地下水検層

サウンディング

移動観測線

流量観測

自記移動計

雨量計

排土工

その他対策工

被害区域

杭工（コンクリート）

土
が
け

凡 例

鉄
・
コ
ン
ク
リ

ト
桟
橋

木
製
・
浮
桟
橋

計
曲
線

補
助
曲
線

主
曲
線

水
制

行政区画

島根県

出雲市

万田地区地すべり対策事業

測図 昭和 年 月 計画機関 島根県出雲県土整備事務所

R3-1ブロック

1

11

当 初
令和5年度 県単県営緊急地すべり対策事業

平田地区 斜面復旧(その2)工事



令和5年度 県単県営緊急地すべり対策事業 平田地区 斜面復旧(その2)工事

1

凡 例

滑動ブロック

踏査結果

地すべり方向

滑落段差，崩壊

湧 水

沈下･亀裂･小段差

亀 裂

解析測線

調査ボーリング
(パイプ歪計･地下水検層)

調査事項

写真撮影位置図

押し出し・隆起(＋)

第1号流末水路工
UF200 L=29.2m
波型ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管φ300(土中) L=9.2m
集水桝
W5×5-D5型 2基

固定コンクリート
水路屈曲部 1箇所

NO.0+13.0

+29.0

+35.3

+30.9

+34.80

崩土

MA.1

MA.0

MA.4

MA.3

MA.2

(KBM=30.220m)

仕切弁

量水器

CON

CON

As

As

As

CON

熊野神社

社務所

水道管

市 道 千 本 大 谷 線

市
道

東
万

田
2
号

線

Y=56020

Y=56020

Y=56040

Y=56040

Y=56060

Y=56060

Y=56080

Y=56080

Y=56100

Y=56100

Y=56120

Y=56120

X=
-6
10
2
0

X=
-6
10
2
0

X=
-6
10
0
0

X=
-
61
00
0

X=
-6
09
8
0

X=
-
60
98
0

X=
-6
09
6
0

X=
-
60
96
0

X=
-6
09
4
0

X=
-
60
94
0

X=
-6
09
2
0

X=
-
60
92
0

X=
-6
09
0
0

X=
-
60
90
0

X=
-6
08
8
0

X=
-
60
88
0

X
=-
6
08
60

X=
-
60
86
0

世界測地系

S=1:200(A1)
S=1:400(A3)

29.75

29.88

29.91

29.95

30.2630.03

30.03

27.35

28.58
29.47

27.67

27.69

28.92

29.19

29.70

17.53

19.36

22.06

20.87

20.03

23.49

29.03

26.74

24.16

28.37

30.17

30.18

27.87
27.29

26.56

25.48

11.87

11.97

12.10

13.98

13.88

13.25

13.9813.88

12.46

12.19

12.14

12.62

12.03

11.18

11.50

10.33
10.37

10.31

10.21

10.40 10.42 10.43

14.22

15.33

15.22

15.52

16.05 16.91

19.26

18.69

17.62

16.97
16.38

15.97

17.21

17.59

18.66

19.67

19.45

19.29

19.59

18.61

19.80
19.58

21.52

23.30
23.53

24.17

24.46

23.41

21.51

22.24

21.19

21.26

23.72

20.79

20.18

18.35

16.31

26.19

26.13

26.64

27.89

23.33

24.83

27.98

25.38

26.70 26.18

26.91

14.48

22.29

21.32

22.67 23.95

25.81

27.69

26.73

24.19

29.87

29.90

29.87

CON

14.47

15.13

14.68

13.78

12.75

12.94

12.74

13.56

12.41

12.18

CON

11.02

11.46

11.28

11.37
11.42

11.52

11.54

11.93

32.41

32.92

31.58

30.53

29.93

25

20

15

15

20

25

30

HP
3
00

カルバート1000

V
P1
50

外側線

外側線

VP
50

橋

CON

CON

CON

CON

図面の名称

測 量
令和

設 計

製

図

原図

複写

縮 尺：

図面番号

月 日終了年

万田地区 R3-1ブロック

対策工事平面図

1/200(A1)，1/400(A3)

(－)

R3-1測線

対策工事平面図 万田地区 R3-1ブロック

簡易貫入試験

BP.R3-1-1

KP.R3-1-1

既設第4号排水路(H11)
L=417m

第1号水抜きボーリング工
L=17.0m×4本=68.0m
θ=+3°
孔口標高 H=20.0m
孔口保護
ﾌﾄﾝｶｺﾞ L=6m×3段=18m

ネジ節鋼棒D19 L=5.0m×48本
3段

表面材 吹付法枠工 □300-1500 A=162.2m 2

掘削 V=77.5m 3
植生シート

A=43.1m 2

転落防止柵 L=22.5m

第1号地山補強土工

N
O
.
0

+
3
.
0

+
9
.
0

+
1
8
.0+
1
5
.0

水NO.0

+4.3

+7.7 +13.7

+23.0

+25.7

KP.R3-1-2

(－)

(－)

張りコンクリート

A=2.8m
2

L
=0.

9m
雑

石
積

み

NO.1
L=17.0m

N
O
. 2

L=
1
7
. 0

m

NO.3
L=17.0m

NO.4
L=17.0m

ボーリング番号 掘進長 勾 配 孔口標高孔口間隔掘進方位

1.50m
NO.1

+3° 20.00m

第1号水抜きボーリング工

NO.2

NO.3

NO.4

17.00m

ΣL= 68.00m（※孔口から2m間はストレーナ加工を設けない）

S 50.0°W

S 79.0°W

N 72.0°W

N 43.0°W

17.00m

17.00m

17.00m

1.50m

1.50m

対 策 工 凡 例

水抜きボーリング工

盛土工

孔口保護工
(フトンカゴ）

切土工・植生工

地山補強土工
(吹付法枠工）

水路工

2
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当 初

令和5年度 県単県営緊急地すべり対策事業

平田地区 斜面復旧(その2)工事



PHWL

低水位

LWL Fs

BP.R3-1-1
GL-4.45m

円弧No.

万田地区R3-1測線 安全率一覧表

高水位

HWL Fs

GL-1.42m

第1号地山補強土工
目標安全率 土質定数

1.20

γt=γsat=18.60 kN/m
3

1.35

C= 5.27 kN/m
2

φ= 25.00°

Fs

対策工事

1.10R-3

R-1 1.35

R-2

1.00

1.00

1.00

PHWL

－

－

1.25

ネジ節鋼棒(SD345) D19
L=5.0m×48本 3段

表面材 吹付法枠工
□300-1500 A=162.2m

2

掘削 V=77.5m
3

植生シート A=43.1m
2

PHWL Fs

1.33

GL-4.30m
1.23

1.10

GL-4.30m

第1号水抜きﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ工

L=17.0m×4本=68.0m
θ=+3°
孔口標高 H=20.00m
孔口保護 ﾌﾄﾝｶｺﾞ

L=6.0m×3段=18.0m

(1.44)

(1.25)

(1.05)

γt=γsat=18.60 kN/m
3

C= 12.44 kN/m
2

φ= 25.00°

γt=γsat=18.60 kN/m
3

C= 5.00 kN/m
2

φ= 20.00°

Fu1

令和5年度 県単県営緊急地すべり対策事業 平田地区 斜面復旧(その2)工事

万田地区 R3-1測線地質断面図

R-2
,3

沈 下
(Ph-5)

BP.R3-1-1

①

②

崩壊跡
(Ph-8,9)

押し出し・崩壊
(Ph-11,12)

押し出し
(Ph-16)

頭部崩壊跡
(Ph-2,3)

図 面 番 号

縮 尺 ：

測 量

令和 年 月 日終了

設 計

製

図

原 図

複 写

図 面 の 名 称

製

1/100(A1)，1/200(A3)

万田地区 R3-1測線

地質断面図

KP.R3-1-1
GH=21.92m
L=5.50m

T.P.+26.82m
Dep.=8.00m

20.00

30.00

10.00

40.00

(m)

0 1020 30 40 50
Nd値

LWL

0 10 20 30 40 50
N値

4

6

21

50以上

50以上

50以上

2.70

4.00

5.00

5.65

8.00

1.90

5.50

2.70

dt

dt

Fu2

Fu3

4.50

地質時代

第
四
紀

完
新
世

地質名 土質・岩級 記号 地質状況

風化泥岩 Fu2

強風化泥岩 Fu3

固結粘土

dt礫混じり粘土表土及び崖錐堆積物

脆質な風化核を礫状に含む礫混じり粘土状を呈する。
風化岩と互層状を成すと考えられる。

固結粘土状の泥岩であるが、一部45°程度の亀裂に沿って
酸化に伴う褐色化が顕著である。

泥岩起源の礫を混入する礫混じり粘土状を呈する。
全体に含水比高く、軟弱な区間多い。
法肩付近の盛土も含めると層厚は最大4m程度である。

Ｎ値

3～6

9～21

20～36

泥 岩 軟 岩
棒状～柱状を呈する比較的新鮮な泥岩。
亀裂部周辺の粘土の挟在は認められない。

Fu1 50以上

中
新
世

新
第
三
紀

古
江
層

万田地区の地質構成（R3-1ブロック）

礫混じり粘土

Fu3

第1号水抜きボーリング工
L=17.0m×4本=68.0m
θ=+3°
孔口標高 H=20.0m
孔口保護 ﾌﾄﾝｶｺﾞ
L=6.0m×3段=18.0m

HWL

③

R-1

※( )内の安全率は、計画地形における値である。

36

ネジ節鋼棒(SD345) D19
L=5.0m×48本 3段

表面材 吹付法枠工
□300-1500 A=162.2m

2

掘削 V=77.5m
3

植生シート A=43.1m
2

第1号地山補強土工

KP.R3-1-2
GH=29.92m
L=5.80m

5.80

0 10 20 30 40 50
Nd値

11

3.50

5.20

4.80

Fu2

※Ｎ値は、簡易貫入試験結果の換算Ｎ値も含めた値である。

3.70

当 初

As

R3-1測線 孔内水位一覧表

BP.R3-1-1
孔
内
水
位

総降水量降
水
条
件

令和４年度 調査時水位

R4.5.24～R4.10.4(134日間)

4.45 1.42 3.03

569mm

最大降水量
連続降水量

低水位
LWL(GL-m)

変動量
(m)

高水位
HWL(GL-m)

※降水量：「土砂災害警戒リアルタイム雨量 万田観測所」のデータによる

最大日降水量 91mm（R4.9.3）
連続降水量 122㎜（R4.7.14～19）

113㎜（R4.8.31～9.3）

Fu1

3

11

令和5年度 県単県営緊急地すべり対策事業

平田地区 斜面復旧(その2)工事



図面の名称

測 量
令和

設 計

製

図

原図

複写

図面番号

月 日終了年

縮 尺：

万田地区 R3-1ブロック

1/100(A1)，1/200(A3)

地山補強土工横断面図

1:2.1

1:1.0

1:1.0

1:1.0

1:1.0

1:1.0

1:2.0

第1号水抜きボーリング工

第1号水抜きボーリング工

第1号水抜きボーリング工

フトンカゴ ▽ 18.80

フトンカゴ ▽ 18.80

フトンカゴ ▽ 18.80

▽ 17.09

▽ 18.82

▽ 19.10

5.80

0 10 20 30 40 50
Nd値

3.50

5.20

4.80

3.70

当 初

DL=20.000

D=0.000

FH=
GH=24.54
PH=24.721

NO.0

DL=20.000

D=3.000

FH=
GH=23.84
PH=24.045

NO.0+3.0

FH=

DL=15.000

D=6.000

GH=23.72
PH=23.889

NO.0+9.0

DL=20.000

D=2.000

FH=
GH=24.43
PH=24.591

NO.0+15.0

D=3.000

DL=20.000

D=4.000

FH=
GH=24.33
PH=24.548

NO.0+13.0

DL=20.000

FH=
GH=25.60
PH=25.725

NO.0+18.0

KP.
R3-

1-1

H=2
1.9

2m

BP.
R3-

1-1

H=2
6.8

2m

KP.
R3-

1-2

H=2
9.9

2m

0 10 20 30 40 50
Nd値

0 10 20 30 40 50
N値

4

6

21

50以上

50以上

50以上

2.70

4.00

5.00

5.65

8.00

1.90

5.50

2.70

4.50

36

11

Fu1

dt

Fu3

Fu3

Fu2

Fu1
dt

Fu2

▽ 27.98

▽ 26.92

▽ 25.86

▽ 27.98

▽ 26.92

▽ 25.86

▽ 27.98

▽ 26.92

▽ 25.86

▽ 27.98

▽ 26.92

▽ 25.86

▽ 27.98

▽ 26.92

▽ 25.86

▽ 27.98

▽ 26.92

▽ 25.86

転落防止柵

転落防止柵

転落防止柵

転落防止柵

転落防止柵

転落防止柵

吹
付
法
枠
工

SL=6.6m

吹
付
法
枠
工

SL=6.9m

吹
付
法
枠
工

(SL=6.6m)

吹
付
法
枠
工

SL=6.9m

吹
付
法
枠
工

SL=7.0m

dt

dt

dt

dt

dt

Fu2～Fu3

Fu2～Fu3

Fu2～Fu3

Fu2～Fu3

Fu2～Fu3

ソイルセメント充填

吹
付
法
枠
工

SL=7.2m

ソイルセメント充填

▽ 29.68

▽ 29.91

▽ 29.67

▽ 29.89

▽ 29.94

▽ 30.10

1:1.0

掘削 = 5.6

掘削 = 3.1

充填 = 1.0

掘削 = 3.4

【孔口保護工】

掘削 = 1.9

床掘 = 0.9

埋戻 = 0.2

掘削 = 4.2

【孔口保護工】

掘削 = 1.3

床掘 = 0.5

埋戻 = 0.1

掘削 = 3.3

【孔口保護工】

掘削 = 1.1

床掘 = 0.5

埋戻 = 0.1

掘削 = 3.2

充填 = 0.7

植生シート
SL=6.3m

植生シートSL=1.0m

植生シートSL=2.6m
植生シート

SL=3.7m
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40
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図面の名称

測 量
令和

設 計

製

図

原図

複写

図面番号

月 日終了年

縮 尺：

万田地区 R3-1ブロック

1/100(A1)，1/200(A3)

流末水路横断面図

▽ 11.66

▽ 12.28

▽ 12.44

▽ 13.27

▽ 14.26

▽ 14.50

▽ 15.97

張りｺﾝｸﾘｰﾄ

t=10cm

▽ 12.44

▽ 14.51

雑石積み

A=0.3m
2

6

11

当 初

DL=10.000

D=4.300

FH=
GH=11.28
PH=11.642

SNO.0

DL=10.000

D=3.400

FH=
GH=12.48
PH=12.487

SNO.0+4.3

DL=10.000

D=0.000

FH=
GH=12.75
PH=12.899

SN0.0+7.7（甲）

DL=10.000

D=6.000

FH=
GH=12.75
PH=12.899

SN0.0+7.7（乙）

DL=10.000

D=9.300

FH=
GH=13.65
PH=13.908

SNO.0+13.7

DL=10.000

D=2.700

FH=
GH=14.56
PH=14.770

SNO.0+23.0

DL=10.000

D=0.000

FH=
GH=14.76
PH=14.995

SNO.0+25.7（甲）

DL=10.000

D=3.300

FH=
GH=14.76
PH=14.995

SNO.0+25.7（乙）

DL=15.000

D=6.300

FH=
GH=16.45
PH=16.664

SNO.0+29.0

DL=15.000

D=0.000

FH=
GH=19.65
PH=19.856

SNO.0+35.3（甲）

DL=15.000

D=0.000

FH=
GH=19.65
PH=19.856

SNO.0+35.3（乙)

令和5年度 県単県営緊急地すべり対策事業

平田地区 斜面復旧(その2)工事



図 面 番 号

縮 尺 ：

測 量

令和 年 月 日終了

設 計

製

図

原 図

複 写

図 面 の 名 称

製

万田地区 R3-1ブロック

図 示

現場吹付法枠工構造図(1)

法枠工求積図
S=1:100(A1)

S=1:200(A3)

法枠工展開図
S=1:100(A1)

S=1:200(A3)

現場吹付法枠工構造図(1)
(□300-1500)

は補強土工（鉄筋挿入工）施工位置

補強土工は、1.5m×1.5m間隔で配置すること。

横 枠 縦 枠
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11
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.
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+3
.
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.
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8
.0

天端モルタル L=22.7m

NO
.
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+3
.
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+9
.
0

+1
3
.0

+1
5
.0

+1
8
.0

間詰モルタル L=25.1m

水切モルタル L=18.3m

※終点側端部は施工時に現況合わせとすること。

地山と隙間が生じる場合にはソイルセメント充填にて地山を均して施工すること。

4.8 1 4.8

5.8 1 5.8

5.9 1 5.9

6.0 2 12.0

6.1 3 18.3

6.2 3 18.6

6.3 3 18.9

6.4 2 12.8

6.5 1 6.5

7.0 1 7.0

計 18 110.6

枠長 本数 長さ

0.1 2 0.2

0.2 2 0.4

0.4 4 1.6

0.5 6 3.0

0.6 4 2.4

0.7 1 0.7

0.8 5 4.0

1.1 4 4.4

1.2 48 57.6

2.0 1 2.0

2.1 1 2.1

2.9 1 2.9

3.1 1 3.1

3.3 1 3.3

4.0 1 4.0

6.3 1 6.3

7.2 1 7.2

15.5 1 15.5

計 85 120.7

枠長 本数 長さ

記号 底辺 高さ 倍面積 ㎡

1 7.00 3.76 26.32

2 7.00 2.85 19.95

3 7.37 2.90 21.37

4 7.37 3.11 22.92

5 9.08 4.82 43.77

6 9.08 4.54 41.22

7 7.72 3.42 26.40

8 7.72 3.59 27.71

9 7.24 2.02 14.62

10 7.24 2.03 14.70

11 7.65 2.90 22.19

12 7.65 2.94 22.49

13 7.25 0.73 5.29

14 7.35 2.11 15.51

倍面積 ㎡ 324.46

面積 ㎡ 162.23
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図 面 番 号

縮 尺 ：

測 量

令和 年 月 日終了

設 計

製

図

原 図

複 写

図 面 の 名 称

製

万田地区 R3-1ブロック

現場吹付法枠工構造図(2)
(□300-1500)

展 開 図
S=1: 50(A1)

S=1:100(A3)

標準断面図
S=1: 50(A1)

S=1:100(A3)

断 面 図
S=1: 50(A1)

S=1:100(A3)

２－２１－１

枠断面図
S=1: 5(A1)

S=1:10(A3)

法枠端部詳細図
S=1:30(A1)

S=1:60(A3)

吹付金網組立図
S=1: 5(A1)

S=1:10(A3)

現場吹付法枠工構造図(2)

図 示

8

11

当 初

D13

吹付金網

2

σ c k = 1 8 N / m m 2

S D 3 4 5

2

1

使 用 部 材 の 強 度 及 び 材 質

吹 付 モ ル タ ル の 設 計 基 準 強 度

鉄 筋 の 材 質

1

水抜きパイプ

VUφ50

主アンカー D19 L=0.80m

補助アンカー D13 L=0.50m

植生基材吹付 t=3cm

中抜管

ボイドφ100

地山補強土工

D19

0.
30

0.
30

0.
30

0.
30

1.
50

1.
50

1.
50

0.30

主アンカー D19 L=0.80m

地山補強土工 D19 L=5.00m

主アンカー D19 L=0.80m

補助アンカー D13 L=0.50m

0
.
30

0
.
30

0.30 1.20 0.30 1.20 0.30 1.20 0.30

鉄筋挿入工 D19 L=5.00m

1:
1.
0

1.50 1.50 1.50

1.
5
0

1
.
50

0.30 1.20 0.30 1.20 0.30 1.20 0.30

0
.
30

1.
2
0

0
.3

0
1
.
20

0
.
3
0

300

3
0
0

23
5

有
効

高
さ

鉄筋 D13

かぶり厚さ

36mm以上

※F300-1500はD13の鉄筋を使用。

※鉄筋の重ね継手長
F300-1500 ld=500mm
(計算の詳細については巻末資料の
法枠工計算書参照）

150

300

75

1
5
7

3
0
5

7
3

75

7
5

クリンプ金網

（亜鉛めっき鉄線）

間詰モルタル
A=0.045m

2

σck=18N/mm
2

水切モルタル
A=0.045m

2

σck=18N/mm
2

天端モルタル
A=0.045m

2

σck=18N/mm
2

植生基材吹付

t=3cm

1:
1.
0

3000 @3000 土 中 用

(E)

転落防止柵
セーフティフェンス標準図

φ42.7×2.3

φ60.5×3.2

正面図

S=1:25A1)

S=1:50(A3)

1
1
00

1
1
30

23
3
0

1
2
0
0

断面図
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鉄筋挿入工 ネジ筋棒鋼 SD345 D19部品

１．ナット（Ｄ19用） ２．スペーサーＤ19-65（電気メッキ） ３．メッキ付角座金

４．ワッシャ－

4052

32

3
7

5
4

Ａ
Ｓ

Ｄ
１

９
Ｎ

φ
4
5

9

15
0

150

φ
1
00

※ベルコート(防錆剤)360ｇ入り

150

Oﾘﾝｸﾞ

φ100

SUS M8

Oﾘﾝｸﾞ

φ
65

127

D19

φ
74

.5

φ
45

25
φ45

φ74.5

５．頭部キャップ

S=1:2(A1)

S=1:4(A3)

図 面 番 号

縮 尺 ：

測 量

令和 年 月 日終了

設 計

製

図

原 図

複 写

図 面 の 名 称

製

万田地区 R3-1ブロック

図 示

地山補強土工構造図

S=1:2(A1)

S=1:4(A3)

S=1:2(A1)

S=1:4(A3)

S=1:2(A1)

S=1:4(A3)

S=1:2(A1)

S=1:4(A3)

鉄筋挿入工 ネジ筋棒鋼 SD345 D19 標準施工図

地山補強土工構造図
S=1:4(A1)
S=1:8(A3)

注入材の配合例

(重量比)

セ メ ン ト ミ ル ク

モ ル タ ル

セ メ ン ト 水 砂

１ : 0 . 4 0 ～ 0 . 5 0

１ : 0 . 4 2 ～ 0 . 4 5 : １

σ28≧24N/mm
2
(仮設σ28≧18N/mm

2
)

流下時間22秒以下 (Pロート:JHS A313-1992準用)
(1N/mm

2
＝10.2kgf/cm

2
)

参考文献 切土補強土工法設計・施工要領
NEXCO東日本,NEXCO中日本,NEXCO西日本 H.19.1 P.54

削孔長 L=4.6m

削孔区間

削
孔

径
φ

6
5

□300-1500
現場吹付法枠工

余長 0.1m

補強材長 L=5.0m

3.ﾒｯｷ付角座金

4.ワッシャー

1.ナット

5.頭部ｷｬｯﾌﾟ

防錆材

2.ちょうちん型スぺーサー

設置間隔2.5m以下
グラウト

設計基準強度 24N/mm2

ネジ節棒鋼

SD345 D19 亜鉛メッキ

補強材を継ぐ場合はカップラーを使用すること。

補強材は亜鉛メッキ処理とし、JIS H 8641 2種 HDZ55とする。

JIS H 8641 2種 HDZ35 JIS H 8641 2種 HDZ55

9

11

当 初

令和5年度 県単県営緊急地すべり対策事業

平田地区 斜面復旧(その2)工事



図 面 番 号

縮 尺 ：

測 量

令和 年 月 日終了

設 計

製

図

原 図

複 写

図 面 の 名 称

製

図 示

万田地区 R3-1ブロック

孔口保護工,水路工構造図

孔口保護工構造図
(フトンカゴ工)

平 面 図

S=1: 50(A1)

S=1:100(A3)

+9
.
0

+
15

.
0

+
13

.
0

4000 2000

6000

フトンカゴ ▽ 18.80

標準断面図

1200

S=1:0.5

数 量 表

単位規 格名 称 数 量

吸出防止材

18.0フトン籠

20.4

1200-500
鉄線8#,網目13cm

m
2

m

1箇所当り

※吸出防止材はフトン籠が土砂と接する面に設置すること。

吸出防止材

L=3.4m

15
0
0

5
00

5
00

5
0
0

水路工構造図

200

UF200
S=1:20(A1)
S=1:40(A3)

10
0 10

0

2
0
0

張りコンクリート
S=1:20(A1)

S=1:40(A3)

UF200

U
F
20

0

210

2
10

21
0

210

100495

595

10
0

4
9
5

5 9
5

31
8

51
0

392

39
2

波型ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管φ300
S=1:20(A1)

S=1:40(A3)
(土中)

3
5
7

10m当たり

数 量単 位規 格

m 1 0 . 0

名 称

数 量 表

埋 戻 1 . 5m
3

床 掘 2 . 0m
3

土 砂

U字フリューム

300 3002821028

2
00

28

(鋼板蓋) S=1:20(A1)
S=1:40(A3)

500150

800

150

5
0
0

1
5
0

15
0

6
50

400

100 800

1000

100

400

150 500 150

800

1
5
0

5
0
0

1
5
0

8
0
0

σ c k = 1 8 N / m m
2

m
2

m
2

１箇所当たり

数 量単 位規 格

枚

m
3

型 枠

コ ン ク リ ー ト

基 礎 砕 石

鋼 板 蓋

名 称

数 量 表

埋 戻 m
3

500×500用

床 掘 m
3

土 砂

R C - 4 0 , t = 1 5 0

1

2 . 6

2 . 0

3 . 3 8

1 . 0 0

0 . 2 9 1

W5×5-D5型

縞 鋼 板
t=3.2mm

把手 RBφ13
すべり止め
L50×50×4

55 490 55

600

5
5

49
0

55

60
0

150300150

2
2
5

15
0

22
5

S=1:20(A1)
S=1:40(A3)

500×500

鋼 板 蓋

26.79kg/m
2

SS400

数量表

名 称 寸 法 規格 単位質量

すべり止め

縞 鋼 板

補 強 板

600×3.2×600

把 手

〃

〃

〃

L50×50×4×40

RBφ13×450

φ80×4.5

3.06kg/m

1.04kg/m

35.33kg/m
2

数量

1

4

2

4

質量(kg)

9.6

0.5

0.9

0.7

合 計 11.7

ch PL

PL

鋼板蓋

鋼板蓋

基礎砕石

RC-40

張コンクリート

σck=18N/mm
2

砕石

RC-40

固定コンクリート標準図

平 面 図 断 面 図

水路屈曲部 S=1:20(A1)
S=1:40(A3)

120 210 120

450

1
2
0

2
0
0

3
2
0

数 量単 位規 格名 称

数 量 表

1：2

m
2

m
3

型 枠

モルタル

1 . 0 2

0 . 0 8

１箇所当たり

φ300 m 1 0 . 0

埋 戻 2 . 4m
3

床 掘 3 . 4m
3

土 砂

波型ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管

10m当たり

数 量単 位規 格名 称

数 量 表

300 300

300

357

すべり止め

3

55 50

55
50

40
3
.
2

S=1: 5(A1)
S=1:10(A3)

把 手

注）桝蓋（把手、すべり止め等含む）のさび止め塗装は、

さび止めペイント（JIS K 5674）とする。

3
.2

4.
5

3

φ25 φ80

150

φ13

50

1
0
0

S=1:10(A1)
S=1:20(A3)

+7.7

10

11

当 初

令和5年度 県単県営緊急地すべり対策事業

平田地区 斜面復旧(その2)工事



プラント候補地

水道管の埋設管

資機材搬入路

KP.R3-1-2

令和5年度 県単県営緊急地すべり対策事業 平田地区 斜面復旧(その2)工事

1

凡 例

滑動ブロック

踏査結果

地すべり方向

滑落段差，崩壊

湧 水

沈下･亀裂･小段差

亀 裂

解析測線

調査ボーリング
(パイプ歪計･地下水検層)

調査事項

写真撮影位置図

押し出し・隆起(＋)

12.14

NO.0+13.0

+29.0

+35.3

+30.9

+34.80
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(KBM=30.220m)

仕切弁

量水器
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CON

熊野神社
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水道管

市 道 千 本 大 谷 線
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S=1:400(A3)
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図面の名称

測 量
令和

設 計

製

図

原図

複写

縮 尺：

図面番号

月 日終了年

万田地区 R3-1ブロック

施工計画平面図（案）

1/200(A1)，1/400(A3)

(－)

R3-1測線

施工計画平面図（案） 万田地区 R3-1ブロック

簡易貫入試験

BP.R3-1-1

KP.R3-1-1

既設第4号排水路(H11)
L=417m

第1号水抜きボーリング工

第1号流末水路工

第1号地山補強土工

対 策 工 凡 例

水抜きボーリング工

盛土工

孔口保護工
(フトンカゴ）

切土工・植生工

地山補強土工
(吹付法枠工）

水路工

【施工上の留意事項】
(1)施工時の安全管理体制
①周辺住民への配慮
・騒音・振動・粉塵等に対して特に留意する。
・地権者、熊野神社総代等とのコミュニケーションをよくとり、トラブルの無い様に

注意すること。
②安全の確保
・神社への参拝者等に対して、バリケードを設置するなどの安全対策を講じること。
・急斜面上の作業に対して、施工機械の転倒対策防止を図ること。

③施工機械の搬入
・法肩部の掘削や崩積土の除去、水抜きボーリングの施工など、施工機械は斜面上部

・斜面上部からの掘削にあたっては、法肩部に過大な荷重をかけると崩壊拡大を誘発

・プラント候補地は施工場所に最も近い境内が考えられるが、神社の利用や吹付モル

(2)埋設管に注意
・斜面下方の市道から社務所まで水道管が通っている。地元関係者によると、階段に

沿って埋設(北側)されており、工事には影響ないとのことである。

の境内からと下方の市道からの搬入となる。

する懸念があるため、十分に注意すること。
・施工機械の搬入にあたっては、必要に応じて敷鉄板を設置する。

タルの圧送性向上を考慮して斜面下方とした。

・ただし、流末水路施工時など床掘り時には注意する必要がある。

N
O
.
0

+
3
.
0

+
9
.
0

+
1
8
.0+
1
5
.0

水NO.0

+4.3

+7.7 +13.7

+23.0

+25.7

(－)

(－)

1:2.1

フトンカゴ ▽ 18.80

Fu1

Fu3

Fu3

dt

Fu2

3.0m

A=2.3m
2

1
.6

m

第1号水抜きボーリング工仮設足場
S=1:100(A1)

S=1:200(A3)

11

11

1:1.0

3.0m

A=8.2m
2

1:1.0

粘
性
土

5.
0m

試
験
区
間

1.
0m

ﾁｪｯｸﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ CB.2

L=5.0m(ｵｰﾙｺｱ)
掘進角度40°
適合性試験1回(Fu2～Fu3層)
傾斜地足場
30°以上45°未満

L=5.0m(ｵｰﾙｺｱ)
L=3.0m(別孔ﾉﾝｺｱ)
掘進角度40°
適合性試験1回(dt層)
傾斜地足場
30°以上45°未満

粘
性
土

5.
0m

試
験
区
間

1.
0m

ﾁｪｯｸﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ CB.1

地山補強土工足場 L=17.1m

当 初

KP.
R3-

1-1

H=2
1.9

2m

DL=20.000

FH=
GH=25.60
PH=25.725

NO.0+18.0
第1号水抜きボーリング工

NO.0+13.0

D=3.000

敷鉄板
3.0×1.5m
11枚

3
.
0
m

9.0m

補
強
土
足
場

L=17.1m 敷鉄板
3.0×1.5m
10枚

ﾁｪｯｸﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ CB.1
L=5.0m(ｵｰﾙｺｱ)
掘進角度40°
適合性試験1回
(Fu2～Fu3層)
傾斜地足場
30°以上45°未満

ﾁｪｯｸﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ CB.2
L=5.0m(ｵｰﾙｺｱ)

掘進角度40°
適合性試験1回(dt層)
傾斜地足場
30°以上45°未満

L=3.0m(別孔ﾉﾝｺｱ)

DL=20.000

D=3.000

FH=
GH=23.84
PH=24.045

NO.0+3.0

▽ 27.98

▽ 26.92

▽ 25.86

dt

Fu2～Fu3

40
°

▽ 27.98

▽ 26.92

▽ 25.86

▽ 27.98

▽ 26.92

▽ 25.86

dt

dt

Fu2～Fu3

Fu2～Fu3

1:1.0

40
°

40
°

ボーリング足場
傾斜地足場

令和5年度 県単県営緊急地すべり対策事業

平田地区 斜面復旧(その2)工事

積算用参考図



Ｌ＝３６ｍ

Ｌ＝２１ｍ

Ｌ＝４７ｍ

Ｌ＝９１ｍ

第８号排水路(Ｓ５４)

第１８号排水路(Ｓ５８)

第２８号承水路(Ｓ５６)

第４号承水路(Ｓ５４)

第１７号承水路(Ｓ５５)

第２６号承水路(Ｓ５６)

Ｌ＝２５２ｍ

Ｌ＝１３０ｍ

Ｌ＝２０ｍ

Ｌ＝５６ｍ

Ｌ＝５４ｍ

Ｌ＝２３ｍ

Ｌ＝３２８ｍ

第３号排水路(Ｓ５６～Ｓ５７)

第３号承水路(Ｓ５４)

Ｌ＝５５ｍ

第１号排水トンネル

第１号排水路(Ｓ５４)

Ｌ＝１１３ｍ

第２号承水路(Ｓ５６)

Ｌ＝２０ｍ

第３７号承水路(Ｓ５８)

Ｌ＝２６ｍ

第１７号排水路(Ｓ５８～Ｓ５９)

Ｌ＝１４３ｍ

第３６号承水路(Ｓ５８)

Ｌ＝７１ｍ

第６号杭工

第１号杭工

第３２号承水路(Ｓ５７)

Ｌ＝４１ｍ

第３３号承水路(Ｓ５７)

Ｌ＝６６ｍ

第１号集水井

Ｌ＝３６ｍ

第１８号承水路(Ｓ５５)

第１３号排水路(Ｓ５５～Ｓ５６)

Ｌ＝８１ｍ

Ｌ＝７６ｍ

第１号承水路(Ｓ５４)

第３号暗渠排水

第６号承水路(Ｓ５４)

Ｌ＝３７ｍ
第８号承水路(Ｓ５４)

Ｌ＝４７ｍ

第７号承水路(Ｓ５４)

Ｌ＝２８ｍ

第１０号承水路(Ｓ５５)

Ｌ＝６５ｍ

第１０号排水路(Ｓ５５)

Ｌ＝２２ｍ

第２０号承水路(Ｓ５５)

Ｌ＝９２ｍ

第４号杭工

第９号杭工

第１９号承水路(Ｓ５５)

Ｌ＝２１２ｍ

第１５号承水路(Ｓ５５)

Ｌ＝２０９ｍ

第２９号承水路(Ｓ５６)

Ｌ＝４８ｍ

第３９号承水路(Ｓ５８)

Ｌ＝４９ｍ

第４０号承水路(Ｓ５８)

Ｌ＝２４ｍ

第４１号承水路(Ｓ５８)

Ｌ＝１９８ｍ

第３号杭工

第３１号承水路(Ｓ５７)

Ｌ＝２２ｍ

第１４号承水路(Ｓ５３～Ｓ５４)

Ｌ＝５０ｍ

第２号集水井

第２号排水路(Ｓ５３～Ｓ５４)

Ｌ＝１６７ｍ

第２６号水抜ボーリング

第１７号水抜ボーリング

第２７号水抜ボーリング

第２０号水抜ボーリング

第５号水抜ボーリング

第２７号承水路(Ｓ５６)

Ｌ＝５５ｍ

第１６号承水路(Ｓ５５)

Ｌ＝１０６ｍ

第３０号承水路(Ｓ５７)

Ｌ＝１１１ｍ

第１５号排水路(Ｓ５７)

Ｌ＝２７０ｍ

第３４号承水路(Ｓ５７)

Ｌ＝７３ｍ

第１６号排水路(Ｓ５７)

Ｌ＝４０ｍ

第３５号承水路(Ｓ５７)

Ｌ＝２０ｍ

第３８号承水路(Ｓ５８)

Ｌ＝１２１ｍ
Ｌ＝８５ｍ

第５号排水路(Ｓ５４)

Ｌ＝３０ｍ

第５号承水路(Ｓ５４)

第３号排水トンネル

第１３号承水路(Ｓ５４)

Ｌ＝７９ｍ

第１２号承水路(Ｓ５５)

Ｌ＝４７ｍ

第７号排水路(Ｓ５５)

Ｌ＝４０ｍ

第１１号承水路(Ｓ５５)

Ｌ＝４９ｍ

第４号排水路(Ｓ５４)

Ｌ＝１１６ｍ

第２号杭工

第５号杭工

第２号暗渠排水

第９号排水路(Ｓ５５)

Ｌ＝７４ｍ

第２１号承水路(Ｓ５５)

第２号排水トンネル

Ｌ＝２３ｍ

第８号杭工

第７号杭工

第２２号承水路(Ｓ５５)

Ｌ＝７８ｍ

Ｌ＝４９ｍ

第２３号承水路(Ｓ５５)

第１１号排水路(Ｓ５５)

Ｌ＝６０ｍ

第９号承水路(Ｓ５４～Ｓ５５)

Ｌ＝４１ｍ

第２９号水抜ボーリング

第１２号水抜ボーリング

第２５号水抜ボーリング

第１０号水抜ボーリング

第２４号承水路(Ｓ５５)

第２５号承水路(Ｓ５５)

第１２号排水路(Ｓ５５)

第６号排水路(Ｓ５４)

Ｌ＝２７ｍ

第１４号排水路(Ｓ５７)

第２２号水抜ボーリング

第６号水抜ボーリング

第１６号水抜ボーリング

第４号水抜ボーリング

第２８号水抜ボーリング

第２１号水抜ボーリング

第８号水抜ボーリング

第７号水抜ボーリング

第２号水抜ボーリング

第１９号水抜ボーリング

第２４号水抜ボーリング

第１号水抜ボーリング

第３号水抜ボーリング

第９号水抜ボーリング

第１４号水抜ボーリング

第１３号水抜ボーリング

第１８号水抜ボーリング

第１５号水抜ボーリング

第１１号水抜ボーリング第２３号水抜ボーリング

井

井

第１号排土工

第４２-２号承水路(Ｈ１１)

Ｌ＝２４ｍ

第４２-１号承水路(Ｈ１１)

Ｌ＝１１９ｍ

擁壁工

第３１号水抜ボーリング

第３０号水抜ボーリング

第２号排土工

押え盛土工 長寿命化
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島根県

出雲市

野石谷地区地すべり対策事業計画一般平面図

測図 昭和 年 月

修正 平成２６年 ３月

撮影 平成２５年１２月 座標系 等高線間隔 ５ｍ
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擁壁工17

計画一般平面図

野石谷地区地すべり対策事業

第33号水抜きボーリング工（上段）
L=14.0m×3本
ΣL=42.0m θ=3°

第34号水抜きボーリング工（下段）
L=12.0m×3本
ΣL=36.0m θ=3°

孔口保護工
掘削 V=64.6m

3

簡易吹付法枠工 Aタイプ
A=144.4m

2

第32号(追加)水抜きボーリング工
孔口標高 GH=17.3ｍ(No.10～17)

GH=15.8ｍ(No.18～19)
θ＝＋3°
Ｌ＝（38.0～66.0ｍ）×10本
ΣＬ＝549.0ｍ
孔口保護工(No.18～19) 一式
重力式擁壁 L＝3.50ｍ

第３２号水抜ボーリング
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《平 面 図》
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令和５年度 県単県営緊急地すべり対策事業 平田地区 斜面復旧（その２）工事 平面図

（島根県 出雲市 野石谷町）
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